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岩　
　

野　
　

英　
　

夫

一　

は
じ
め
に

二　
『
歴
史
十
巻
』
の
周
辺

　
（
一
）
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
一
世

　
（
二
）『
歴
史
十
巻
』
の
構
成
と
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス

　
（
三
）
分
国
王
と
そ
の
関
係
者

　
（
四
）
分
国
王
と
そ
の
分
国

三　

紛
争
の
事
例

　
（
一
）
前
提

　
（
二
）
事
例

　
　

⑴　

司
教
ブ
リ
ク
テ
ィ
ウ
ス

　
　

⑵　

神
に
仕
え
る
乙
女

　
　

⑶　

聖
シ
ド
ニ
ウ
ス

　
　

⑷　

国
王
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
の
姪

　
　

⑸　

司
教
の
息
子
シ
ャ
グ
リ
ウ
ス

　
　

⑹　

ロ
ー
マ
人
パ
ル
テ
ニ
ウ
ス

　
　

⑺　

司
祭
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス

　
　

⑻　

助
祭
ヴ
ィ
ギ
リ
ウ
ス

　
　

⑼　

シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世
の
雇
わ
れ
人
ア
ン
ダ
ル
キ
ウ
ス

　
　

⑽　

助
祭
ペ
ト
ル
ス

　
　

⑾　

司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス

　
　

⑿　

伯
ナ
ン
テ
ィ
ヌ
ス

　
　

⒀　
『
歴
史
十
巻
』
の
著
者
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス

一
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レ
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『
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⒁　

修
道
僧
エ
パ
ル
キ
ウ
ス

　
　

⒂　

praefectus

ム
ン
モ
ル
ス

　
　

⒃　

オ
ル
レ
ア
ン
の
人
び
と

　
　

⒄　

悪
人
ア
ヴ
ス

　
　

⒅　

ユ
ダ
ヤ
人
ア
ル
メ
ン
タ
リ
ウ
ス

　
　

⒆　

商
人
ク
リ
ス
ト
フ
ォ
ル
ウ
ス

　
　

⒇　

ト
ゥ
ー
ル
市
民
シ
カ
ル

　
　

�　

修
道
院
長
ダ
グ
ル
フ

　
　

�　

二
人
の
聖
職
者

　
　

�　

悪
人
ペ
ラ
ギ
ウ
ス

　
　

�　

dux

ア
マ
ロ

　
　

�　

シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世
の
孫
娘
ベ
ル
テ
グ
ン
デ

　
　

�　

ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
の
妻
フ
ァ
イ
レ
ウ
バ

　
　

�　

東
ロ
ー
マ
皇
帝

　
　

�　

vicarius

ア
ニ
モ
ド

　
　

�　

伯
の
妻
テ
ト
ラ
デ
ィ
ア

　
　

�　

cubicularius

ク
ン
ド

　
　

�　

カ
リ
ベ
ル
ト
一
世
の
娘
ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ

　
　

�　

司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス

　
　

�　

ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
の
妻
フ
レ
デ
グ
ン
デ

四　

整
理

　
（
一
）
紛
争
の
原
因

　
　

⑴　

前
提

　
　

⑵　

原
因

　
　
　

①
殺
人

　
　
　

②
欲
望

　
　
　

③
恨
み

　
　
　

④
猜
疑
心

　
　
　

⑤
容
疑

　
　
　

⑥
職
権
乱
用

　
　
　

⑦
迫
害

　
　
　

⑧
辱
め

　
　
　

⑨
略
奪

　
　
　

⑩
密
通

　
　
　

⑪
仕
返
し

　
　
　

⑫
相
続
争
い

　
　
　

⑬
財
産
の
無
断
持
ち
出
し

　
　
　

⑭
濡
れ
衣

　
（
二
）
紛
争
解
決
の
仕
方

　
　

⑴　

前
提

　
　

⑵　

私
的
、
自
主
的
解
決

　
　
　

①
仕
返
し

二
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②
償
い

　
　

⑶　

決
定
権
限
者
の
決
定
に
よ
る
解
決

　
　
　

①
当
事
者
型

　
　
　

②
処
分
型

　
　
　

③
中
間
型

　
（
三
）
紛
争
解
決
の
仕
方―

―

個
別
の
諸
点

　
　

⑴　

始
ま
り

　
　

⑵　

雪
冤
宣
誓

　
　

⑶　

終
わ
り

　
　

⑷　

神
判

　
　

⑸　

裁
判
の
主
催
者

　
（
四
）
悔
い
改
め
か
そ
れ
と
も
処
罰
か

　
（
五
）
裸
の
暴
力
、
正
規
の
訴
訟
に
基
づ
く
「
暴
力
」

　
（
六
）
そ
の
他

　
　

⑴　

ア
ジ
ー
ル
（A

syl

）
と
し
て
の
教
会

　
　

⑵　

保
証
人
（fideiussor

）

　
　

⑶�　

紛
争
当
事
者
の
や
り
取
り
の
記
述
が
比
較
的
詳
し
い
事

例

　
（
七
）
若
干
の
ま
と
め

　
　

⑴　

裁
判
と
は
、
訴
訟
と
は

　
　

⑵　

行
政
と
い
う
用
語
の
使
い
方

五　

お
わ
り
に

資
料

　
（
一
）
地
図
Ⅰ
、
Ⅱ―

―

地
名
と
地
名
番
号

　
（
二
）
図
１―

―

メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
王
家
系
図
（
一
部
）

　
（
三
）
図
２―

―

分
国
境
域
図

一　

は
じ
め
に

　

本
稿
の
第
一
の
目
的
は
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
（G

regorius

）『
歴
史
十
巻
』
が
伝
え
て
い
る
紛
争
事
例
を
抜
き
出
す
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の

目
的
は
、
そ
れ
ら
紛
争
事
例
を
い
く
つ
か
の
柱
を
立
て
て
整
理
す
る
こ
と
で
あ
る）

1
（

。

　
『
歴
史
十
巻
』
は
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
、
そ
し
て
最
も
重
要
な
史
料
の
一
つ
で
あ
り
、
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
歴
史
書
を

扱
う
た
め
に
は
深
く
広
い
一
般
史
の
知
識
も
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
主
目
的
は
紛
争
事
例
の
抽
出
と
論
点
整
理
で
あ
る
か
ら
、
次

三
（　

）



同
志
社
法
学　

六
四
巻
一
号�

�

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
『
歴
史
十
巻
』の
中
の
紛
争
と
紛
争
解
決
の
仕
方

の
二
点
の
文
献
と
専
ら
向
き
合
い
作
業
を
進
め
る
。
兼
岩
正
夫
・
臺　
幸
夫
訳
註『
ト
ゥ
ー
ル
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス　

歴
史
十
巻（
フ
ラ
ン
ク
史
）』

（
東
海
大
学
出
版
会
）
の
Ⅰ
（
昭
和
五
〇
年
）、
Ⅱ
（
昭
和
五
二
年
）︹
以
下
、
前
者
を
Ⅰ
、
後
者
を
Ⅱ
と
略
記
︺、G

regor von Tours 

Z
ehn B

ücher G
eschichten, E

rster B
and

（1977

）, Z
w

eiter B
and

（1974

）
2
（

）︹
以
下
、E

rster B
d., Z

w
eiter B

d.

と
略
記
︺。

　
『
歴
史
十
巻
』
の
ラ
テ
ン
語
原
文
の
引
用
は
、Erster B

d., Z
w

eiter B
d.

の
そ
れ
ぞ
れ
偶
数
頁
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
か
ら
行
う
。

奇
数
頁
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
の
は
偶
数
頁
の
ラ
テ
ン
語
テ
キ
ス
ト
の
ド
イ
ツ
語
訳
で
あ
る
。

　

頻
繁
に
使
用
す
る
辞
典
で
あ
るJ. F. N

ierm
eyer &

 C
. V

an de K
ieft, M

ediae L
atinitatis L

exicon M
inusⅠ

, Ⅱ
, 2002

は
、

N
ierm

eyer

と
略
記
す
る
。dtv L

exikon des M
ittelalters, 2003

はL
exikon

と
、京
大
西
洋
史
辞
典
編
纂
会
編
『
新
編　

西
洋
史
辞
典
』

（
東
京
創
元
社
、
昭
和
五
�
年
）
は
『
西
洋
史
辞
典
』
と
、
ミ
ッ
タ
イ
ス
＝
リ
ー
ベ
リ
ッ
ヒ
著
、
世
良
晃
志
郎
訳
『
ド
イ
ツ
法
制
史
概
説　
改

訂
版
』（
創
文
社
、
一
�
七
一
年
）
は
ミ
ッ
タ
イ
ス
と
略
記
す
る
。

　

教
会
の
役
職
に
関
係
し
た
訳
語
は
、
小
林
珍
雄
編
『
キ
リ
ス
ト
教
用
語
辞
典
』（
東
京
堂
、
昭
和
二
�
年
）
に
拠
る
。

　

本
稿
の
最
後
に
、
地
図
と
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
王
家
の
系
図
、
分
国
境
域
図
を
掲
載
し
た
。
地
図
は
、
本
稿
で
紹
介
す
る
紛
争
事
例
に
関
係
し

て
出
て
く
る
地
名
を
Ⅰ
︹
ト
ゥ
ー
ル
以
北
︺、
Ⅱ
︹
ト
ゥ
ー
ル
以
南
︺
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
分
国
境
域
図
は
、E

rich Z
öllner, 

G
eschichte der F

ranken bis zur M
itte des sechsten Jahrhuderts, 1970

の
巻
末
に
掲
載
さ
れ
て
い
るK

arte 1 “D
as F

rankenreich 

511-524. D
ie Teilungen nach dem

 Tode C
hlodow

echs bezw
. C

hlodom
ers ”

を
借
用
し
た
。

　

系
図
は
、M

onum
enta G

erm
aniae H

istorica. D
iplom

ata R
egum

 F
rancorum

 e stirpe M
erovingica 

（D
ie U

rkunden der 

M
erow

in
ger

）, E
rster T

eil,  N
ach

 V
orarbeiten

 von
 C

arlrich
ard

 B
rü

h
l, h

rsg. von
 T

h
eo K

ölzer u
n

ter M
itw

irku
n

g von 

M
artina H

artm
ann und A

ndrea Stieldorf, H
annover 2001, S. X

X
X

II
︹
以
下
、K

ölzer

本
と
略
記
︺
掲
載
の
も
の
を
借
用
、
加
工

し
た
。
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地
図
に
は
算
用
数
字
の
番
号
を
貼
り
つ
け
て
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
本
稿
本
文
に
出
て
く
る
地
名
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
べ
て
番
号
を

付
け
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
本
文
中
に
出
て
く
る
地
名
に
は
例
え
ば
地
図
24
と
い
う
よ
う
に
番
号
を
付
け
て
い
る
が
、
そ
れ

は
地
図
上
の
番
号
で
あ
る
。
念
の
た
め
に
、
番
号
付
き
地
名
を
以
下
掲
載
し
て
お
く
。

　

系
図
に
も
番
号
を
付
け
て
い
る
。
本
文
中
に
例
え
ば
系
図
①
と
付
記
し
て
い
る
場
合
、
そ
れ
は
本
稿
最
後
に
掲
載
し
た
系
図
上
の
番
号
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
、
系
図
を
借
用
す
る
に
つ
い
て
、Sigibert

︹
系
図
⑧
︺
の
と
こ
ろ
に
、S

igibert I. P
 

↓R
 ?

と
い
う
よ
う
に
、
↓

R
 ?

を
、
私
は
書
き
加
え
て
い
る
。P
の
意
味
は
、Sigibert

の
支
配
の
本
拠
地
がP

パ

リ

aris

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
パ
リ
は

Sigibert

の
兄
弟C

haribert I.

︹
系
図
⑥
︺
の
支
配
の
本
拠
地
に
も
な
っ
て
い
る
し
、Charibert I.

が
早
く
に
逝
っ
た
あ
と
、
パ
リ
は
「
し

ば
ら
く
の
間
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
の
国
王
た
ち
の
共
同
本
拠
地
で
あ
っ
た
」（L

exikon V
I., S. 1705.; II., S. 123 ff., Z

w
eiter B

d. S. 99 

ff.

に
関
連
叙
述
）。
ま
た
、L

exikon

に
よ
れ
ば
、Sigibert I.
の
支
配
の
本
拠
地
はdas R

eim
ser Teilreich

︹R

ラ
ン
ス

eim
s

を
本
拠
地
と
す
る

分
国；

R

ラ
ン
ス

eim
s

は
地
図
19
︺
で
あ
る
。
そ
こ
で
、P

はR

の
書
き
間
違
い
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
↓ R

 ?

の
意
味
で
あ
る
。

　

系
図
⑩
のG
undow

ald

の
冒
頭
に
（?

）
が
付
い
て（?

）Gundow
ald

と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
、Kölzer

本
の
ま
ま
で
あ
る
。

『
歴
史
十
巻
』
第
六
巻
二
四
に
よ
る
と
、G

undow
ald

は
自
分
で
自
分
をC

hlothar I.

の
息
子
だ
と
称
し
て
現
れ
た
人
物
︹
＝
母
親
が
そ

う
言
い
聞
か
せ
て
育
て
た
人
物
︺、
す
な
わ
ち
自
称
「C

hlothar I.

の
息
子
」
で
あ
る
。G

undow
ald

と
会
っ
たC

hlothar I.

は
、
自
分

が
生
ま
せ
た
子
供
で
は
な
い
、
と
父
子
関
係
を
否
定
し
て
い
る
（II., S. 53 ; Z

w
eiter B

d. S. 41

）。
こ
の
こ
と
が
、（?

）
の
理
由
だ
と
思
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エ
ー
ル

ブ
ロ
ア

ブ
ロ
ア

ボ

ル

ド

ー

ボ

ル

ド

ー

シ
ャ
ロ
ン

シ
ャ
ロ
ン

ス
ュ
ル

ス
ュ
ル
ソ

ー

ヌ

ソ

ー

ヌ

シ
ャ
ル
ト
ル

シ
ャ
ル
ト
ル

シ
ャ
ト
ー
ダ
ン

シ
ャ
ト
ー
ダ
ン

ク
レ
ル
モ
ン

ク
レ
ル
モ
ン

フ
ェ
ラ
ン

フ
ェ
ラ
ン

ジ
ャ
ヴ
ォ
ル

ジ
ャ
ヴ
ォ
ル

ラ
ン
グ
ル

ラ
ン
グ
ル

ルル

マ

ン

マ

ン

リ
ヨ
ン

リ
ヨ
ン

マ
ル
セ
イ
ユ

マ
ル
セ
イ
ユ

メ

ス

メ

ス

オ
ル
レ
ア
ン

オ
ル
レ
ア
ン

パ

リ

パ

リ

ポ
ワ
テ
ィ
エ

ポ
ワ
テ
ィ
エ

ラ
ン
ス

ラ
ン
ス

ロ
デ
ー
ズ

ロ
デ
ー
ズ

ル
ー
ア
ン

ル
ー
ア
ン

サ

ン

ト

サ

ン

ト

ソ

ワ

ソ

ン

ソ

ワ

ソ

ン

ト
ゥ
ル
ネ
ー

ト
ゥ
ル
ネ
ー

ト
ゥ
ー
ル

ト
ゥ
ー
ル

ト
リ
ー
ア

ト
リ
ー
ア

ヴ

レ

ヴ

レ

ヴ
ェ
ル
ダ
ン

ヴ
ェ
ル
ダ
ン
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グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
『
歴
史
十
巻
』の
中
の
紛
争
と
紛
争
解
決
の
仕
方

わ
れ
る
。G

undow
ald

を
王
家
の
系
図
か
ら
そ
も
そ
も
外
し
て
い
る
書
物
も
あ
る
。

　

本
文
や
注
の
中
の
︹　

︺
と
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
記
述
・
説
明
な
ど
は
、
断
り
の
な
い
限
り
、
岩
野
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
拙
い
も
の
で
あ
る
が
、
二
〇
一
二
年
三
月
を
も
っ
て
定
年
退
職
さ
れ
る
釜
田
泰
介
先
生
に
捧
げ
た
い
。
釜
田
先
生
は
、
同
志
社
が

目
指
す
良
心
教
育
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
身
を
も
っ
て
示
さ
れ
た
方
の
お
一
人
で
あ
る
。
釜
田
先
生
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お

祈
り
し
て
や
ま
な
い
。

二　
『
歴
史
十
巻
』
の
周
辺

（
一
）　

ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
一
世

　

本
稿
の
執
筆
を
思
い
立
ち
、『
歴
史
十
巻
』
を
手
に
し
た
時
に
ま
ず
思
い
出
し
た
の
は
、
ガ
ク
ソ
ッ
ト
の
著
書
の
中
の
突
き
放
す
よ
う
な

ク
ー
ル
な
叙
述
で
あ
る
。
井
上
幸
治
編
『
フ
ラ
ン
ス
史）

3
（

』
の
記
述
を
借
り
な
が
ら
言
え
ば
、
自
由
に
し
て
勇
敢
な
る
者
の
意
味
を
持
つ
フ
ラ

ン
ク
族
の
中
で
、
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
北
フ
ラ
ン
ス
に
広
が
る
小
王
国
に
ま
と
ま
っ
て
い
た
サ
リ
ー
支
族
の
出
のC

ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス

hlodw
ig I 一

世.

（
在
位
四
�
一

／
�
二
年－－

五
一
一
年
）
は
他
の
フ
ラ
ン
ク
諸
支
族
を
統
合
し
て
四
�
一
︹
／
�
二
︺
年
に
フ
ラ
ン
ク
王
国
を
建
設
し
て
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ

朝
︹－－

七
五
一
年
︺
を
始
め
、ゲ
ル
マ
ン
諸
族
の
大
移
動
︹
四
世
紀
か
ら
六
世
紀
に
か
け
て
︺
や
そ
の
過
程
で
の
ゲ
ル
マ
ン
諸
族
間
の
戦
い
、

西
ロ
ー
マ
帝
国
崩
壊
︹
四
七
六
年
︺
と
い
う
よ
う
な
激
動
が
続
く
地
に
、
我
わ
れ
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
出
来
上
が
っ
て
行
く
流

れ
を
確
実
に
作
り
あ
げ
る
。
ガ
ク
ソ
ッ
ト
の
ク
ー
ル
な
叙
述
の
一
例
は
、
こ
の
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る）

4
（

。
六
（　

）
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ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
は
勇
敢
で
、
貪
欲
で
、
残
酷
で
ま
た
狡
猾
で
あ
っ
た
。
彼
が
歴
史
の
中
で
最
初
に
占
め
る
大
き
な
業
績
は
、
当
時
ロ

ワ
ー
ル
河
ま
で
散
ら
ば
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ク
族
を
ひ
と
つ
の
民
族
と
し
て
結
集
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
の
各
部
族
︹
＝
井

上
幸
治
の
言
う
支
族
︺
の
王
を
必
要
十
分
な
人
数
だ
け
殺
し
て
い
っ
て
、
彼
は
フ
ラ
ン
ク
人
の
王
と
な
っ
た
。

　

ガ
ク
ソ
ッ
ト
は
言
う
。「
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
の
王
た
ち
の
宮
廷
は
、
ま
る
で
淫
売
宿
だ
。
不
実
と
貪
欲
、
虚
偽
、
残
酷
、
淫
乱
が
、
こ
の

王
朝
の
一
般
的
な
属
性
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
、
性
質
が
優
し
く
教
養
の
あ
る
者
が
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
た
い
て
い
病
人
か
臆
病
者
で

あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
女
性
は
男
性
よ
り
さ
ら
に
品
行
が
悪
い
。
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
の
孫
の
一
人
と
結
婚
し
た
フ
レ
デ
ゴ
ン
ド
︹
ヒ
ル
ペ

リ
ヒ
一
世
の
妻
。
フ
レ
デ
グ
ン
デ
と
本
稿
で
は
表
記
︺
は
、
ま
さ
に
忌
む
べ
き
毒
婦
で
あ
っ
た
。
王
も
貴
族
も
公
然
と
一
夫
多
妻
制
を
実
行

し
て
い
た
」（
一
〇
六
頁
）。

（
二
）　
『
歴
史
十
巻
』
の
構
成
と
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス

　
『
歴
史
十
巻
』
の
う
ち
、
第
一
、
二
巻
は
天
地
創
造
か
ら
五
一
一
年
の
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
の
死
ま
で
、
第
三
、
四
巻
は
五
七
五
年
頃
ま
で
、

第
五
巻
～
第
十
巻
は
五
�
一
年
ま
で
を
扱
い
、
特
に
五
七
〇
年
以
後
の
記
述
は
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
直
接
に
関
与
し
た
事
件
な
ど
を
含
ん
で

い
る）

5
（

。

　

L
exikon

に
よ
る
と）

6
（

、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、
救
済
史－－

教
会
史
の
枠
組
の
中
で
、
そ
し
て
ロ
ー
マ
貴
族
の
出
と
い
う
矜
恃
を
も
ち
、
同

時
代
史
に
比
重
を
か
け
て
ガ
リ
ア
地
域
の
歴
史
を
描
い
て
い
る
、
と
い
う
。
ち
な
み
に
ガ
リ
ア
と
は
ラ
イ
ン
川
、
ア
ル
プ
ス
山
脈
、
ピ
レ
ネ

ー
山
脈
、
大
西
洋
に
囲
ま
れ
た
地
域
の
こ
と
で
、
ロ
ー
マ
の
版
図
に
入
っ
て
い
た
。
広
い
意
味
で
は
、
イ
タ
リ
ア
半
島
を
縦
断
す
る
ア
ペ
ニ

ン
山
脈
の
東
部
も
入
る
。

七
（　

）
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ま
た
、Lexikon

に
よ
る
と
、グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、五
三
�
年
か
五
三
�
年
の
一
一
月
三
〇
日
にC

ク
レ
ル
モ
ン

lerm
ont

︹
地
図
Ⅱ－

９
︺
に
生
ま
れ
、

五
�
三
年
七
月
四
日
以
降
、
お
そ
ら
く
五
�
四
年
の
一
一
月
一
七
日
に
他
界
し
て
い
る
。T

ト
ゥ
ー
ル

ours

︹
地
図
Ⅰ－

25
︺
の
司
教
に
な
る
の
は
、

五
七
三
年
で
あ
る
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
自
身
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
彼
は
ト
ゥ
ー
ル
に
お
け
る
一
�
代
目
の
司
教
で
あ
る
（II., S. 515

）。

　

ガ
ク
ソ
ッ
ト
は
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル
︹
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
と
本
稿
で
は
表
記
︺
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る）

7
（

。

　

し
か
し
長
い
歴
史
に
耐
え
た
宗
教
は
、
そ
の
純
な
姿
を
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
時
代
の
も
っ
と
も
偉
大
な
聖
職
者
の
魂
の
う
ち
に
と
ど

め
て
い
る
。
そ
れ
は
ト
ゥ
ー
ル
の
司
教
、
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル
で
あ
る
。
彼
は
フ
ラ
ン
ク
人
と
一
度
も
盟
を
結
ば
な
か
っ
た
オ
ー
ヴ
ェ
ル

ニ
ュ
の
金
持
の
貴
族
の
出
身
で
、
ロ
ー
マ
風
の
教
育
を
う
け
て
育
っ
た
。
し
か
し
後
に
彼
は
何
の
わ
だ
か
ま
り
も
な
く
フ
ラ
ン
ク
人

た
ち
と
交
わ
っ
た
。
宗
教
的
あ
る
い
は
世
俗
の
利
益
、
道
徳
的
あ
る
い
は
物
質
的
利
益
を
つ
か
さ
ど
る
行
政
官
と
し
て
、
彼
は
絶
え

ず
王
や
伯
と
関
係
を
保
ち
、
良
識
と
繊
細
な
心
と
正
し
い
判
断
を
持
っ
て
い
た
。
彼
の
毅
然
と
し
た
生
活
態
度
、
慈
善
、
そ
の
優
し

さ
は
ま
さ
に
神
々
し
い
と
も
い
え
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
彼
の
善
良
さ
は
、
こ
ま
や
か
な
愛
情
に
ま
で
高
め
ら
れ
て
い
た
。
不
実
と
卑
劣

な
行
為
、
そ
れ
に
殺
し
合
い
の
話
に
満
ち
て
い
る
彼
の
本
の
中
で
、
ペ
ス
ト
が
「
彼
に
な
れ
親
し
ん
で
い
た
幼
な
い
子
供
た
ち
、
自

分
の
胸
で
暖
め
、
腕
に
抱
き
、
自
分
の
で
き
る
か
ぎ
り
、
最
上
の
食
物
を
自
ら
与
え
て
育
て
た
子
供
た
ち
」
を
奪
っ
た
と
嘆
い
て
い

る
一
節
を
読
む
と
、
悪
党
の
中
に
一
人
の
真
人
間
を
、
冷
酷
無
残
の
中
に
ひ
と
す
じ
の
人
間
ら
し
さ
を
認
め
て
、
私
た
ち
は
深
い
感

動
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。

　

身
分
の
低
い
者
に
対
し
て
は
忍
耐
強
く
、
身
分
の
高
い
者
と
い
る
時
は
誇
り
高
か
っ
た
。
彼
は
シ
ル
ペ
リ
ッ
ク
︹
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
と

本
稿
で
は
表
記
︺
の
命
令
に
も
屈
せ
ず
、
ま
た
追
従
に
も
心
を
動
か
さ
れ
な
か
っ
た
。
シ
ル
ペ
リ
ッ
ク
が
、
ル
ー
ア
ン
の
司
教
、
プ

レ
テ
ク
ス
タ
︹
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
と
本
稿
で
は
表
記
︺
の
処
刑
に
同
意
を
得
よ
う
と
し
て
、
ト
ゥ
ー
ル
の
民
衆
を
蜂
起
さ
せ
て

八
（　
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彼
を
脅
迫
し
た
時
、彼
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル
は
、こ
の
王
に
、神
の
審
判
が
頭
上
に
か
か
っ
て
い
る
と
、素
気
な
く
答
え
た
だ
け
だ
っ
た
︹
本

稿
⑾
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
︺。

　

ガ
ク
ソ
ッ
ト
は
ま
た
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る）

8
（

。「
精
神
生
活
、
道
徳
生
活
の
上
で
、
彼
は
た
だ
ひ
と
つ
の
こ
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
（
正

統
派
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
し
か
見
な
か
っ
た
。
彼
の
全
知
性
は
そ
こ
に
集
中
し
、
そ
こ
に
没
頭
す
る
の
で
あ
る
⋮
⋮
。
彼
に
は
カ
ト
リ
ッ

ク
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
十
分
で
あ
り
、
す
べ
て
が
許
さ
れ
、
す
べ
て
が
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
絶
対
律
で
あ
り
、
唯
一
の
法

で
あ
る
。
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
は
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
彼
は
異
端
者
を
打
ち
破
っ
た
。
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル
は
、
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
の

さ
ま
ざ
ま
な
罪
と
非
道
の
数
々
を
、
ま
る
で
お
祈
り
で
も
あ
げ
る
よ
う
に
静
か
な
口
調
で
、
列
挙
し
、
語
り
は
じ
め
る
。
⋮
⋮
。『
神
は
、

彼
の
手
を
か
り
て
毎
日
敵
を
お
倒
し
に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
王
は
清
ら
か
な
心
を
も
っ
て
神
の
御
前
を
歩
む
者
で
あ
り
、
主
の
目
に
適

う
仕
事
を
な
す
者
で
あ
る
か
ら
。』」

（
三
）　

分
国
王
と
そ
の
関
係
者

　

ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
一
世
の
創
り
上
げ
た
フ
ラ
ン
ク
王
国
は
、
彼
の
死
後
、
四
人
の
息
子
た
ち
が
相
続
し
、
分
割
統
治
さ
れ
る
。
本
稿
で
分
国

と
い
う
の
は
こ
れ
ら
分
割
統
治
の
対
象
地
域
の
こ
と
で
あ
り
、
分
国
王
と
は
各
対
象
地
域
の
統
治
者
の
こ
と
で
あ
る
。

　

本
稿
の
最
後
に
、Kölzer

本
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
王
家
系
図
︹
図
１
︺
を
必
要
な
部
分
だ
け
借
用
し
て
い
る
こ
と
は
、「
は

じ
め
に
」
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、『
歴
史
十
巻
』
に
登
場
す
る
、
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
一
世
没
後
の
王
家
関
係
者
を
、『
歴
史
十

巻
』
の
記
述
を
参
考
に
整
理
し
て
お
く
。
そ
の
中
に
は
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
死
亡
し
た
者
も
い
る
。

九
（　

）
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歴
史
十
巻
』の
中
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争
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の
仕
方

⑴　

T

テ

ウ

デ

リ

ヒ

heuderich I.
　
　
　
　

息
子
： T

テ
ウ
デ
ベ
ル
ト

heudebert I 一
世.

⑵　
C

ク

ロ

ド

メ

ル

hlodom
er

⑶　

C

ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト

hildebert I.

　
　
　
　
　

娘
： B
ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ

runichilde

（
分
国
王Sigibert I.

の
妻
）

⑷　

C

ク
ロ
タ
ー
ル

hlothar I.

　
　
　
　

息
子
： C

カ
リ
ベ
ル
ト

haribert I. ︻－

娘B

ベ
ル
テ
フ
レ
デ

ertheflede, C

ク

ロ

デ

ヒ

ル

デ

hrodechilde

︼

 
G

グ
ン
ト
ラ
ム

untram

 
S

シ
ギ
ベ
ル
ト

igibert I. 
︻
＝
妻B

ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ

runichilde；

息
子C

ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト

hildebert I 二
世

I.

と
そ
の
妻F

フ
ァ
イ
レ
ウ
バ

aileuba；

娘I

イ
ン
グ
ン
デ

ngunde

︼

 
 

　

（P
 

↓R
 ?

の
意
味
は
「
は
じ
め
に
」
の
最
後
参
照
）

 
C

ヒ
ル
ペ
リ
ヒ

hiperich I. ︻
＝
前
妻A
ア
ウ
ド
ヴ
ェ
ラ

udovera；

前
妻
と
の
息
子M

メ
ロ
ヴ
ェ
ク

erovech : 

 
 

＝
後
妻F

フ
レ
デ
グ
ン
デ

redegunde；

後
妻
と
の
息
子C

ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス

hlodovech, C

ク
ロ
ド
ベ
ル
ト

hlodobert, T

テ
ウ
デ
ベ
ル
ト

heudebert, T

テ
ウ
デ
リ
ヒ

heuderich  : 

 
 

－

娘B

バ
シ
ナ

asina

︼

 
G

グ
ン
ド
ヴ
ァ
ル
ト

undow
ald 

︻？

︼（
？
の
意
味
は
「
は
じ
め
に
」
の
最
後
を
参
照
）

娘
：I

イ
ン
ゴ
ト
ル
デ

ngotrude

︻－

息
子B

ベ
ル
ト
ラ
ム

erthram
n, 

娘 B

ベ
ル
テ
グ
ン
デ

erthegunde
︼

（
四
）　

分
国
王
と
そ
の
分
国

　

ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
一
世
が
五
一
一
年
に
没
し
た
あ
と
、
王
国
は
四
人
の
息
子
、
す
な
わ
ちT

heuderich I., C
hlodom

er, C
hildebert I., 

一
〇
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C
hlothar I.

に
よ
っ
て
分
割
統
治
さ
れ
る
。
こ
の
四
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
支
配
地
︹
分
国
︺
に
１
、
２
、
３
、
４
の
番
号
を
付
け
て
、
支
配
地

︹
分
国
︺
の
境
域
の
だ
い
た
い
を
示
そ
う
と
し
た
の
が
、
本
稿
末
の
分
国
境
域
図
︹
図
２
︺
で
あ
る
。

　

１
はT

heuderich I.

の
分
国
の
境
域
、
２
はC

hlothar I.

の
、
数
字
の
３
はC

hildebert I.

の
、
４
はC

hlodom
er

の
そ
れ
で
あ
る
。

　

借
用
し
た
こ
の
分
国
境
域
図
の
原
本
は
カ
ラ
ー
印
刷
で
、
カ
ラ
ー
に
濃
淡
を
付
け
て
分
国
を
色
分
け
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
識
別
が
も

っ
と
も
難
し
いC

hildebert I.

の
分
国
︹
数
字
の
３
︺
に
つ
い
て
は
分
国
の
境
界
に
沿
っ
て
矢
印
を
付
け
、
そ
の
矢
印
の
内
側
が
当
該
分

国
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
意
図
に
反
し
て
、
矢
印
は
見
に
く
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
借
用
し
た
こ
の
地
図
は
、C

hlodom
er

が
早
世
し
（
在
位
五
一
一
年－－

五
二
四
年
）、
そ
し
て
そ
の
あ
と
彼
の
分
国
が
他
の
兄

弟
た
ち
に
よ
っ
て
分
割
相
続
さ
れ
た
た
め
、C

hlodom
er

の
分
国
に
つ
い
て
は
色
分
け
を
せ
ず
、
＝
＝
に
似
た
線
で
囲
み
、
そ
の
上
で
、

他
の
兄
弟
た
ち
の
そ
の
囲
み
の
中
の
相
続
分
を
、
兄
弟
そ
れ
ぞ
れ
に
割
り
当
て
た
カ
ラ
ー
を
使
い
色
分
け
し
て
い
る
。
私
は
、
こ
の
＝
＝
の

始
点
と
終
点
の
双
方
に
人
間
の
指
の
か
た
ち
を
し
た
イ
ラ
ス
ト
を
貼
り
、
そ
の
先
に
数
字
４
を
付
け
て
お
い
た
。

三　

紛
争
の
事
例

（
一
）　

前
提

　
『
歴
史
十
巻
』
が
記
述
し
て
い
る
多
く
の
出
来
事
の
中
か
ら
ど
う
い
う
基
準
で
「
紛
争
」
を
拾
い
出
す
か
が
難
し
い
。
そ
こ
で
、本
稿
で
は
、

こ
の
問
題
に
深
入
り
す
る
の
を
避
け
、『
広
辞
苑
』
の
説
明
「（
紛
争
）　

も
つ
れ
て
争
う
こ
と
。
も
め
ご
と
」
を
借
り
る
こ
と
に
し
た
。
ゲ

ル
マ
ン
諸
族
間
や
、
ゲ
ル
マ
ン
諸
族
と
他
部
族
と
の
武
力
衝
突
、
あ
る
い
は
軍
事
行
動
を
伴
う
王
家
の
内
紛
の
事
例
は
、
戦
争
な
い
し
内
乱

と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
抽
出
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
。

一
一
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本
稿
は
、
抽
出
す
る
紛
争
事
例
が
実
話
で
あ
る
の
か
否
か
を
問
題
に
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
夢
の
中
の
話
も
取
り
あ
げ
て
い
る
。

話
が
仮
に
作
り
話
だ
と
し
て
も
、
そ
の
話
を
組
み
立
て
る
た
め
の
情
報
の
出
処
は
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
見
聞
で
あ
り
、
そ
の
見
聞
が
拠
っ
て
立

っ
て
い
る
の
は
彼
の
生
き
た
時
代
が
創
り
出
し
た
・
あ
る
い
は
受
け
継
い
だ
現
実
だ
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

紛
争
事
例
は
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
叙
述
に
沿
っ
て
、
時
間
的
に
古
い
も
の
か
ら
順
番
に
拾
っ
て
い
る
。

　

E
rster B

d., Z
w

eiter B
d.

も
Ⅰ
、
Ⅱ
も
、
ラ
テ
ン
語
原
文
中
のi

ユ
ー
デ
ク
ス

udex

に
「R

ichter

」「
裁
判
官
」
の
訳
語
を
あ
て
て
い
る
。
し
か
し
、

本
稿
で
は
、iudex
の
語
を
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
に
し
た
い
。
本
稿
で
対
象
と
し
て
い
る
時
代
に
「
裁
判
官
」
と
い
う
専
門
職
が
存
在
し
て

い
た
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
し
ま
う
か
ら
、
と
い
う
の
が
差
し
当
た
り
の
理
由
で
あ
る
。iudex

と
い
う
語
は
、
あ
る
箇
所
で
は
、
伯

（com
es, G

raf

）
9
（

）
な
ど
の
公
職
そ
の
も
の
を
、
し
た
が
っ
て
そ
の
時
点
の
公
職
保
持
者
そ
の
人
を
指
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

（
二
）　

事
例

⑴　

司
教
ブ
リ
ク
テ
ィ
ウ
ス
：
第
二
巻
一
（
四
〇
〇
年
前
後
の
話
）

　

司
教
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス）
₁₀
（

の
跡
を
継
い
で
、
ト
ゥ
ー
ル
︹
地
図
Ⅰ－

25
︺
の
司
教
職
に
就
い
た
ブ
リ
ク
テ
ィ
ウ
ス
（B

rictius

）
は
、
ま
だ
助

祭
で
あ
っ
た
若
い
時
、
愚
か
者
呼
ば
わ
り
す
る
な
ど
数
々
の
侮
辱
を
加
え
て
、
の
ち
に
は
聖
人
に
列
せ
ら
れ
る
司
教
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
を
辱
し

め
た
。
原
因
は
、
ブ
リ
ク
テ
ィ
ウ
ス
が
取
る
に
足
り
な
い
も
の
に
心
を
奪
わ
れ
て
い
る
の
で
、
司
教
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
が
た
び
た
び
彼
を
叱
り

つ
け
た
こ
と
に
対
す
る
恨
み
で
あ
る
。

　

ブ
リ
ク
テ
ィ
ウ
ス
は
、
司
教
に
就
任
し
た
あ
と
、「
若
気
の
至
り
」
と
で
も
言
う
べ
き
こ
の
よ
う
な
罪
の
せ
い
で
試
練
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
。
司
教
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
生
前
、
ブ
リ
ク
テ
ィ
ウ
ス
に
対
し
て
こ
の
こ
と
を
予
言
し
て
い
た
。

　

訪
れ
た
試
練
は
、
在
俗
の
修
道
尼
に
子
供
を
産
ま
せ
た
、
と
い
う
濡
れ
衣
で
あ
る
。
ト
ゥ
ー
ル
市
民
た
ち
は
ブ
リ
ク
テ
ィ
ウ
ス
を
非
難
し
、

一
二
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皆
で
石
を
投
げ
て
殺
そ
う
と
す
る
。
ブ
リ
ク
テ
ィ
ウ
ス
は
そ
の
濡
れ
衣
を
晴
ら
す
た
め
に
、
生
後
三
〇
日
目
の
、
問
題
の
子
供
を
連
れ
て
来

さ
せ
て
、「
あ
な
た
は
私
の
父
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」、
と
そ
の
子
が
答
え
る
奇
蹟
を
起
こ
す
が
、
市
民
た
ち
は
魔
法
を
使
っ
た
の
だ
と
言
っ
て

攻
撃
を
続
け
る
。

　

ブ
リ
ク
テ
ィ
ウ
ス
は
次
に
神
判
に
訴
え
、
燃
え
て
い
る
炭
を
着
物
の
中
に
入
れ
身
体
に
押
し
つ
け
市
民
た
ち
と
共
に
聖
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
の

墓
ま
で
行
き
炭
を
投
げ
捨
て
る
が
、
着
物
は
焼
け
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
市
民
た
ち
は
納
得
せ
ず
、
ブ
リ
ク
テ
ィ
ウ
ス
を
追
放
し
、

新
し
い
司
教
を
選
ぶ
。

　

ブ
リ
ク
テ
ィ
ウ
ス
は
教
皇
の
も
と
に
行
き
、
司
教
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
を
辱
し
め
た
罪
を
告
白
し
悔
い
、
ミ
サ
を
唱
え
る
。
七
年
が
過
ぎ
、
ブ

リ
ク
テ
ィ
ウ
ス
は
ト
ゥ
ー
ル
に
戻
る
決
意
を
し
、
ト
ゥ
ー
ル
近
く
の
村
ま
で
来
て
そ
こ
に
と
ど
ま
る
。

　

一
方
、
市
民
た
ち
が
選
ん
だ
司
教
の
一
人
は
、
異
郷
の
地
に
い
る
時
、
神
の
審
判
（iudicium

 D
ei : E

rster B
d., S. 60

）
が
下
っ
て
死

ぬ
。
そ
の
あ
と
、
市
民
た
ち
が
選
ん
だ
二
人
目
の
司
教
も
熱
病
で
息
を
引
き
取
る
。
ブ
リ
ク
テ
ィ
ウ
ス
は
二
人
目
の
司
教
の
死
を
滞
在
地
の

村
で
知
り
、
ト
ゥ
ー
ル
に
行
き
市
門
を
入
ろ
う
と
し
た
時
、
そ
の
司
教
の
遺
体
が
市
門
か
ら
運
び
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
場
面
に
遭
遇
し
、

葬
る
。
ブ
リ
ク
テ
ィ
ウ
ス
は
、
そ
れ
か
ら
ト
ゥ
ー
ル
の
司
教
に
復
帰
し
、
七
年
間
幸
福
に
暮
ら
す
。

　

市
民
た
ち
が
ブ
リ
ク
テ
ィ
ウ
ス
を
な
ぜ
許
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
何
も
書
い
て
い
な
い
。
神
の
差
配
と
い
う
こ
と
な
の

で
あ
ろ
う
（I., S. 71－
77

）。

　

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
は
第
三
代
目
、
ブ
リ
ク
テ
ィ
ウ
ス
は
第
四
代
目
の
ト
ゥ
ー
ル
司
教
で
あ
る
（II., S. 

501, 503

）。

一
三
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神
に
仕
え
る
乙
女
：
第
二
巻
二
（
四
〇
〇
年
代
の
話
）

　

東
ゲ
ル
マ
ン
諸
族
の
一
つ
で
あ
る
ヴ
ァ
ン
ダ
ル
人
は
、
父
と
子
と
聖
霊
を
一
体
の
も
の
だ
と
は
考
え
な
い
ア
リ
ウ
ス
派
の
キ
リ
ス
ト
教
徒

で
あ
っ
た
が
、
三
位
一
体
の
立
場
を
採
る
ア
タ
ナ
シ
ウ
ス
派
（
正
統
派
カ
ト
リ
ッ
ク
）
を
迫
害
し
た
こ
と
で
悪
名
が
高
い
。
そ
の
ヴ
ァ
ン
ダ

ル
人
の
王
ト
ラ
サ
ム
ン
ド
（T

rasam
und

）
₁₁
（

）
は
、
一
人
の
乙
女
、
す
な
わ
ち
「
非
常
に
裕
福
で
、
現
世
の
身
分
か
ら
す
る
と
元
老
院
議
員
の

貴
族
の
家
柄
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
よ
り
な
お
一
層
高
貴
な
こ
と
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
に
熱
心
で
全
能
な
る
神
に

申
し
分
な
く
仕
え
て
い
た
」
乙
女
を
改
宗
さ
せ
よ
う
と
し
て
拷
問
に
か
け
責
め
苛
な
む
も
効
果
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ト
ラ
サ
ム
ン
ド
は

乙
女
に
「
法
律
上
の
訊
問
」
を
し
、
拷
問
具
に
か
け
、
火
や
鉄
鉤
で
責
め
、
そ
し
て
斬
首
し
た
（I., S. 79

）。

　

傍
線
を
引
い
た
乙
女
の
原
語
はpuella

、
正
確
に
はpuella guaedam

 relegiosam

、
つ
ま
り
「
神
に
仕
え
る
あ
る
乙
女
（
処
女
）」
で

あ
る
。
ド
イ
ツ
語
訳
はeine gottgew

eihte Jungfrau

つ
ま
り
「
神
に
捧
げ
ら
れ
た
あ
る
乙
女
（
処
女
）」
で
あ
る
（E

rster B
d., S.62, 

63

）。
だ
か
ら
、
こ
の
女
性
は
修
道
女
、
尼
僧
で
あ
る
。

　

同
じ
く
傍
線
を
引
い
た
、「
法
律
上
の
訊
問
」
を
し
、
の
箇
所
の
原
文
はad legitim

am
 deductam

 quaestionem

で
あ
る
。legitim

a

は
、quaestio

に
か
か
る
形
容
詞
で
、Nierm

eyer

に
よ
れ
ば
「
正
規
の
（geeignet, vorschriftsm

äß
ig, law

ful, norm
al

）」
の
意
味
で
、

quaestio

は
「
訴
訟
手
続
、
訴
訟
（R

echtsverfahren, P
rozess, legal action, suit

）」
の
意
味
な
の
で
、
こ
の
尼
僧
は
、
非
正
規
の
手

段
で
痛
め
つ
け
ら
れ
た
そ
の
あ
と
で
、「
正
規
の
訴
訟
（ad legitim

am
 quaestionem

）
に
か
け
ら
れ
（deductam

）」
て
責
め
ら
れ
、

斬
首
（capitis decisio

）
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
（E

rster B
d., S.62, 63

））
₁₂
（

。

⑶　

聖
シ
ド
ニ
ウ
ス
：
第
二
巻
二
一－－

二
三
（
四
〇
〇
年
代
終
末
の
話
）

　

L
exikon

）
₁₃
（

や
『
西
洋
史
辞
典
』
に
よ
る
と
、
シ
ド
ニ
ウ
ス
（Sidonius

）
はL

リ
ヨ
ン

yon
︹
地
図
Ⅱ－

13
︺
に
生
ま
れ
た
。
ロ
ー
マ
貴
族
の
家

一
四
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柄
の
出
で
、
リ
ヨ
ン
やA

ア
ル
ル

rles

︹
地
図
Ⅱ－

２
︺
で
学
び
、
四
五
〇
年
頃
、
皇
帝
ア
ウ
ィ
ト
ゥ
ス
（A

vitus　

在
位
四
五
五
年－－

四
五
六
年
）

の
娘
パ
ピ
ア
ニ
ル
ラ
（P

apianilla

）
と
結
婚
。
皇
帝
ア
ウ
ィ
ト
ゥ
ス
や
そ
の
あ
と
の
二
人
の
皇
帝
た
ち
の
も
と
で
公
職
に
就
い
た
。
ク
レ

ル
モ
ン
︹
地
図
Ⅱ－

９
︺
の
司
教
に
就
任
す
る
の
は
四
七
〇
／
四
七
一
年
頃
で
あ
る
が
、
ゲ
ル
マ
ン
諸
族
の
中
の
一
つ
西
ゴ
ー
ト
族
の
侵
入

を
受
け
て
ク
レ
ル
モ
ン
は
陥
落
し
、
一
時
、
追
放
さ
れ
る
。
四
七
�
／
四
�
六
年
頃
ク
レ
ル
モ
ン
で
死
去
し
た
。「
没
落
前
夜
の
ガ
リ
ア
に

あ
っ
て
苦
悶
し
な
が
ら
も
ロ
ー
マ
の
再
興
と
永
遠
性
を
信
じ
た
愛
国
的
ロ
ー
マ
人）
₁₄
（

」
で
あ
っ
た
、
と
い
う
。

　
『
歴
史
十
巻
』
は
、
こ
れ
ら
の
辞
典
の
記
述
の
典
拠
と
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
て
い
る
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
時
代
の
西
ゴ
ー
ト
人
の
王
は

エ
ウ
リ
ヒ
（E

urich

）
₁₅
（

）
で
、
在
位
は
四
六
六
年－－

四
�
四
年
で
あ
る
。

　

エ
ウ
リ
ヒ
王
か
らd ド
ゥ
ク
ス

ux

に）
₁₆
（

任
命
さ
れ
支
配
権
を
委
ね
ら
れ
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ウ
ス
（V

ictorius

）
が
ク
レ
ル
モ
ン
に
滞
在
し
て
い
た
時
、

二
人
の
司
祭
が
司
教
シ
ド
ニ
ウ
ス
に
敵
対
し
、
教
会
財
産
に
対
す
る
権
限
を
シ
ド
ニ
ウ
ス
か
ら
奪
っ
た
上
に
ひ
ど
い
侮
辱
を
加
え
た
。

　
「
し
か
し
、
神
の
慈
悲
は
す
ぐ
に
そ
の
侮
辱
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
を
望
ま
れ
た
（Sed non longi tem

poris spatio inultam
 eius 

iniuriam
 divina voluit sustinere clem

entia
）」（E

rster B
d., S. 104

）。
す
な
わ
ち
、
司
祭
の
一
人
は
厠
で
、「
内
臓
が
下
部
か
ら
外

へ
押
し
出
さ
れ
て
」
し
ま
う
悲
惨
な
状
態
で
息
を
引
き
取
る
。
も
う
一
人
の
司
祭
に
は
何
事
も
な
か
っ
た
が
、
シ
ド
ニ
ウ
ス
は
権
限
を
取
り

戻
す
。
し
か
し
、
間
も
な
く
、
シ
ド
ニ
ウ
ス
は
熱
に
冒
さ
れ
て
、
死
を
迎
え
る
。

　

生
き
残
っ
て
い
た
方
の
司
祭
は
シ
ド
ニ
ウ
ス
の
死
で
復
権
し
、
教
会
の
全
財
産
を
奪
う
。
そ
し
て
、
シ
ド
ニ
ウ
ス
が
他
界
し
た
あ
と
の
日

曜
日
に
、
食
事
を
用
意
し
て
市
民
の
全
て
を
招
待
す
る
よ
う
に
命
じ
る
。
そ
し
て
、
招
待
の
日
、
司
祭
の
献
酌
役
（Schenk

）
が
主
人
、

す
な
わ
ち
司
祭
に
杯
を
渡
し
、
夢
で
見
た
こ
と
を
話
し
始
め
る
。

大
き
な
宮
殿
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
宮
殿
の
中
に
は
玉
座
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
、
力
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
者
に
優

一
五
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る
方
が
あ
た
か
もiudex

で
あ
る
か
の
よ
う
に
威
厳
を
も
っ
て
座
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
方
の
傍
ら
に
は
、
白
い
衣
を
ま
と
っ

た
た
く
さ
ん
の
聖
職
者
た
ち
が
立
っ
て
い
ま
し
た
し
人
び
と
の
無
数
の
様
々
な
群
が
り
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
が
び
く
び
く

し
な
が
ら
そ
れ
を
じ
っ
と
眺
め
て
い
た
時
、
私
は
遠
く
に
、
こ
れ
ら
の
人
び
と
に
混
じ
っ
て
至
福
の
シ
ド
ニ
ウ
ス
が
立
っ
て
お
り
、

あ
な
た
と
最
も
親
し
く
し
て
い
て
、
二
、
三
年
前
に
こ
の
世
を
去
っ
た
あ
の
司
祭
と
、
激
し
く
争
っ
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。
か
の

司
祭
は
負
け
、
王
は
か
の
司
祭
を
最
も
奥
深
い
牢
獄
に
投
げ
こ
む
よ
う
に
命
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
司
祭
が
、
引
き
ず
っ
て
運
び
去

ら
れ
る
と
、
シ
ド
ニ
ウ
ス
は
別
の
訴
え
を
申
し
立
て
ま
し
た
、
も
っ
と
正
確
に
お
話
し
し
ま
す
と
、
シ
ド
ニ
ウ
ス
は
、
あ
な
た
は
か

の
司
祭
が
そ
の
こ
と
の
た
め
に
永
劫
の
罰
を
下
さ
れ
た
そ
の
悪
事
の
片
割
れ
︹
仲
間
︺（participem

－
particeps

）
だ
、
と
の
理
由

で
今
度
は
あ
な
た
を
訴
え
た
（contra te iterum

 suggeret

）
の
で
す
。
そ
こ
で
、iudex

は
、
誰
を
あ
な
た
の
所
に
送
ろ
う
か
と

熱
心
に
探
し
始
め
た
の
で
、
私
は
あ
な
た
を
知
っ
て
い
る
の
で
使
い
に
送
ら
れ
は
し
な
い
か
と
思
い
、
ほ
か
の
人
び
と
の
間
に
身
を

隠
そ
う
と
し
ま
し
た
し
、iudex

の
背
後
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。
私
が
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
黙
っ
て
考
え
て
い
る
間
に
、
全
て
の
人
び

と
が
い
な
く
な
り
、
そ
の
場
所
に
は
私
だ
け
が
残
っ
て
い
た
の
で
す
が
、iudex

が
私
を
呼
ば
れ
た
の
で
も
っ
と
近
く
ま
で
行
き
ま
し

た
。iudex

の
御み

力ち
か
らと

輝
か
し
さ
に
目
が
眩
み
、気
が
遠
く
な
り
、畏
れ
の
た
め
に
震
え
始
め
ま
し
た
。iudex

は
言
わ
れ
ま
し
た
。「
召

使
い
よ
、
畏
れ
る
な
。
行
っ
て
か
の
司
祭
に
言
え
。
シ
ド
ニ
ウ
ス
が
汝
を
召
喚
す
る
こ
と
を
懇
願
し
た
か
ら
、
答
弁
の
た
め
に
来
い
」

と
（E

rster B
d., S. 106, 107

）︹
傍
線
は
岩
野
に
よ
る
︺。

　

一
番
目
の
傍
線
の
と
こ
ろ
で
、
シ
ド
ニ
ウ
ス
が
「︹
厠
で
死
亡
し
た
︺
か
の
⋮
⋮
司
祭
と
激
し
く
争
っ
て
い
る
（
ド
イ
ツ
語
訳
でheftig 

streiten gegen jenen ......P
riester

）」、
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
脈
絡
か
ら
し
て
、
そ
の
争
い
はiudex

の
面
前
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
争
い
は
私
的
な
喧
嘩
、
口
論
で
は
な
く
、
法
廷
の
場
で
の
主
張
あ
る
い
は
抗
弁
で
あ
る
。「
争
っ
て

一
六
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い
る
」
と
い
う
動
詞
の
主
語
は
シ
ド
ニ
ウ
ス
だ
か
ら
、
訴
え
た
の
は
シ
ド
ニ
ウ
ス
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
か
の
司
祭
は
反
論
に
失
敗
し
、
司

祭
に
は
、iudex

に
よ
っ
て
有
責
の
判
決
が
下
さ
れ
る
。

　

二
番
目
の
傍
線
の
箇
所
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
シ
ド
ニ
ウ
ス
は
、
引
き
続
い
て
、
生
き
残
っ
て
い
る
方
の
司
祭
を
「
悪
事
の
片
割
れ
」

だ
、
と
の
理
由
でiudex

に
訴
え
て
い
る
。

　

三
、
四
番
目
の
傍
線
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
原
告
シ
ド
ニ
ウ
ス
ウ
の
申
し
立
て
を
受
け
たiudex

は
被
告
、
す
な
わ
ち
生
き
残
っ
て
い
る

司
祭
に
対
し
て
「
答
弁
の
た
め
に
」
出
廷
す
る
よ
う
に
召
喚
命
令
を
出
し
、
そ
の
命
令
を
伝
え
る
役
目
を
そ
の
司
祭
の
献
酌
役
に
命
じ
る
。

そ
の
際
、
献
酌
役
が
命
令
に
背
い
た
場
合
に
は
、「
も
っ
と
も
忌
ま
わ
し
い
死
」
を
献
酌
役
に
も
た
ら
す
、
と
お
ご
そ
か
に
告
げ
る
。

　

献
酌
役
は
、
主
人
で
あ
る
司
祭
に
対
し
て
、
伝
令
役
で
し
か
な
い
自
分
で
さ
えiudex

の
命
令
に
背
け
ば
死
の
制
裁
を
受
け
る
の
だ
か
ら
、

と
、
遅
怠
な
く
出
廷
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。
こ
れ
を
聞
い
た
司
祭
は
、
恐
れ
の
た
め
に
手
か
ら
盃
を
落
と
し
て
息
絶
え
、
埋
葬
後
に
は
、
も

う
一
方
の
司
祭
と
共
に
地
獄
に
送
ら
れ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
（I., S. 131－

139

）。

⑷　

国
王
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
の
姪
：
第
三
巻
三
一
（
五
〇
〇
年
代
前
半
の
話
）

　

ゲ
ル
マ
ン
諸
族
の
一
つ
東
ゴ
ー
ト
族
の
王
テ
オ
デ
リ
ヒ
（T

heoderich　

在
位
四
七
一
年－－

五
二
六
年）
₁₇
（

）
は
イ
タ
リ
ア
に
移
動
し
、
東

ゴ
ー
ト
王
国
︹
イ
タ
リ
ア
王
国
︺
を
建
て
る
。
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
の
妹
ア
ウ
ド
フ
レ
ダ
（A

udofleda

）
と
結
婚
す
る
が
、
妻
と
幼
い
娘
ア
マ

ラ
ス
ウ
ィ
ン
タ
（A

m
alasw

intha

）
を
残
し
て
先
だ
つ
。

　

娘
は
成
長
す
る
。
母
親
は
、
跡
継
ぎ
の
王
と
な
る
男
を
自
分
の
王
族
か
ら
選
び
娘
の
夫
と
決
め
る
が
、
娘
は
無
視
し
、
自
分
の
下
僕
と
駆

け
落
ち
す
る
。
母
は
怒
っ
て
、
下
僕
と
別
れ
、
自
分
が
選
ん
だ
男
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
迫
る
が
拒
絶
さ
れ
る
。
母
親
は
娘
の
逃
亡
先
に
追

手
を
差
し
向
け
る
。
下
僕
は
殺
害
さ
れ
、
娘
は
連
れ
戻
さ
れ
る
。
娘
は
そ
の
後
の
あ
る
日
母
親
を
毒
殺
す
る
。

一
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イ
タ
リ
ア
人
た
ち
は
怒
っ
て
、
ト
ス
カ
ナ
の
王
テ
オ
ダ
ト
（T

heodad

）
を
招
い
て
自
分
た
ち
の
王
に
し
た
。
テ
オ
ダ
ト
は
娘
の
悪
事
を

知
り
、
ひ
ど
く
熱
せ
ら
れ
た
浴
室
に
娘
を
下
女
と
共
に
閉
じ
込
め
、
熱
い
湯
気
に
あ
た
ら
せ
殺
害
す
る
。

　

娘
の
い
と
こ

4

4

4

ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
一
世
（C

hildebert I.

パ
リ
︹
地
図
Ⅰ－

17
︺
が
本
拠
地
の
分
国
王
︹
図
１－

３
︺。
在
位
五
一
一
年－－

五
五
�
年
）、
同
じ
く
い
と
こ

4

4

4

ク
ロ
タ
ー
ル
一
世
（C

hlothar I. S

ソ

ワ

ソ

ン

oissons

︹
地
図
Ⅰ－

23
︺
が
本
拠
地
の
分
国
王
︹
図
１－

４
︺。
在
位
五

一
一
年－－

五
六
一
年
）、
同
じ
く
い
と
こ

4

4

4

故
テ
ウ
デ
リ
ヒ
（T

heuderich I. R

ラ

ン

ス

eim
s / M

メ

ス

etz

︹
地
図
Ⅰ－

19 
／
地
図
Ⅰ－

15
︺
が
本
拠
地

の
分
国
王
︹
図
１－
１
︺。
在
位
五
一
一
年－－

五
三
三
年
）
の
息
子
テ
ウ
デ
ベ
ル
ト
（T

heudebert I. 

在
位
五
三
三
年－－

五
四
七
／
四
�

年
の
分
国
王
︹
図
１－

５
）
₁₈
（

︺）
は
、
娘
が
「
不
名
誉
な
や
り
方
で
殺
害
さ
れ
た
」
こ
と
を
知
り
、
テ
オ
ダ
ト
に
使
い
を
送
り
、
以
下
の
こ
と

を
伝
え
さ
せ
る
。

も
し
貴
下
が
、
我
わ
れ
に
、
貴
下
が
︹
我
わ
れ
か
ら
︺
奪
い
去
っ
た
も
の
の
賠
償
︹
＝
補
償
︺
を
し
な
け
れ
ば
、
我
わ
れ
は
貴
下
の

王
国
を
奪
い
、
そ
し
て
、
貴
下
に
同
様
の
罰
を
宣
告
す
る
だ
ろ
う
（Si haec quae egisti nobiscum

 non conposueris, regnum
 

tuum
 auferim

us et sim
ile te poena dam

nabim
us

）（E
rster B

d., S. 184

）。

　

伝
言
を
聞
い
た
テ
オ
ダ
ト
は
、
金
貨
五
万
枚
を
支
払
っ
て
い
る
。
訳
中
の
「
奪
い
去
っ
た
」
も
の
と
は
問
題
の
娘
の
「
命
」
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
、五
万
枚
の
金
貨
は
、賠
償
金
（com

positio, B
uß

e, com
pensation

）
の
中
で
も
「
命
の
賠
償
︹
＝
補
償
︺
金
（M

annbuß
e

）」、

す
な
わ
ち
「
人
命
金
（W

ergeld

）」
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る）
₁₉
（

。

一
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⑸　

司
教
の
息
子
シ
ャ
グ
リ
ウ
ス
：
第
三
巻
三
五
（
五
〇
〇
年
代
前
半
の
話
）

　

V
ヴ
ェ
ル
ダ
ン

erdun

︹
地
図
Ⅰ－

28
︺
の
司
教
で
あ
っ
た
デ
シ
デ
ラ
ト
ゥ
ス
（D

esideratus

）
の
息
子
シ
ャ
グ
リ
ウ
ス
（Siagrius

）
は
、
父
親
の

死
後
、
父
親
が
生
前
に
シ
リ
ヴ
ル
ト
（Sirivuld

）
に
よ
っ
て
分
国
王
テ
ウ
デ
リ
ヒ
一
世
︹
図
１－

１
︺
の
も
と
に
訴
え
ら
れ
（incusatus 

– incusare, anklagen, verklagen

）、
そ
し
て
「
財
産
を
略
奪
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
苦
し
み
を
な
め
さ
せ
ら
れ
た
」（E

rster 

B
d., S. 188

）、
そ
う
し
た
、
父
親
が
受
け
た
侮
辱
を
思
い
、
武
装
集
団
を
引
き
連
れ
て
シ
リ
ヴ
ル
ト
を
攻
撃
す
る
。
シ
リ
ヴ
ル
ト
だ
と
思

っ
て
あ
る
人
物
を
殺
害
し
て
引
き
上
げ
た
が
人
違
い
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
再
度
襲
撃
を
し
、
激
し
い
抵
抗
を
は
ね
の
け
、
寝
室
に
潜
む

シ
リ
ヴ
ル
ト
を
寝
室
の
壁
を
打
ち
破
っ
て
襲
い
、
殺
害
す
る
。

⑹　

ロ
ー
マ
人
パ
ル
テ
ニ
ウ
ス
：
第
三
巻
三
六
（
五
〇
〇
年
代
前
半
の
話
）

　

テ
ウ
デ
ベ
ル
ト
一
世
︹
図
１－

５
︺
が
逝
く
と
、
こ
の
分
国
王
の
も
と
で
課
税
を
伴
う
財
政
改
革
を
進
め
てT

ト
リ
ー
ア

rier

︹
地
図
Ⅰ－

26
︺
市

民
に
憎
ま
れ
て
い
た
ロ
ー
マ
人
パ
ル
テ
ニ
ウ
ス
（P

arthenius

）
は
命
の
危
険
に
晒
さ
れ
る
。

　

パ
ル
テ
ニ
ウ
ス
は
ト
リ
ー
ア
を
逃
げ
出
し
、
市
民
へ
の
取
り
成
し
を
二
人
の
司
教
に
頼
み
、
こ
の
二
人
の
司
教
と
一
緒
に
ト
リ
ー
ア
に
帰

る
が
、
市
民
の
憤
激
は
一
向
に
収
ま
ら
な
い
。

　

二
人
の
司
教
は
こ
の
事
態
を
心
配
し
て
教
会
に
置
か
れ
た
箱
の
中
に
パ
ル
テ
ニ
ウ
ス
を
隠
す
が
見
つ
け
ら
れ
、
引
き
出
さ
れ
、
拳
で
打
た

れ
、
唾
を
か
け
ら
れ
、
杭
に
し
ば
ら
れ
、
石
を
投
げ
つ
け
ら
れ
て
殺
害
さ
れ
る
（I., S. 243

）。

　

こ
の
話
で
は
、
特
に
注
目
し
た
い
以
下
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
語
ら
れ
て
い
る
。
パ
ル
テ
ニ
ウ
ス
は
、
二
人
の
司
教
と
一
緒
に
ト
リ
ー
ア
に
戻

る
途
中
の
宿
で
夢
に
う
な
さ
れ
大
声
を
出
し
て
目
を
覚
ま
す
。
ど
う
し
た
の
か
、
と
の
司
教
た
ち
の
問
い
か
け
に
、
パ
ル
テ
ニ
ウ
ス
は
、
自

分
は
か
つ
て
妻
パ
ピ
ア
ニ
ル
ラ
（P

apianilla

）
と
自
分
の
友
人
ア
ウ
サ
ニ
ウ
ス
（A

usanius

）
の
仲
を
疑
い
嫉
妬
に
か
ら
れ
て
二
人
を
殺

一
九
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し
た
、
と
告
白
す
る
。
そ
し
て
、
大
声
を
あ
げ
た
の
は
、
夢
の
中
で
、
こ
の
二
人
が
「
私
を
法
廷
に
召
喚
し
（ad iudicium

 m
e 

arcessibant

）」
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
か
ら
だ
、
と
答
え
る
。
す
な
わ
ち
「
主
の
御
前
で
、
私
た
ち
と
争
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、

釈
明
の
た
め
に
来
い
（V

eni ad respondendum
, quia causaturus es nobicum

 coram
 D

om
ino

）」、
と
（E

rster B
d., 188, 

190

）。

　

causaturus

の
動
詞
不
定
法
現
在
はcausari

で
あ
り
、E

rster B
d.

はrichten

（
裁
く
、
裁
判
を
す
る
、
判
決
を
下
す
）
と
い
う
訳

語
を
付
け
て
い
る
（S. 190－

191

）。N
ierm

eyer

に
よ
れ
ば
、causari

に
は prozessieren

（
訴
訟
を
起
こ
す；

to litigate

）
の
意
味

が
あ
る
。

⑺　

司
祭
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス
：
第
四
巻
一
二
（
五
〇
〇
年
代
半
ば
前
後
の
話
）

　

ク
レ
ル
モ
ン
︹
地
図
Ⅱ－

９
︺
で
司
教
の
座
に
就
い
た
カ
ウ
テ
ィ
ヌ
ス
（C

autinus

）
は
大
酒
飲
み
で
あ
る
ば
か
り
か
、貪
欲
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
身
分
の
低
い
者
た
ち
に
は
暴
力
を
振
る
い
、
身
分
の
高
い
者
た
ち
に
は
争
い
を
し
か
け
て
喧
嘩
を
売
り
、
彼
ら
の
財
産
を
略
奪

し
た
（E

rster B
d., S. 207

）。

　

カ
ウ
テ
ィ
ウ
ス
の
手
は
司
祭
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス（A

nastasius
）に
伸
び
、国
王
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
の
妻
の
故
ク
ロ
テ
ィ
ル
デ（C

hrodichilde 

?－－

五
四
四
年
）
の
証
書
（charta

）
に
よ
っ
て
、
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス
が
所
有
し
て
い
る
土
地
が
欲
し
く
て
、
甘
言
が
効
か
な
い
と
わ
か
る

と
最
後
に
は
、
ク
レ
ル
モ
ン
に
あ
る
聖
カ
シ
ウ
ス
（C

assius

）
聖
堂
の
地
下
礼
拝
堂
に
あ
る
大
き
な
石
棺
の
中
に
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス
を
生

き
た
ま
ま
閉
じ
込
め
、
証
書
を
渡
さ
な
け
れ
ば
餓
死
さ
せ
る
、
と
い
う
行
動
に
出
た
。

　

し
か
し
、
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス
は
、
神
の
加
護
を
得
て
、
石
棺
か
ら
、
そ
し
て
ま
た
入
口
が
閂
と
頑
丈
な
錠
で
戸
締
り
さ
れ
て
い
る
地
下
礼

拝
堂
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
が
で
き
た
。
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス
は
家
に
戻
っ
て
証
書
を
探
し
出
し
、そ
の
証
書
を
ク
ロ
タ
ー
ル
一
世
︹
図
１－

４
︺

二
〇
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に
差
し
出
し
、
カ
ウ
テ
ィ
ウ
ス
の
悪
事
を
話
し
た
。

　

カ
ウ
テ
ィ
ウ
ス
も
ク
ロ
タ
ー
ル
一
世
の
も
と
に
来
た
が
、「
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス
が
訴
え
た
（accusante – accusare, anklagen

）
こ
と

で
打
ち
負
か
さ
れ
面
目
を
つ
ぶ
さ
れ
退
散
し
た
」（E

rster B
d., S. 208

）。

　

そ
し
て
、
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス
は
、「
国
王
か
ら
ウ
ワ
ク
ン
デ
︹
原
語
は
複
数
形
でpraeceptiones

︺
を
受
け
取
り
、
望
ん
で
い
た
と
お

り
自
分
の
財
産
を
守
り
、
そ
し
て
そ
れ
を
子
孫
に
遺
し
た
」（E

rster B
d., S. 208

）。

⑻　

助
祭
ヴ
ィ
ギ
リ
ウ
ス
：
第
四
巻
四
三
（
五
〇
〇
年
代
半
ば
後
の
話
）

　

ク
ロ
タ
ー
ル
一
世
︹
図
１－
４
︺
の
息
子
の
シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世
（Sigibert I. 

在
位
五
六
一
年－－

五
七
五
年
の
分
国
王
︹
図
１－

８
︺）

の
も
と
でP

プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス

rovence

︹
地
図
Ⅱ－
２
、
14
の
ア
ル
ル
、
マ
ル
セ
イ
ユ
を
含
む
地
域
圏
︺
の
レ
ク
ト
ー
ル
（R

ector – praefectus

）
職）
₂₀
（

に

あ
っ
た
ア
ル
ビ
ヌ
ス
（A

lbinus

）
に
事
件
が
持
ち
出
さ
れ
る
。

　

事
件
と
は
、M

マ
ル
セ
イ
ユ

arseille

︹
地
図
Ⅱ－

14
︺
の
港
に
停
泊
し
て
い
る
外
国
船
か
ら
「
俗
に
オ
ル
カ
と
呼
ば
れ
て
い
る
壺
で
、
七
〇
杯
の
オ
リ

ー
ブ
油
や
液
体
」（I., S. 331

）
が
盗
ま
れ
た
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
件
で
、
助
祭
ヴ
ィ
ギ
リ
ウ
ス
（V

igilius

）
は
、
犯
人
が
自
分
の
使
用

人
た
ち
で
あ
る
こ
と
知
る
。
ま
た
盗
ま
れ
た
物
の
所
在
も
突
き
止
め
る
。
し
か
し
、
ヴ
ィ
ギ
リ
ウ
ス
は
使
用
人
た
ち
を
か
ば
い
、
犯
人
で
あ

る
こ
と
を
認
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
被
害
者
で
あ
る
商
人
（negotiator

）
は
、
ア
ル
ビ
ヌ
ス
の
も
と
に
行
っ
て
「
事
件
（causa

）」
を
説
明
し
、
そ
し
て
「
助
祭

は
か
か
る
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
助
祭
を
訴
え
た
（cauam

 exerit et archidiaconem
 in crim

ine fraudis huius 

m
ixtum

 accusat

）」（E
rster B

d., S. 258

）。

　

訴
え
が
あ
っ
た
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
で
、
助
祭
は
司
教
に
よ
る
祭
祀
が
慣
例
に
従
い
と
り
行
わ
れ
る
よ
う
教
会
で
段
取
り
を
進
め
て
い
た
の

二
一
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グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
『
歴
史
十
巻
』の
中
の
紛
争
と
紛
争
解
決
の
仕
方

で
あ
る
が
、
訴
え
を
聞
い
た
ア
ル
ビ
ヌ
ス
は
椅
子
か
ら
す
ぐ
に
立
ち
上
が
っ
て
教
会
に
行
き
、
助
祭
を
捕
ら
え
、
引
き
立
て
、
手
や
足
で
殴

っ
た
り
蹴
っ
た
り
し
、
牢
獄
に
放
り
込
ん
だ
。

　
「
助
祭
が
他
の
人
び
と
と
一
緒
に
聖
な
る
日
を
祝
い
、
事
件
の
訴
え
に
つ
い
て
は
別
の
日
に
助
祭
を
調
べ
る
べ
き
こ
と
が
、
複
数
の
保
証

人
を
立
て
る
こ
と
で
、
助
祭
に
許
さ
れ
る
よ
う
に
（, ut datis fideiussoribus diem

 sanctum
 archidiacono licet cum

 reliquis 

celebrare atque accusatio causae in posterum
 deberet audiri. 

）」（E
rster B

d., S. 258

）
と
い
う
、
司
教
や
マ
ル
セ
イ
ユ
の
市

民
全
て
の
声
も
、
ア
ル
ビ
ヌ
ス
に
は
届
か
な
か
っ
た
。「
ア
ル
ビ
ヌ
ス
は
、
四
千
ソ
リ
ド
ゥ
ス
の
賠
償
を
命
じ
る
判
決
を
助
祭
に
下
し
た

（Q
uattuor m

ilia solidorum
 archidiaconem

 condem
navit

）」（E
rster B

d., S. 258

）。

　

と
こ
ろ
で
、こ
の
事
件
に
は
そ
の
あ
と
が
あ
る
。
レ
ク
ト
ー
ル
職
を
ア
ル
ビ
ヌ
ス
に
奪
わ
れ
た
こ
と
で
彼
を
憎
む
ヨ
ヴ
ィ
ヌ
ス
（Iovinus

）

は
シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世
の
も
と
で
ア
ル
ビ
ヌ
ス
を
追
及
し
非
難
す
る
（insequente－

insequor

）。
追
及
の
中
身
は
、「
優
れ
て
聖
な
る
祝
典

に
対
し
て
ア
ル
ビ
ヌ
ス
は
畏
敬
の
念
を
持
た
ず
、
主
の
祭
壇
の
使
い
人び
と

を
か
よ
う
な
日
に
捕
ら
え
る
こ
と
を
敢
行
し
た
（Sed nec de ipsa 

sacrosancta solem
nia m

etum
 habuit, ut m

inistrum
 dom

inici tali in die auderet adripere

）」、
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

ア
ル
ビ
ヌ
ス
は
「
四
倍
額
の
賠
償
︹
＝
補
償
︺
金
（quadrupla satisfactione

）」（E
rster B

d., S. 258

）
の
支
払
い
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

⑼　

シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世
の
雇
わ
れ
人
ア
ン
ダ
ル
キ
ウ
ス
：
第
四
巻
四
六
（
五
〇
〇
年
代
半
ば
後
の
話
）

　

ロ
ー
マ
の
元
老
院
議
員
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス（F

elix

）の
奴
隷
で
、文
学
、法
律
に
通
じ
算
術
に
優
れ
て
い
た
ア
ン
ダ
ル
キ
ウ
ス（A

ndarchius

）

は
、
推
薦
を
す
る
人
が
あ
っ
て
、
シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世
︹
図
１－

８
︺
の
雇
わ
れ
人
と
な
る
。
ア
ン
ダ
ル
キ
ウ
ス
は
ず
る
い
性
格
の
人
間
で
あ

っ
た
。

　

ア
ン
ダ
ル
キ
ウ
ス
は
シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世
の
使
い
で
ク
レ
ル
モ
ン
︹
地
図
Ⅱ－

９
︺
を
訪
れ
た
時
、
そ
こ
で
知
り
合
い
に
な
っ
た
市
民
ウ
ル

二
二
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ス
ス
（U

rsus

）
の
娘
と
の
結
婚
を
望
み
、
悪
だ
く
み
を
す
る
。
ウ
ル
ス
ス
の
不
在
中
に
家
を
訪
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
ウ
ル
ス
ス
の
妻
に
、

ウ
ル
ス
ス
の
書
類
箱
の
中
に
金
貨
一
万
六
千
を
入
れ
て
置
き
ま
し
た
、
あ
な
た
が
結
婚
を
許
し
て
く
れ
た
ら
、
そ
れ
は
あ
な
た
の
物
に
な
り

ま
す
、
と
話
す
。
実
際
に
入
れ
た
の
は
、
金
貨
で
は
な
く
鎧
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ウ
ル
ス
ス
の
妻
は
金
貨
に
目
が
眩
ん
だ
の
か
、
夫
と
の
相
談
も
な
く
、
二
人
の
結
婚
を
許
し
て
し
ま
う
。
こ
の
許
し
が
あ
っ
て
の
こ
と
で

あ
ろ
う
か
、
ア
ン
ダ
ル
キ
ウ
ス
は
シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世
の
と
こ
ろ
に
戻
っ
た
あ
と
、
ア
ン
ダ
ル
キ
ウ
ス
と
娘
を
結
婚
さ
せ
る
よ
う
に
、
と
の
、

国
王
の
命
令
書
（praeceptio

）
を
手
に
入
れ
る
。

　

ウ
ル
ス
ス
と
の
間
で
そ
の
あ
と
ど
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
ウ
ル
ス
ス
は
こ
の
結
婚
に
反
対
し
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
た
め
か
、
ア
ン
ダ
ル
キ
ウ
ス
は
「
そ
の
地
のiudex

」
に
国
王
命
令
書
を
提
出
し
、
自
分
は
「︹
婚
約
を
法
的
に
有
効
な
も
の

と
す
る
︺
贈
物
（arrha

）」（E
rster B

d., S. 262

）
を
す
で
に
渡
し
て
い
る
、
と
主
張
す
る
。
こ
の
贈
物
と
は
、
金
貨
一
万
六
千
の
こ
と

の
よ
う
で
あ
る
。

　

ウ
ル
ス
ス
は
受
け
取
っ
て
い
な
い
、と
反
論
を
す
る
。
ア
ン
ダ
ル
キ
ウ
ス
は
、ウ
ル
ス
ス
を
シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世
の
も
と
に
召
喚
す
る
（arcessire 

–vor G
ericht ziehen, vorladen, anklagen

）
こ
と
を
「
そ
の
地
のiudex

」
に
要
求
す
る
。「
そ
の
地
のiudex

」
の
「
そ
の
地
」
が
ど

こ
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

ア
ン
ダ
ル
キ
ウ
ス
は
、
さ
ら
に
奸
計
を
め
ぐ
ら
す
。
ア
ン
ダ
ル
キ
ウ
ス
は
、B

ベ
ル
ニ

erny

︹
地
図
Ⅰ－

３
︺
の
王
領
に
来
た
時
、
同
名
で
は
あ

る
が
別
人
の
ウ
ル
ス
ス
を
あ
る
教
会
の
祭
壇
の
前
に
連
れ
て
来
て
、
自
分
︹
＝
ウ
ル
ス
ス
︺
が
あ
な
た
と
自
分
の
娘
を
結
婚
さ
せ
な
い
な
ら

ば
、
自
分
は
あ
な
た
に
金
貨
一
万
六
千
を
返
還
し
ま
す
、
と
聖
遺
物
に
か
け
て
誓
約
さ
せ
、
そ
れ
を
、
証
人
た
ち
（testes

）
に
聴
か
せ
る
。

証
人
た
ち
は
、
誓
約
者
の
顔
な
ど
を
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
場
所
で
誓
約
を
密
か
に
聴
か
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ア
ン
ダ
ル
キ
ウ
ス
は
、
別
人
の
ウ
ル
ス
ス
の
こ
の
誓
約
を
誓
約
書
（breve sacram

entorum

）
に
し
て
シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世
に
提
出
し
、

二
三
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グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
『
歴
史
十
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中
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紛
争
と
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争
解
決
の
仕
方

ウ
ル
ス
ス
が
娘
と
の
結
婚
を
認
め
る
よ
う
に
命
令
す
る
こ
と
、
そ
し
て
ウ
ル
ス
ス
が
そ
れ
を
認
め
な
い
場
合
に
は
、
自
分
が
金
貨
一
万
六
千

を
返
還
し
て
も
ら
う
こ
と
で
「
こ
の
訴
え
を
取
り
下
げ
る
（m

e ab hac causa rem
oveam

）」
ま
で
、
ウ
ル
ス
ス
の
財
産
を
自
分
の
も
の

に
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
こ
と
を
、
シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世
に
願
い
出
る
。
こ
の
願
い
は
聞
き
届
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ア
ン
ダ
ル
キ
ウ
ス
は
、
今
は
自
分
の
持
ち
物
に
な
っ
た
、
ウ
ル
ス
ス
の
か
つ
て
の
領
地V

ヴ

レ

élay

︹
地
図
Ⅰ－

27
︺
に
行
き
、
そ
こ
に
あ
る

家
の
一
つ
で
今
は
自
分
の
召
使
い
と
な
っ
た
者
た
ち
に
食
事
な
ど
の
支
度
を
命
令
す
る
。
し
か
し
、
召
使
い
た
ち
は
新
し
い
主
人
に
従
お
う

と
し
な
か
っ
た
。
ア
ン
ダ
ル
キ
ウ
ス
は
彼
ら
を
棒
や
鞭
で
叩
い
た
の
で
、
多
く
の
召
使
い
は
血
を
流
し
た
。
怖
れ
の
た
め
、
召
使
い
た
ち
は

食
事
な
ど
の
世
話
を
す
る
。
ア
ン
ダ
ル
キ
ウ
ス
は
酒
に
酔
い
ぐ
っ
す
り
と
寝
り
込
む
。
召
使
い
た
ち
は
こ
の
時
と
ば
か
り
家
の
扉
に
鍵
を
か

け
て
ア
ン
ダ
ル
キ
ウ
ス
を
閉
じ
込
め
、
火
を
放
ち
殺
害
す
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
あ
と
、
ウ
ル
ス
ス
は
シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世
に
贈
物
を
し
、
ア
ン
ダ
ル
キ
ウ
ス
に
奪
わ
れ
た
財
産
を
返
し
て
も
ら
う

（I., S. 335ff., E
rster B

d., S. 262, 265
）。

⑽　

助
祭
ペ
ト
ル
ス
：
第
五
巻
五
（
五
〇
〇
年
代
半
ば
後
の
話
）

　

L

ラ
ン
グ
ル

angres

︹
地
図
Ⅰ－

11
︺
の
教
会
の
司
教
テ
タ
リ
ク
ス
（Tetaricus

）
は
、『
歴
史
十
巻
』
の
著
者
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
大
叔
父
で
あ
っ
た
。

貧
し
い
人
び
と
か
ら
略
奪
な
ど
を
し
た
助
祭
ラ
ム
パ
デ
ィ
ウ
ス
（L

am
padius

）
の
解
任
問
題
が
起
き
、
司
教
テ
タ
リ
ク
ス
は
解
任
に
賛
成

し
、
職
も
財
産
も
失
っ
た
助
祭
ラ
ム
パ
デ
ィ
ウ
ス
の
恨
み
を
買
う
。

　

司
教
テ
タ
リ
ク
ス
が
病
気
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
後
任
の
人
事
が
進
む
が
、
最
初
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
ム
ン
デ
リ
ヒ
（M

underich

）

は
、
シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世
︹
図
１－

８
︺
と
分
国
王
グ
ン
ト
ラ
ム
（G

untram
, O

オ
ル
レ
ア
ン

rléans

︹
地
図
Ⅰ－

16
︺
を
本
拠
地
と
す
る
分
国
王
︹
図
１

－

７
︺、
在
位
五
六
一
年－－

五
�
二
年
）
の
兄
弟
同
士
の
対
立
に
関
与
し
て
ラ
ン
グ
ル
に
い
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
の
あ
と
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ

二
四
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ス
の
兄
弟
の
助
祭
ペ
ト
ル
ス
（P

etrus

）
の
推
薦
で
、
司
教
テ
タ
リ
ク
ス
の
近
縁
に
あ
た
る
シ
ル
ベ
ス
テ
ル
（Silvester

）
が
司
教
職
に
就

く
こ
と
に
な
る
が
、
就
任
前
に
病
を
得
て
他
界
す
る
。

　

こ
の
機
を
と
ら
え
て
、
司
教
テ
タ
リ
ク
ス
に
恨
み
を
持
つ
助
祭
ラ
ム
パ
デ
ィ
ウ
ス
は
助
祭
ペ
ト
ル
ス
を
陥
れ
よ
う
と
、
シ
ル
ベ
ス
テ
ル
は

助
祭
ペ
ト
ル
ス
の
策
略
で
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
話
を
ね
つ
造
し
、
シ
ル
ベ
ス
テ
ル
の
息
子
を
味
方
に
つ
け
る
。
こ
の
息
子
は
短
絡
的
な
性
格

で
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
ね
つ
造
話
を
信
じ
て
、
助
祭
ペ
ト
ル
ス
を
父
親
殺
し
の
罪
で
訴
え
る
（inpetens – im

petere, anklagen, to 

im
peach, to bring a charge against som

eone

）。

さ
て
他
方
ペ
ト
ル
ス
は
こ
れ
を
聞
い
て
、
私
︹
＝
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
︺
の
母
の
叔
父
で
聖
な
る
司
教
ニ
ケ
テ
ィ
ウ
ス
の
臨
席
の
も
と
で

行
わ
れ
る
・
そ
し
てL

リ
ヨ
ン

yon

︹
地
図
Ⅱ－

13
︺
で
開
廷
す
る
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
法
廷
（placitum

）
₂₁
（

）
に
出
頭
し
た；

そ
し

て
そ
れ
か
ら
、
助
祭
ペ
ト
ル
ス
は
、
司
教
シ
ャ
グ
リ
ウ
ス
（Syagrius

）
や
多
く
の
ほ
か
の
司
教
、
聖
職
者
た
ち
が
俗
人
の
偉
き
人
た

ち
と
共
に
そ
こ
に
列
席
す
る
な
か
、
シ
ル
ベ
ス
テ
ル
の
死
に
は
決
し
て
関
与
し
て
い
な
い
、
と
宣
誓
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
雪
冤
し
た

（P
orro ille h

aec au
d

ien
s, facto p

lacito in
 p

raesen
tia san

cti N
iceti ep

iscop
i, avu

n
cu

li m
atris m

eae, L
u

gd
u

n
o 

dirigitur; et ibi, Siagrio episcopo coram
 adstante vel aliis sacerdotibus m

ultis cum
 saecularium

 / principibus, se 

sacram
ento exuit, num

quam
 se in m

orte Silvestri m
ixtum

 fuisse 

）（E
rster B

d., S. 288

）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
か
ら
二
年
の
の
ち
、
シ
ル
ベ
ス
テ
ル
の
息
子
は
、
道
行
く
助
祭
ペ
ト
ル
ス
を
槍
で
突
き
殺
し
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世

（C
hilperich I. S

ソ

ワ

ソ

ン

oissons

︹
地
図
Ⅰ－

23
︺
を
本
拠
地
と
す
る
分
国
王
︹
図
１－
９
︺、在
位
五
六
一
年－

五
�
四
年
）
の
も
と
に
逃
亡
す
る
。

シ
ル
ベ
ス
テ
ル
の
息
子
の
財
産
は
分
国
王
グ
ン
ト
ラ
ム
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
る
。

二
五
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そ
の
後
こ
の
息
子
は
安
住
の
地
を
得
る
こ
と
な
く
あ
ち
こ
ち
を
さ
迷
う
の
だ
が
、
そ
の
途
中
で
、
罪
な
き
人
を
切
り
殺
し
て
し
ま
う
。
被

害
者
の「
最
近
親
者
た
ち
は
こ
の
殺
人
に
憤
激
し
、集
ま
り
、刀
を
抜
い
て
あ
ち
こ
ち
に
切
り
つ
け
、バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
ば
ら
撒
い
た
」（E

rster 

B
d, S. 291

）。

　

シ
ル
ベ
ス
テ
ル
の
息
子
を
唆
し
た
助
祭
ラ
ム
パ
デ
ィ
ウ
ス
は
、
し
ば
ら
く
た
っ
て
か
ら
ラ
ン
グ
ル
の
司
教
に
就
任
し
た
正
義
の
人
ム
ン
モ

ル
ス
（M

um
m

olus
）
に
よ
っ
て
、
数
々
の
悪
事
の
故
に
財
産
を
剝
奪
さ
れ
追
放
さ
れ
る
（I., S. 369－

377

）。

⑾　

司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
：
第
五
巻
一
八
（
五
〇
〇
年
代
半
ば
後
の
話
）

　

ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
︹
図
１－
９
︺
の
息
子
メ
ロ
ヴ
ェ
ク
（M

erovech

）
は
、
軍
隊
を
率
いP

ポ
ワ
テ
ィ
エ

oitiers

︹
地
図
Ⅰ－

18
︺
に
行
け
、
と
い

う
父
の
命
令
に
従
わ
ず
ト
ゥ
ー
ル
︹
地
図
Ⅰ－

25
︺
に
行
っ
た
ば
か
り
か
、
そ
の
あ
とR

ル
ー
ア
ン

ouen

︹
地
図
Ⅰ－

21
︺
に
行
き
、
父
の
兄
弟
で

あ
る
今
は
亡
き
シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世
︹
図
１－
８
︺
の
妻
ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ
（B

runichilde

）
と
結
婚
を
す
る
。

　

激
怒
し
た
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
は
メ
ロ
ヴ
ェ
ク
を
連
れ
戻
す
た
め
に
ソ
ワ
ソ
ン
︹
地
図
Ⅰ－

23
︺
を
離
れ
ル
ー
ア
ン
に
行
く
が
、そ
の
隙
に
、

ソ
ワ
ソ
ン
が
攻
撃
さ
れ
る
。
敵
を
撃
退
し
た
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
は
、
今
回
の
攻
撃
の
裏
に
は
メ
ロ
ヴ
ェ
ク
の
企
て
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
疑
い
出
し
、
メ
ロ
ヴ
ェ
ク
を
軟
禁
状
態
に
置
い
た
あ
と
剃
髪
さ
せ
、L

ルe　

M

マ

ン

ans

︹
地
図
Ⅰ－

12
︺
の
聖C

alais

修
道
院
に
入
れ
る
。

　

ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
の
疑
惑
は
、
ソ
ワ
ソ
ン
に
い
て
攻
撃
を
直
接
に
受
け
た
、
彼
の
妻
フ
レ
デ
グ
ン
デ
（F

redegunde

）、
す
な
わ
ち
先
に

紹
介
し
た
ガ
ク
ソ
ッ
ト
が
「
毒
婦）
₂₂
（

」
と
呼
ぶ
女
性
の
疑
惑
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
彼
女
は
メ
ロ
ヴ
ェ
ク
に
対
す
る
警
戒
心
を
強
め
て
い
く
。

ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
は
多
く
の
女
性
を
妻
と
し
た
が
、
メ
ロ
ヴ
ェ
ク
は
、
前
妻
ア
ウ
ド
ヴ
ェ
ラ
（A

udovera

）
の
子
供
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　

修
道
院
に
入
れ
ら
れ
た
メ
ロ
ヴ
ェ
ク
は
、
そ
の
後
、
ト
ゥ
ー
ル
︹
地
図
Ⅰ－
25
︺
に
あ
る
聖
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
聖
堂
に
逃
げ
込
む
。
手
引
き

を
し
た
の
は
グ
ン
ト
ラ
ム　
ボ
ソ
（G

unthram
n B

oso

）
₂₃
（

）
で
あ
る
。
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
は
、
メ
ロ
ヴ
ェ
ク
を
聖
堂
か
ら
追
放
し
な
け
れ
ば

二
六
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ト
ゥ
ー
ル
を
焼
き
払
う
と
警
告
し
、
実
行
す
る
。
メ
ロ
ヴ
ェ
ク
は
ル
ー
ア
ン
に
い
る
妻
ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ
の
も
と
に
逃
げ
る
。

　

話
が
よ
く
つ
な
が
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
突
然
、
ル
ー
ア
ン
の
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
（P

rätextatus

）
が
ヒ
ル
ペ
リ

ヒ
一
世
か
ら
あ
れ
こ
れ
の
濡
れ
衣
を
着
せ
ら
れ
迫
害
さ
れ
る
人
物
と
し
て
登
場
す
る
。
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
は
、
メ
ロ
ヴ
ェ
ク
と
ブ
ル
ン
ヒ
ル

デ
の
仲
を
取
り
も
っ
た
の
は
こ
の
司
教
だ
と
確
信
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
司
教
は
人
び
と
に
贈
物
を
し
て
そ
れ
ら
の
人
び
と
を
自
分
に

背
か
せ
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
噂
も
耳
に
す
る
。
息
子
メ
ロ
ヴ
ェ
ク
の
妻
ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ
の
財
産
を
預
か
っ
て
い
る
、
と
い
う
事
実
も

知
る
。

　

そ
こ
で
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
は
、
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
罪
を
審
理
す
る
た
め
に
、
司
教
裁
判
会
議
（sacerdotalis 

audientia

）
の
開
催
を
要
求
し
た
よ
う
で
あ
る
。
開
催
場
所
は
、
パ
リ
の
聖
ペ
テ
ロ
（P

etrus

）
聖
堂
で
、『
歴
史
十
巻
』
の
著
者
グ
レ
ゴ

リ
ウ
ス
も
司
教
の
一
人
と
し
て
列
席
し
て
い
る
。
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
も
出
廷
す
る
。

　

ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
は
、
法
廷
で
、
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
が
教
会
法
に
違
反
し
た
罪
お
よ
び
メ
ロ
ヴ
ェ
ク
に
味
方
し
て
自
分
︹
＝
ヒ

ル
ペ
リ
ヒ
一
世
︺
を
殺
害
さ
せ
よ
う
と
企
て
て
人
び
と
を
お
金
で
買
収
し
た
罪
で
弾
劾
す
る
。
教
会
法
に
違
反
す
る
と
は
、
メ
ロ
ヴ
ェ
ク
の

叔
母
、す
な
わ
ち
メ
ロ
ヴ
ェ
ク
の
亡
き
叔
父
の
妻
と
メ
ロ
ヴ
ェ
ク
の
婚
姻
は
、教
会
法
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
、「
夫
を
亡
く
し
た
父
方
の
叔
母
」

と
の
婚
姻
に
あ
た
る
、
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る）
₂₄
（

。

　

司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
は
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
の
主
張
す
る
事
実
を
否
認
す
る
。
そ
の
あ
と
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
が
用
意
し
た
ら
し

い
で
っ
ち
あ
げ
の
証
人
た
ち
（falsi testis – falsa testes

）
が
出
て
き
て
、
値
打
ち
の
あ
る
物
を
法
廷
に
提
出
し
、
そ
れ
は
、
メ
ロ
ヴ
ェ

ク
に
忠
誠
を
誓
う
代
償
と
し
て
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
か
ら
も
ら
っ
た
物
だ
、
と
証
言
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ

ト
ゥ
ス
は
、
そ
れ
を
与
え
た
の
は
事
実
だ
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
証
人
た
ち
が
自
分
に
し
て
く
れ
た
あ
れ
こ
れ
の
贈
物
へ
の
お
礼
、

お
返
し
で
あ
る
、
と
反
論
す
る
。

二
七
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双
方
の
主
張
が
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
な
か
で
、
法
廷
は
回
を
重
ね
る
。
そ
の
間
、
司
教
た
ち
に
立
場
の
違
い
が
出
て
き
て
、
ヒ
ル
ペ
リ

ヒ
一
世
や
そ
の
妻
フ
レ
デ
グ
ン
デ
に
対
し
て
毅
然
と
し
た
態
度
を
と
る
こ
と
を
主
張
す
る
者
た
ち
、
彼
ら
を
恐
れ
沈
黙
す
る
者
た
ち
、
彼
ら

に
追
従
す
る
者
た
ち
に
割
れ
て
い
く
。

　

第
一
の
立
場
に
立
つ
司
教
の
一
人
が
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
で
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
そ
の
立
場
か
ら
仲
間
内
で
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
に
は
理
が
無
い

と
い
う
意
見
を
述
べ
る
と
、
そ
れ
は
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
、
追
従
派
に
よ
っ
て
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
に
伝
え
ら
れ
る
。
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
は
グ

レ
ゴ
リ
ウ
ス
を
呼
び
出
し
、
ト
ゥ
ー
ル
の
市
民
た
ち
の
前
で
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
非
を
糾
弾
す
る
ぞ
、
と
脅
し
を
か
け
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
を
諭
し
て
、
法
律
（lex

）
と
教
会
の
諸
法
規
（canones

）
を
手
に
取
っ
て
そ
れ
ら
を
し
っ
か
り
と

調
べ
な
さ
い
、
そ
れ
ら
が
規
定
し
て
い
る
こ
と
を
あ
な
た
が
遵
守
し
な
い
な
ら
ば
、
神
の
審
判
（D

ei iudicium

）
が
あ
な
た
に
た
ち
ど
こ

ろ
に
下
る
、
と
述
べ
る
。

　

ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
の
妻
フ
レ
デ
グ
ン
デ
は
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
へ
使
い
を
遣
り
、
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
を
非
難
し
有
罪
に
し
て
く
れ
る

な
ら
ば
銀
で
二
百
ポ
ン
ド
を
与
え
る
、
ま
た
、
ほ
か
の
司
教
は
全
て
自
分
に
従
う
こ
と
を
約
束
し
て
く
れ
て
い
る
、
と
伝
え
る
。
グ
レ
ゴ
リ

ウ
ス
は
、
例
え
千
ポ
ン
ド
の
金
や
銀
が
積
ま
れ
て
も
、
私
は
神
が
自
分
に
な
す
べ
く
命
じ
る
こ
と
以
外
は
何
も
し
な
い
し
、
ま
た
、
ほ
か
の

人
た
ち
が
教
会
の
諸
法
規
に
従
い
決
定
し
た
こ
と
に
は
賛
成
す
る
つ
も
り
で
あ
る
、
と
言
っ
て
、
使
い
を
帰
す
。
そ
う
す
る
と
、
翌
日
、
フ

レ
デ
グ
ン
デ
の
意
を
受
け
て
司
教
た
ち
が
や
っ
て
来
て
、
翻
意
を
促
す
。
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
の
妻
が
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
迫
害
に
積

極
的
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
わ
か
る
。

　

開
廷
日
と
し
て
は
二
度
目
で
あ
ろ
う
か
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
は
法
廷
で
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
を
盗
み
の
咎
で
弾
劾
す
る
。
ヒ
ル
ペ

リ
ヒ
一
世
は
、
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
が
盗
ん
だ
と
さ
れ
る
三
千
ソ
リ
ド
ゥ
ス
相
当
の
も
の
が
入
っ
て
い
る
袋
と
二
千
ソ
リ
ド
ゥ
ス
に

相
当
す
る
も
の
が
入
っ
て
い
る
袋
を
開
廷
日
の
三
日
前
に
司
教
た
ち
に
見
せ
て
い
た
。

二
八
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司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
は
、
反
論
を
し
て
、
そ
れ
ら
二
つ
の
袋
は
ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ
か
ら
預
か
っ
て
い
た
品
物
が
入
っ
て
い
る
も
の
で
、

ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ
に
ま
だ
返
還
が
で
き
ず
に
手
元
に
残
っ
て
い
た
袋
で
あ
る
・
袋
は
四
つ
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
袋
は
重
く
、
ブ
ル
ン
ヒ
ル

デ
の
召
使
い
に
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
ま
ず
は
一
袋
で
、
次
に
召
使
い
が
来
た
時
に
二
袋
目
を
渡
し
た
・
返
還
を
求
め
て
き
た
の
は

ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ
で
あ
る
・
返
還
に
際
し
て
は
そ
の
度
毎
に
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
ま
で
二
度
事
前
に
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
に
判
断
を
仰
ぎ
、
も
め

事
に
な
ら
な
い
た
め
に
返
え
す
の
が
よ
い
、
と
の
助
言
を
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
・
だ
か
ら
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
が
言
う
二
つ

の
袋
は
盗
ん
だ
も
の
で
は
な
く
て
、
預
か
っ
て
保
管
し
て
い
た
も
の
の
残
り
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。

　

ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
は
、
保
管
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
袋
の
一
つ
の
紐
を
解
い
て
、
そ
の
中
に
あ
っ
た
品
物
を
、

自
分
︹
＝
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
︺
を
王
国
か
ら
追
放
し
よ
う
と
し
て
い
る
者
た
ち
に
与
え
た
の
か
、
と
さ
ら
に
追
及
す
る
。

　

司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
は
、
反
論
を
し
て
、
洗
礼
盤
の
湯
か
ら
私
が
取
り
上
げ
た
、
私
の
息
子
の
メ
ロ
ヴ
ェ
ク
︹
メ
ロ
ヴ
ェ
ク
の
司

牧
者
だ
、
と
い
う
こ
と
を
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
は
こ
こ
で
主
張
し
て
い
る
︺
の
財
産
を
、
私
は
私
の
財
産
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
た
の

で
、
そ
こ
か
ら
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
自
分
に
贈
物
を
し
て
く
れ
た
人
び
と
に
返
礼
を
し
た
の
だ
、
と
主
張
す
る
。
司
教
プ
レ
テ
ク
ス

タ
ト
ウ
ス
は
こ
う
主
張
す
る
こ
と
で
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
返
礼
の
た
め
の
贈
物
の
出
処
は
ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ
か
ら
預
か

っ
て
い
た
袋
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
メ
ロ
ヴ
ェ
ク
の
財
産
と
問
題
の
袋
と
の
関
係
が
、
よ
く
理
解
で
き
な
い
。

　

閉
廷
後
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
は
、
司
教
た
ち
の
中
の
追
従
派
の
数
人
を
呼
び
寄
せ
て
、
自
分
の
主
張
が
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
反

論
に
よ
っ
て
打
ち
負
か
さ
れ
た
こ
と
、
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
言
う
こ
と
は
正
し
い
こ
と
、
こ
の
ま
ま
で
は
妻
フ
レ
デ
グ
ン
デ
の
望

み
を
か
な
え
て
や
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
告
白
し
、
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
自
分
︹
＝
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
︺

の
言
い
分
を
認
め
る
な
ら
、
司
教
た
ち
皆
々
で
、
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
に
許
し
を
与
え
る
よ
う
に
乞
う
が
ど
う
か
、
と
言
い
く
る
め

る
よ
う
に
指
示
す
る
。
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
は
信
仰
心
の
厚
い
寛
容
な
人
だ
か
ら
許
し
を
与
え
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
、
そ
う
す
れ
ば
、
ヒ
ル

二
九
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ペ
リ
ヒ
一
世
や
そ
の
妻
と
の
争
い
と
い
う
重
圧
か
ら
晴
れ
て
解
放
さ
れ
て
楽
に
な
れ
る
、
と
、
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
を
そ
そ
の
か
す

策
略
を
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
は
め
ぐ
ら
せ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
気
持
ち
は
く
じ
け
た
よ
う
で
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
の
使
い
の
司
教
た
ち
の
話
に
乗
っ
て
し
ま
い
、
三
度
目

の
法
廷
で
あ
ろ
う
か
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
も
出
廷
し
、
い
く
ば
く
か
の
や
り
取
り
が
あ
っ
た
あ
と
、
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
は
ひ
れ
伏

し
て
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
の
主
張
を
全
面
的
に
認
め
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
を
殺
害
し
メ
ロ
ヴ
ェ
ク
を
王
座
に
就
け
る
こ
と
を
企
ん
で
い
た
、
と

自
白
す
る
。

　

閉
廷
後
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
は
、
何
は
と
も
あ
れ
、
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
が
「
キ
リ
ス
ト
者
の
共
同
体
に
永
久
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
判
決
が
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
に
下
さ
れ
る
（......aut certe iudicium

 contra eum
 scriberetur, ne in perpetuo 

com
m

unicaret

）」（E
rster B

d., S. 320
）
こ
と
を
、
殺
人
や
姦
通
、
偽
宣
誓
に
対
す
る
教
会
法
の
諸
規
定
を
根
拠
に
要
求
す
る
。
グ
レ

ゴ
リ
ウ
ス
は
、
教
会
の
諸
法
規
に
反
す
る
無
理
強
い
は
何
一
つ
し
な
い
、
と
い
う
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
が
し
て
い
た
約
束
を
盾
に
、
こ
の
要
求

を
拒
否
す
る
。

　
『
歴
史
十
巻
』
第
七
巻
一
六
に
よ
る
と
、
司
教
裁
判
会
議
に
列
席
し
た
司
教
た
ち
は
四
五
人
で
、
こ
れ
ら
「
司
教
た
ち
に
よ
っ
て
司
教
プ

レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
に
は
悔
い
改
め
の
判
決
が
下
さ
れ
た
が
、
し
か
し
司
教
職
を
解
任
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た
（......ei 

paenitentiam
 indictam

 a sacerdotibus, non tam
en eum

 prursus ab episcopatum
 rem

otum

）」（Z
w

eiter B
d., S. 111

）
よ

う
で
あ
る
。

　
『
歴
史
十
巻
』
第
五
巻
一
�
に
戻
る
と
、
そ
の
あ
と
、
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
は
司
教
た
ち
の
目
の
前
で
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
の
手
の

者
に
よ
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
、
牢
に
入
れ
ら
、
夜
中
に
脱
出
を
図
る
も
見
つ
か
り
鞭
で
激
し
く
打
た
れ
た
あ
と
、
海
に
浮
か
ぶ
島
に
流
さ
れ
る

（I., S. 385－
415

）。

三
〇
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『
歴
史
十
巻
』
第
六
巻
四
五
に
よ
る
と
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
は
狩
り
を
終
え
て
帰
宅
し
馬
か
ら
降
り
よ
う
と
片
方
の
手
を
召
使
い
の
肩
に

掛
け
た
隙
を
つ
か
れ
、
あ
る
人
物
に
襲
わ
れ
殺
害
さ
れ
る
（II., S. 105

）。
そ
の
人
物
と
し
て
疑
わ
れ
た
の
は
エ
ベ
ル
ル
フ
（E

berulf

）
の

よ
う
で
あ
る
。
ト
ゥ
ー
ル
の
聖
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
聖
堂
に
逃
げ
込
ん
で
い
た
エ
ベ
ル
ル
フ
は
、
分
国
王
グ
ン
ト
ラ
ム
︹
系
図
⑦
︺
が
送
っ
た
刺

客
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
（C

laudius

）
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
。
そ
の
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
も
エ
ベ
ル
ル
フ
の
召
使
い
た
ち
か
ら
報
復
さ
れ
、
殺
害

さ
れ
る
（II., S. 538, 159

）。

　

ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
の
死
後
、
ル
ー
ア
ン
の
市
民
た
ち
は
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
を
呼
び
戻
す
。
今
は
寡
婦
と
な
っ
た
フ
レ
デ
グ
ン
デ

の
身
に
も
様
々
な
こ
と
が
起
き
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
フ
レ
デ
グ
ン
デ
は
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
を
冷
た
く
迎
え
る
。

　

司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
は
、
身
に
降
り
か
か
っ
た
事
件
に
つ
い
て
調
べ
る
よ
う
に
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
の
兄
弟
で
あ
る
分
国
王
グ
ン

ト
ラ
ム
に
願
い
出
る
。
司
教
は
分
国
王
グ
ン
ト
ラ
ム
に
食
事
に
招
待
さ
れ
た
あ
と
、
ル
ー
ア
ン
に
帰
る
（II., S. 141

）。

　

フ
レ
デ
グ
ン
デ
が
ル
ー
ア
ン
に
来
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
際
、
フ
レ
デ
グ
ン
デ
は
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
を
、
将
来
再
び
追
放
が
あ

る
だ
ろ
う
、
と
威
嚇
す
る
。
司
教
は
、
悔
い
改
め
な
け
れ
ば
地
獄
に
落
ち
る
、
と
フ
レ
デ
グ
ン
デ
に
切
り
返
す
。
腹
を
立
て
た
フ
レ
デ
グ
ン

デ
は
、
復
活
祭
の
勤
め
を
教
会
で
し
て
い
る
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
に
刺
客
を
送
り
殺
害
さ
せ
る
（II., S. 259

）。

　

フ
レ
デ
グ
ン
デ
が
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
を
殺
害
さ
せ
た
と
い
う
噂
は
全
国
に
広
が
る
。
そ
こ
で
、
フ
レ
デ
グ
ン
デ
は
自
分
に
向
け

ら
れ
た
矛
先
を
か
わ
す
た
め
に
、
召
使
い
に
責
任
を
な
す
り
つ
け
、
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
甥
に
引
き
渡
す
。
召
使
い
は
そ
こ
で
拷

問
に
か
け
ら
れ
、
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
を
殺
害
す
る
見
返
り
に
、
フ
レ
デ
グ
ン
デ
か
ら
百
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
司
教
メ
ラ
ン
テ
ィ
ウ
ス

（M
elantius

）
か
ら
五
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
助
祭
か
ら
五
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
受
け
取
っ
た
こ
と
な
ど
を
暴
露
す
る
。
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ

ス
の
甥
は
こ
の
召
使
い
を
切
り
殺
す
（II., S. 277

）。
し
か
し
、
司
教
メ
ラ
ン
テ
ィ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
フ
レ
デ
グ
ン
デ
の
後
ろ
盾
で
そ
の

身
に
何
の
変
化
も
起
き
な
か
っ
た
。

三
一
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ち
な
み
に
、
メ
ロ
ヴ
ェ
ク
で
あ
る
が
、
策
略
に
は
ま
っ
て
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
自
分
の
臣
下
に
命
じ
て
自
分
を
殺
害
さ

せ
、
命
を
絶
つ
（I., S. 415

）。
司
教
プ
レ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
が
殺
さ
れ
る
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。

⑿　

伯
ナ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
：
第
五
巻
三
六
（
五
〇
〇
年
代
半
ば
後
の
話
）

　

ナ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
（N

anthinus

）
の
叔
父
で
、A

ア
ン
グ
レ
ー
ム

ngoulêm
e

︹
地
図
Ⅱ－

１
︺
の
伯
で
あ
っ
た
マ
ラ
カ
ー
ル
（M

arachar

）
は
伯
の
職
務

を
終
え
て
か
ら
司
教
と
な
り
教
会
の
た
め
に
熱
心
に
尽
く
す
が
、
司
教
に
な
っ
て
か
ら
七
年
目
に
司
教
職
を
狙
う
フ
ロ
ン
ト
ニ
ウ
ス

（F
rontonius

）
の
手
の
者
に
よ
っ
て
毒
殺
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
悪
事
（scelus

）
を
企
ん
だ
フ
ロ
ン
ト
ニ
ウ
ス
は
司
教
に
な
っ
て
一

年
目
に
死
ぬ
が
、
そ
れ
は
、
マ
ラ
カ
ー
ル
殺
害
に
対
し
て
罰
が
下
さ
れ
な
い
ま
ま
で
い
る
こ
と
を
、
神
の
慈
悲
は
長
く
は
辛
抱
せ
ず
、
神
の

審
判
が
率
先
し
て
行
わ
れ
た
（percurrente iudicio D

ei

）
か
ら
で
あ
る
（I., S. 447 ; E

rster B
d., S. 346

）。

　

ナ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
は
や
が
て
ア
ン
グ
レ
ー
ム
の
伯
に
な
る
が
、
叔
父
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
の
解
明
に
乗
り
出
し
、
神
の
審
判
が
下
っ
た
司
教

フ
ロ
ン
ト
ニ
ウ
ス
の
あ
と
の
司
教
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
（H

eraclius

）
が
叔
父
殺
害
の
関
係
者
に
寛
大
で
あ
る
と
し
て
こ
の
司
教
に
反
感
を
強

め
る
。
多
く
の
俗
人
を
殺
害
し
も
す
る
。
さ
ら
に
一
人
の
聖
職
者
を
捕
ら
え
て
縛
り
、
槍
で
刺
し
、
そ
し
て
そ
の
聖
職
者
が
ま
だ
生
き
て
い

る
と
わ
か
る
と
後
ろ
手
に
縛
り
柱
に
吊
る
し
て
叔
父
殺
害
に
関
与
し
て
い
な
い
か
を
自
白
さ
せ
よ
と
し
た
。
聖
職
者
は
否
認
す
る
が
、
出
血

が
原
因
で
死
ん
で
し
ま
う
。

　

叔
父
が
「
死
後
遺
贈
証
書
を
作
成
し
て
（testam

ento scripto
）」
教
会
に
遺
し
た
財
産
に
つ
い
て
は
、
教
会
関
係
者
が
叔
父
を
殺
害
し

た
以
上
そ
れ
を
教
会
は
所
有
で
き
な
い
の
だ
、
と
し
て
暴
力
で
奪
還
し
始
め
る
（E

rster B
d., S. 346

）。

　

司
教
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
は
ナ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
を
教
会
の
門
か
ら
閉
め
だ
す
決
定
を
す
る
。
ナ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
は
、S

サ

ン

ト

aintes

︹
地
図
Ⅱ－

22
︺
に

司
教
た
ち
が
集
ま
っ
た
際
に
、
奪
還
し
た
財
産
の
返
却
と
司
教
へ
の
従
順
を
誓
う
の
で
、「
司
教
が
決
定
し
た
報
復
的
制
裁
を
解
除
す
る
こ

三
二
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と
（pax episcopi

）」）
₂₅
（

を
認
め
て
ほ
し
い
、
と
懇
願
す
る
。
ナ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
集
ま
っ
た
司
教
た
ち
が
間
あ
い
だを

取
り
も
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
、
司
教
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
に
仲
直
り
を
申
し
出
た
の
で
あ
る
。

　

司
教
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
の
同
僚
の
司
教
た
ち
は
ナ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
願
い
を
入
れ
て
協
議
を
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、「
司
教
ヘ
ラ
ク

リ
ウ
ス
は
、
同
僚
の
司
教
た
ち
の
意
向
に
従
う
こ
と
に
決
め
て
、
ナ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
が
懇
願
し
た
こ
と
全
て
を
聞
き
届
け
た
（A

t ille 

fratrum
 iussionibus

）
₂₆
（

 obaudire procurans, cuncta quae petebantur indulsit

）」（E
rster B

d., S. 349

）、
そ
し
て
、
虐
待
を
加
え

ら
れ
て
他
界
し
た
先
の
聖
職
者
の
件
は
、
全
能
の
神
の
手
に
委
ね
る
こ
と
に
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
ナ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
は
再
び
暴
力
を
振
る
い
、
教
会
に
返
還
す
る
と
約
束
し
て
い
た
財
産
で
あ
る
家
々
を
荒
ら
し
、
破
壊
す
る
。
司

教
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
は
、
ナ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
を
「
キ
リ
ス
ト
者
の
共
同
体
か
ら
排
除
し
た
」
が
、
し
か
し
、
司
教
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
の
寿
命
は
尽
き

る
。
そ
の
あ
と
、
ナ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
は
賄
賂
を
贈
り
、
へ
つ
ら
う
こ
と
で
、
再
び
許
さ
れ
る
。
し
か
し
、
病
を
得
て
、
身
体
が
真
っ
黒
に
な
る

あ
り
様
で
死
亡
す
る
。
ナ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
死
の
直
前
、
高
熱
の
中
で
う
わ
ご
と
を
言
う
。

　
「
お
お
悲
し
い
、
あ
あ
悲
し
い
か
な
！　
司
教
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
に
よ
っ
て
焼
か
れ
、
苦
し
み
を
与
え
ら
れ
、
法
廷
に
召
喚
さ
れ
る
と
は
（ab 

illo ad iudicium
 vocor

）。
私
は
私
の
罪
を
認
め
ま
す；
私
は
、
罪
の
な
い
司
教
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
に
危
害
を
加
え
た
こ
と
は
わ
か
っ
て
い

ま
す；

私
は
、
死
ぬ
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
拷
問
具
で
長
く
、
も
っ
と
長
く
責
め
苛
ま
れ
ず
に
済
む
よ
う
、
死
を
切
に
願
い
ま
す
」（E

rster 

B
d., S. 348, 349

）。

　

人
び
と
は
、
ナ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
真
っ
黒
な
亡
骸
を
見
て
、
そ
れ
は
、
ナ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
に
、「
神
に
よ
っ
て
送
ら
れ
た
罰
（ultio

）」（E
rster 

B
d., S. 348

）
の
印
と
受
け
取
っ
た
（I., S. 448－

449

）。

三
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史
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⒀　
『
歴
史
十
巻
』
の
著
者
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
：
第
五
巻
四
九
（
五
〇
〇
年
代
半
ば
後
の
話
）

　

ト
ゥ
ー
ル
︹
地
図
Ⅰ－

25
︺
の
伯
レ
ウ
ダ
ス
ト
（L

eudast

）
の
あ
れ
こ
れ
の
悪
行
が
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
︹
図
１－

９
︺
に
伝
わ
る
。
ヒ

ル
ペ
リ
ヒ
一
世
は
そ
の
こ
と
で
使
者
を
派
遣
す
る
が
、
使
者
の
到
着
後
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
関
与
し
て
、
レ
ウ
ダ
ス
ト
は
解
任
さ
れ
、
別
の

人
物
が
伯
に
選
ば
れ
る
。

　

こ
の
時
か
ら
、
レ
ウ
ダ
ス
ト
は
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
を
憎
み
、
事
あ
る
ご
と
に
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
の
面
前
な
ど
で
あ
れ
こ
れ
の
話
を
ね
つ
造

し
て
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
を
誹
謗
中
傷
す
る
。
ね
つ
造
話
の
一
つ
が
、B

ボ

ル

ド

ー

ordeaux

︹
地
図
Ⅱ－

５
︺
の
司
教
ベ
ル
ト
ラ
ム
（B

erthram
n

）
は

ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
の
妻
フ
レ
デ
グ
ン
デ
と
罪
を
犯
し
た
、
と
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
言
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
本
当
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
人
に
話
し
た
の
か
。
そ
れ
を
審
理
す
る
た
め
に
、
ベ
ル
ト
ラ
ム
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
等
司
教

た
ち
が
、
あ
る
時
、B

ベ
ル
ニ

erny－
R

リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル

ivière
︹
地
図
Ⅰ－

３
︺
の
宮
廷
に
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
に
よ
っ
て
召
集
さ
れ
る
。
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
も
到
着

し
、
審
理
が
始
ま
る
。
司
教
ベ
ル
ト
ラ
ム
は
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
を
詰
問
す
る
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、
話
の
出
処
は
自
分
で
は
な
い
、
と
反
論
す

る
。
原
告
は
司
教
ベ
ル
ト
ラ
ム
、
被
告
は
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
と
い
う
構
図
で
あ
る
。

　

審
理
は
地
域
の
人
び
と
（poplus

）
も
参
加
す
る
集
会
の
形
式
で
進
め
ら
れ
る
が
、
人
び
と
は
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
奴
隷
相
手
の
こ
と
で

あ
っ
て
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
言
っ
て
人
を
辱
し
め
る
人
間
で
は
な
い
、
な
ぜ
王
は
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
を
追
及
す
る
の
か
、
と
不
平
を
述
べ
る
。

　

ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
は
、
私
の
妻
に
対
す
る
辱
め
は
私
に
対
す
る
辱
め
で
も
あ
る
か
ら
だ
、
と
答
え
た
上
で
、
こ
こ
に
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
に
と

っ
て
不
利
益
な
証
人
た
ち
が
い
る
の
で
、
も
し
人
び
と
が
、
そ
れ
ら
の
証
人
を
尋
問
す
る
こ
と
は
正
し
い
こ
と
だ
、
と
考
え
る
の
な
ら
ば
そ

う
す
る
し
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
今
の
反
論
は
信
頼
で
き
る
、
と
人
び
と
が
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
証
人
た
ち
を
尋
問
す
る
こ
と
は
し
な
い
、
ど

ち
ら
で
あ
れ
人
び
と
が
決
め
た
こ
と
に
自
分
は
従
う
、
と
述
べ
る
。

　

そ
し
て
、「
そ
の
時
、
人
び
と
は
皆
で
一
緒
に
言
っ
た
。『
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
に
不
利
益
な
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
よ
り
も
身
分
の
低
い
者
を
信
頼

三
四
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す
る
こ
と
は
で
き
な
い
』。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
こ
の
事
件
に
対
し
て
︹
自
分
を
︺
防
御
す
る
も
の
と
し
、
三
か
所
の
祭
壇
で
ミ
サ
を
あ
げ
そ

し
て
宣
誓
す
る
こ
と
で
こ
の
訴
え
か
ら
自
分
を
雪
冤
す
る
（T

unc cunctis dicentibus: “N
on potest persona inferior super 

sacerdotem
 credi ”, restitit ad hoc causa, ut, dictis m

issis in tribus altaribus, m
e de his verbis exuerem

 sacram
ento

）」）
₂₇
（

、

と
（E

rster B
d., S. 376

）。

　

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
三
か
所
の
祭
壇
で
ミ
サ
を
し
、
宣
誓
を
し
て
自
ら
を
雪
冤
す
る
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、「
そ
れ
ら
の
こ
と
は
教
会
の
諸

法
規
に
違
反
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
か
し
、
国
王
の
た
め
に
行
わ
れ
た
（E

t licet canonibus essent contraria, pro causa 

tam
en regis im

pleta sunt
）」（E

rster B
d., S. 376

）、
と
述
べ
て
い
る
（I., S. 485

）。

⒁　

修
道
僧
エ
パ
ル
キ
ウ
ス
：
第
六
巻
八
（
五
七
〇
年
以
後
の
話
）

　

ア
ン
グ
レ
ー
ム
︹
地
図
Ⅱ－

１
︺
に
小
屋
を
建
て
、
何
人
か
の
修
道
士
と
一
緒
に
住
む
エ
パ
ル
キ
ウ
ス
（E

parchius

）
は
、
窃
盗
な
ど

の
犯
罪
人
を
処
罰
せ
ず
許
す
よ
う
に
、
い
つ
もiudex

に
頼
ん
で
い
た
。
エ
パ
ル
キ
ウ
ス
が
語
る
言
葉
は
人
を
動
か
さ
ず
に
は
お
か
な
い
力

を
も
っ
て
い
た
。

　

あ
る
日
、
一
人
の
男
が
窃
盗
の
罪
で
絞
首
に
さ
れ
る
と
聞
い
た
エ
パ
ル
キ
ウ
ス
は
修
道
士
を
送
り
、
命
乞
い
を
さ
せ
た
。
し
か
し
、
そ
の

罪
人
は
数
多
く
の
悪
事
を
し
た
、
と
そ
の
地
方
の
住
民
た
ち
が
考
え
て
い
る
男
で
、
住
民
た
ち
は
、iudex

が
も
し
そ
の
男
を
放
免
す
る
な

ら
ば
た
だ
で
は
お
か
な
い
、と
叫
ぶ
。
そ
の
罪
人
は
架
台
に
縛
り
付
け
ら
れ
、鞭
と
棍
棒
で
叩
か
れ
、「
絞
首
の
判
決
を
下
さ
れ
る
（patibulo 

condem
natur

）」（Z
w

eiter B
d., S. 22

）。

　

こ
れ
を
聞
い
た
エ
パ
ル
キ
ウ
ス
は
、iudex

を
呼
び
出
し
て
、
い
つ
も
は
願
い
を
聞
き
届
け
て
く
れ
て
い
た
の
に
な
ぜ
今
回
は
そ
う
な
ら

な
か
っ
た
の
か
を
尋
ね
、
訳
を
聞
い
た
あ
と
、iudex

が
聞
き
届
け
て
く
れ
な
か
っ
た
願
い
を
神
が
聞
き
届
け
て
下
さ
っ
た
と
言
っ
て
、
絞

三
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首
に
さ
れ
た
そ
の
罪
人
を
生
き
返
ら
せ
る
奇
蹟
を
起
こ
す
（II., S.29

））
₂₈
（

。

⒂　

praefectus

ム
ン
モ
ル
ス
：
第
六
巻
三
五
（
五
七
〇
年
以
後
の
話
）

　

五
�
〇
年
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
か
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
︹
図
１－

９
︺
と
妻
フ
レ
デ
グ
ン
デ
と
の
間
に
子
供
テ
ウ
デ
リ
ヒ
（T

heuderich

）

が
生
ま
れ
る
。
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
は
子
供
た
ち
を
多
く
失
っ
て
い
る
の
で
大
変
に
喜
び
、
囚
人
た
ち
を
自
由
の
身
に
し
た
り
、
罰
金

（com
positio

）
を
国
庫
に
納
め
て
い
な
い
者
た
ち
に
は
そ
の
支
払
い
を
免
除
し
た
（I., S. 51－

53

）。
し
か
し
、
そ
の
子
供
は
赤
痢
に
罹

り
一
歳
で
死
亡
し
て
し
ま
う
（I., S. 75

）。

　

フ
レ
デ
グ
ン
デ
の
耳
に
、
息
子
テ
ウ
デ
リ
ヒ
が
死
ん
だ
の
は
魔
術
（m

aleficium

）
と
呪
文
（incantation

）
の
せ
い
で
、
そ
の
こ
と
に
、

フ
レ
デ
グ
ン
デ
を
嫌
っ
て
い
るpraefectus
）
₂₉
（

の
ム
ン
モ
ル
ス
（M

um
m

olus

）
が
関
与
し
て
い
る
、と
い
う
噂
が
届
く
。
フ
レ
デ
グ
ン
デ
は
、

こ
の
噂
に
関
係
し
て
、
パ
リ
市
内
の
女
た
ち
を
捕
ら
え
て
拷
問
に
か
け
、
魔
女
で
あ
る
こ
と
や
、
ム
ン
モ
ル
ス
の
命
を
守
る
た
め
に
テ
ウ
デ

リ
ヒ
を
犠
牲
に
し
た
こ
と
を
自
白
さ
せ
る
。
こ
の
女
性
た
ち
の
中
の
あ
る
者
は
絞
殺
さ
れ
、
あ
る
者
は
焼
か
れ
、
あ
る
者
は
骨
を
砕
か
れ
る

な
ど
し
た
。

　

フ
レ
デ
グ
ン
デ
は
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
に
事
の
次
第
を
話
す
。
ム
ン
モ
ル
ス
は
連
れ
て
来
ら
れ
、
尋
問
さ
れ
、
鎖
に
つ
な
が
れ
、
拷
問
さ
れ
、

杭
に
後
ろ
手
で
縛
ら
れ
た
。
し
か
し
自
白
し
な
い
。
た
だ
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
と
フ
レ
デ
グ
ン
デ
に
迎
合
す
る
か
の
よ
う
に
、
魔
女
た
ち
か

ら
軟
膏
や
魔
法
の
飲
み
物
を
受
け
取
っ
て
い
た
こ
と
を
認
め
る
。

　

ム
ン
モ
ル
ス
は
杭
か
ら
解
き
放
た
れ
た
時
、
刑
吏
を
呼
ん
で
、
拷
問
で
何
の
痛
み
も
感
じ
な
か
っ
た
、
と
告
げ
る
。
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
は

そ
れ
を
聞
い
て
、
そ
れ
こ
そ
が
、
ム
ン
モ
ル
ス
が
魔
女
だ）
₃₀
（

、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と
言
っ
て
、
刑
吏
が
疲
れ
果
て
る
ほ
ど
の
責
め
苦
に
か
け
、

足
や
手
の
爪
に
短
い
棒
を
打
ち
込
ま
せ
る
。

三
六
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そ
し
て
、
さ
あ
い
よ
い
よ
斬
首
さ
れ
る
、
と
な
っ
た
時
に
、
な
ぜ
か
フ
レ
デ
グ
ン
デ
が
命
乞
い
を
し
許
さ
れ
る
が
、
財
産
は
没
収
さ
れ
、

生
ま
れ
故
郷
の
ボ
ル
ド
ー
︹
地
図
Ⅱ－

５
︺
へ
荷
車
で
運
ば
れ
る
と
い
う
恥
辱
を
受
け
る
な
か
で
死
亡
す
る
（II., S. 78－

79

）。

⒃　

オ
ル
レ
ア
ン
の
人
び
と
：
第
七
巻
二
（
五
八
〇
年
過
ぎ
の
話
）

　

ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
が
五
�
四
年
に
他
界
し
た
あ
と
、O

オ
ル
レ
ア
ン

rléqns

︹
地
図
Ⅰ－

16
︺
の
人
び
と
は
そ
こ
か
ら
南
東
へ
六
〇
㎞
ほ
ど
の
所
に
あ

るB

ブ
ロ
ア

lois

︹
地
図
Ⅰ－
４
︺
の
人
び
と
と
一
緒
に
な
っ
て
、
オ
ル
レ
ア
ン
の
北
西
五
〇
㎞
ほ
ど
の
所
に
あ
るC

シ
ャ
ト
ー
ダ
ン

hâteaudun

︹
地
図
Ⅰ－

８
︺

の
人
び
と
を
不
意
打
ち
し
、
家
々
や
収
穫
物
を
焼
き
払
い
、
家
畜
な
ど
を
略
奪
し
た
。
シ
ャ
ト
ー
ダ
ン
の
人
び
と
は
、
同
様
に
オ
ル
レ
ア
ン

の
人
び
と
に
襲
撃
さ
れ
た
か
ら
な
の
か
、
シ
ャ
ト
ー
ダ
ン
か
ら
北
へ
五
〇
㎞
ほ
ど
の
所
のC

シ
ャ
ル
ト
ル

hartres

︹
地
図
Ⅰ－

７
︺
の
人
び
と
と
一
緒

に
な
っ
て
相
手
方
の
地
で
報
復
す
る
。
双
方
の
争
い
は
激
し
さ
を
増
し
、
オ
ル
レ
ア
ン
の
人
び
と
は
武
器
を
使
い
、
戦い
く
さ争
（bella

）
の
よ

う
な
状
況
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、「
伯
た
ち
が
間
に
入
り
、
裁
判
集
会
（audientia

）
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
、
す
な
わ
ち
こ
の
先
の
裁
判
集
会
（iudicium

）
が

行
わ
れ
る
日
ま
で
、敵
対
行
為
の
停
止
（pax

）
が
な
さ
れ
る
こ
と
・
相
手
方
に
対
し
不
当
に
激
情
的
に
な
っ
た
方
は
、裁
判
当
局
（iusticia

）

が
仲
介
し
、
賠
償
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
人
び
と
は
戦い
く
さ争
を
差
し
控
え
た
（,intercedentibus com

itibus, pax usque 

in audientia data est, scilicet ut in die, quo iudicium
 erat futurum

, pars, quae contra partem
 iniuste exarserat, iusticia 

m
ediante, conponerit. E

t sic a bello cessatum
 est.

）」（Z
w

eiter B
d., S. 96

））
₃₁
（

。

⒄　

悪
人
ア
ヴ
ス
：
第
七
巻
三
（
五
八
〇
年
過
ぎ
の
話
）

　

ア
ヴ
ス（A

vus

）と
い
う
あ
だ
名
の
男
で
、P ポ
ア
チ
エ

oitiers

︹
地
図
Ⅰ－

18
︺地
方
で
数
多
く
の
悪
事（scelus

）を
重
ね
た
ヴ
ィ
ダ
ス
ト（V

idast

）

三
七
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グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
『
歴
史
十
巻
』の
中
の
紛
争
と
紛
争
解
決
の
仕
方

は
、
サ
ク
ソ
ン
人
の
ク
ル
デ
リ
ヒ
（C

hulderich

）
と
、
あ
る
所
で
言
い
争
い
に
な
る
が
、
そ
の
時
、
ク
ル
デ
リ
ヒ
の
召
使
い
に
槍
で
刺
し

殺
さ
れ
る
。

　
『
歴
史
十
巻
』
の
著
者
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
に
言
わ
せ
る
と
、
ア
ヴ
ス
の
死
は
、
多
く
の
無
辜
の
血
を
流
し
た
人
殺
し
に
対
す
る
神
の
報
復
と

言
え
る
も
の
な
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
ク
ル
デ
リ
ヒ
は
ア
ヴ
ス
の
息
子
に
こ
の
件
で
賠
償
金
を
支
払
っ
て
い
る
（II., S. 121

）。

⒅　

ユ
ダ
ヤ
人
ア
ル
メ
ン
タ
リ
ウ
ス
：
第
七
巻
二
三
（
五
八
〇
年
過
ぎ
の
話
）

　

ユ
ダ
ヤ
人
の
ア
ル
メ
ン
タ
リ
ウ
ス
（A

rm
entarius

）
は
、
前
のv

ヴ
ィ
カ
リ
ウ
ス

icarius

の）
₃₂
（

イ
ン
ユ
リ
オ
ス
ス
（Injuriosus

）
と
前
の
伯
エ
ウ
ノ
ミ
ウ

ス
（E

unom
ius

）
に
、
彼
ら
二
人
が
交
付
し
た
「
保
証
ウ
ワ
ク
ン
デ
︹
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
︺
の
履
行
を
求
め
て
（ad exegendas 

cautionis

）」（Z
w

eiter B
d., S. 118

）、
一
人
の
ユ
ダ
ヤ
教
信
徒
と
二
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
一
緒
に
ト
ゥ
ー
ル
︹
地
図
Ⅰ－

25
︺
に
や
っ

て
来
る
。
保
証
の
中
身
は
公
課
（tributum

 publicum

）
に
関
係
し
て
い
る
の
で
、
イ
ン
ユ
リ
オ
ス
ス
た
ち
は
、
何
ら
か
の
事
情
で
お
金

が
必
要
に
な
り
、
未
納
付
の
税
を
徴
収
し
そ
れ
で
返
却
す
る
と
の
保
証
を
与
え
て
ア
ル
メ
ン
タ
リ
ウ
ス
か
ら
借
金
を
し
た
の
で
は
な
い
か
、

と
推
測
さ
れ
て
い
る
（II., S. 537

）。

　

家
に
来
て
く
れ
れ
ば
全
額
を
支
払
い
贈
物
も
す
る
、
と
言
う
の
で
、
ア
ル
メ
ン
タ
リ
ウ
ス
は
イ
ン
ユ
リ
オ
ス
ス
の
家
を
訪
ね
る
の
だ
が
、

イ
ン
ユ
リ
オ
ス
ス
の
家
の
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
も
う
一
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
、
二
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
一
緒
に
殺
害
さ
れ
、
井
戸
に
投
げ
込
ま

れ
て
し
ま
う
。

　

事
件
の
噂
を
聞
い
た
ア
ル
メ
ン
タ
リ
ウ
ス
の
親
戚
の
者
た
ち
が
ト
ゥ
ー
ル
に
来
て
、
死
体
を
見
つ
け
井
戸
の
中
か
ら
引
き
揚
げ
る
。
し
か

し
、
イ
ン
ユ
リ
オ
ス
ス
は
こ
の
事
件
へ
の
関
与
を
完
全
否
定
す
る
。

　

ア
ル
メ
ン
タ
リ
ウ
ス
の
親
戚
の
者
た
ち
が
訴
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
後
、
イ
ン
ユ
リ
オ
ス
ス
は
出
廷
す
る
（P

ost haec in iuditio 

三
八
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venit

）。「
し
か
し
、
私
た
ち
が
す
で
に
述
べ
た
の
と
一
緒
で
、
イ
ン
ユ
リ
オ
ス
ス
は
強
固
に
完
全
否
認
し
た
し
、
イ
ン
ユ
リ
オ
ス
ス
に
責

め
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
を
何
一
つ
親
戚
の
者
た
ち
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
イ
ン
ユ
リ
オ
ス
ス
は
宣
誓
に
よ
っ
て

自
分
を
無
罪
に
す
る
よ
う
に
と
の
判
決
が
出
さ
れ
た
（sed cum

 fortiter, ut dixim
us, denegaret et hii non haberent, qualiter 

eum
 convincere possint, iudicatum

 est, ut se insontem
 redderet sacram

ento

）」（Z
w

eiter B
d., S. 120

）。

　
「
し
か
し
、
イ
ン
ユ
リ
オ
ス
ス
た
ち
は
こ
の
判
決
に
納
得
せ
ず
に
、
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
︹C

hildebert II., R

ラ

ン

ス

eim
s / M

メ

ス

etz, O

オ
ル
レ
ア
ン

rléans

を

本
拠
地
と
す
る
分
国
王
︹
図
１－

11
︺。
シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世
の
息
子
︺
の
座
す
裁
判
会
議
（placitum

）
に
訴
え
出
た
（Sed nec hoc his 

adquiescentibus, placitum
 in regis C

hildeberthi praesentiam
 posuerunt

）」（Z
w

eiter B
d., S. 120

）。
殺
害
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人

の
親
戚
た
ち
は
、
問
題
の
「
保
証
ウ
ワ
ク
ン
デ
」
な
ど
を
見
つ
け
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
ユ
ダ
ヤ
人
か
ら
お
金
を
借
り
て
い
た

別
の
人
間
が
こ
の
殺
人
に
関
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
噂
も
流
れ
た
。

　

イ
ン
ユ
リ
オ
ス
ス
は
国
王
の
裁
判
会
議
（placitum

）
に
出
廷
し
た
。「
そ
し
て
、
三
日
間
、
日
没
ま
で
法
廷
に
い
た
。
し
か
し
、
ア
ル

メ
ン
タ
リ
ウ
ス
の
親
戚
の
者
た
ち
は
来
な
か
っ
た
し
、
誰
か
ら
も
訴
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
家
に
戻
っ
た
（et per triduum

 usque 

occasum
 solis observavit. Sed cum

 hii non venissent neque de causa ab ullo interpellatus fuisset, ad propria rediit

）」

（Z
w

eiter B
d., S. 120

）。

⒆　

商
人
ク
リ
ス
ト
フ
ォ
ル
ウ
ス
：
第
七
巻
四
五
（
五
八
〇
年
過
ぎ
の
話
）

　

商
人
の
ク
リ
ス
ト
フ
ォ
ル
ウ
ス
（C

hristophorus

）
は
、
ブ
ド
ウ
酒
の
買
い
出
し
の
た
め
に
オ
ル
レ
ア
ン
︹
地
図
Ⅰ－

16
︺
へ
行
き
、

ブ
ド
ウ
酒
を
船
に
運
ん
だ
あ
と
、
義
父
か
ら
受
け
取
っ
た
大
金
を
持
っ
て
馬
に
乗
り
、
サ
ク
ソ
ン
人
で
あ
る
二
人
の
召
使
い
と
一
緒
に
道
を

進
ん
で
い
た
が
、
こ
の
二
人
の
召
使
い
は
主
人
を
嫌
っ
て
い
た
。
し
ば
し
ば
ひ
ど
く
鞭
で
打
た
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
主
人
の
も
と
を
逃
げ
出

三
九
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史
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し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

一
行
が
森
に
来
た
時
、
召
使
い
た
ち
は
主
人
を
殺
害
し
、
お
金
を
奪
っ
て
逃
げ
る
。
殺
さ
れ
た
ク
リ
ス
ト
フ
ォ
ル
ウ
ス
の
兄
弟
は
埋
葬
を

す
ま
せ
た
あ
と
、
加
害
者
の
二
人
を
手
の
者
に
追
わ
せ
、
一
人
だ
け
を
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
一
人
は
、
ト
ゥ
ー
ル
︹
地
図
Ⅰ－

25
︺
に
連
行
さ
れ
、
種
々
の
拷
問
に
か
け
ら
れ
、
切
断
さ
れ
、
絞
首
台
に
さ
ら
さ
れ
た
（II., S. 195

）。

⒇　

ト
ゥ
ー
ル
市
民
シ
カ
ル
：
第
七
巻
四
七
：
第
九
巻
一
九
（
五
八
五
年－

五
八
八
年
の
話
）

　

シ
カ
ル
（Sichar

）
を
め
ぐ
る
話
は
『
歴
史
十
巻
』
の
中
で
は
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
研
究
も
多
い
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、

以
下
紹
介
す
る
私
闘
をbella civilia
︹
市
民
た
ち
の
喧
嘩;

市
民
た
ち
の
戦い
く
さ争

と
訳
す
べ
き
か:Z

w
eiter B

d. S. 152

︺）
₃₃
（

、
と
呼
ん
で
い
る
。

　

ト
ゥ
ー
ル
︹
地
図
Ⅰ－

25
︺
の
あ
る
村
の
司
祭
が
ク
リ
ス
マ
ス
の
祝
賀
の
た
め
に
自
宅
に
幾
人
か
の
人
を
招
待
し
よ
う
と
し
て
召
使
い
を

行
か
せ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ア
ウ
ス
ト
レ
ギ
シ
ル
（A

ustregisil

）
は
司
祭
の
そ
う
し
た
使
い
で
来
た
召
使
い
を
な
ぜ
か
殺
害
す
る
。
こ
れ
を

知
っ
た
、
司
祭
と
親
し
か
っ
た
シ
カ
ル
は
報
復
の
た
め
に
武
装
し
て
、
ア
ウ
ス
ト
レ
ギ
シ
ル
を
教
会
で
待
つ
。
こ
の
こ
と
を
察
知
し
た
の
か
、

ア
ウ
ス
ト
レ
ギ
シ
ル
の
方
も
武
装
を
す
る
。
両
者
と
そ
の
手
の
者
た
ち
は
衝
突
す
る
。
シ
カ
ル
の
方
の
分
が
悪
く
な
り
、
シ
カ
ル
は
司
祭
の

家
に
金
や
銀
、
そ
の
他
の
品
物
と
手
の
者
四
人
を
残
し
た
ま
ま
逃
げ
る
の
だ
が
、
ア
ウ
ス
ト
レ
ギ
シ
ル
は
そ
の
四
人
を
殺
し
、
金
銀
な
ど
の

品
物
を
奪
う
。
シ
カ
ル
の
金
や
銀
な
ど
が
な
ぜ
司
祭
の
家
に
あ
っ
た
の
か
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　
「
両
者
は
、
そ
の
あ
と
、
市
民
た
ち
の
裁
判
集
会
で
会
い
（D

ehinc cum
 in iudicio civium

 convenissent

）」、
ア
ウ
ス
ト
レ
ギ
シ
ル

は
そ
こ
で
、
シ
カ
ル
の
手
の
者
た
ち
を
殺
害
し
、
裁
判
集
会
（audientia
）
を
経
ず
に
金
銀
な
ど
の
品
物
を
自
分
の
も
の
に
し
た
こ
と
で
、

「
法
定
の
罰
︹
を
科
す
と
︺
の
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
（censura legali condem

pnaretur

）、
そ
し
て
契
約
が
結
ば
れ
（inito placito

）」

（Z
w

eiter B
d., S. 154

）
る）
₃₄
（

。

四
〇
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し
か
し
、
そ
の
数
日
後
、
ア
ウ
ス
ト
レ
ギ
シ
ル
に
奪
わ
れ
た
品
々
を
、
ア
ウ
ノ
（A
uno

）
や
ア
ウ
ノ
の
息
子
、
ア
ウ
ノ
の
兄
弟
エ
ベ
ル

ル
フ
（E

berulf

）
が
保
管
し
て
い
る
と
聞
い
た
シ
カ
ル
は
、
契
約
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
、
夜
、
武
装
し
て
彼
ら
を
襲
撃
し
、
ア
ウ
ノ
、

ア
ウ
ノ
の
兄
弟
、
奴
隷
た
ち
を
殺
害
し
、
家
畜
な
ど
の
財
産
を
奪
う
。
ア
ウ
ノ
と
ア
ウ
ス
ト
レ
ギ
シ
ル
の
関
係
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　
『
歴
史
十
巻
』
の
著
者
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
た
ち
は
事
態
を
憂
慮
し
、iudex

と
連
携
し
、
使
い
を
両
当
事
者
の
も
と
へ
送
っ
て
出
頭
さ
せ
、

そ
こ
で
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
言
う
。「
願
わ
く
ば
、
平
和
を
求
め
よ；

神
ご
自
身
が
お
認
め
に
な
っ
て
、
神
の
国
に
受
け
入
れ
る
に
相
応
し

い
と
お
決
め
に
な
る
、
平
和
を
渇
望
す
る
子
供
た
ち
の
よ
う
に
、
神
の
深
い
慈
悲
が
変
わ
り
な
く
そ
の
者
の
下
に
あ
る
よ
う
に
、
悪
を
な
せ

る
者
は
償
い
を
し
な
さ
い
。⋮
⋮
。そ
れ
見
よ
！
責
め
の
帰
せ
ら
れ
る
者
が
資
力
に
欠
け
る
な
ら
ば
、教
会
の
銀
で
補
塡
さ
れ
る
の
で
あ
る；

そ
の
間
、
人
の
命
が
失
わ
れ
て
は
い
け
な
い
」（Z
w

eiter B
d., S. 154

）。

　

今
回
の
被
害
者
ア
ウ
ノ
の
側
の
、
出
頭
に
応
じ
た
当
事
者
は
、
ア
ウ
ノ
の
子
供
の
ク
ラ
ム
ネ
シ
ン
ト
（C

hram
nesind

）
た
ち
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
、
そ
も
そ
も
、
父
た
ち
の
死
に
対
す
る
補
償
︹
＝
賠
償
︺
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
か
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
差
し
出
し
た
、

教
会
の
銀
の
受
け
取
り
を
拒
ん
だ
。
考
え
を
変
え
て
、
力
で
報
復
を
す
る
こ
と
に
し
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
両
当
事
者
は
、「
市

民
の
裁
判
集
会
」
を
あ
と
に
す
る
。

　

シ
カ
ル
は
こ
の
件
で
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
︹
図
１－
11
︺
を
訪
れ
る
た
め
に
旅
の
準
備
に
か
か
る
が
、
そ
こ
で
、
自
分
の
奴
隷
と
暴
力
沙

汰
に
な
り
、
傷
を
負
う
。
こ
の
事
件
が
、
シ
カ
ル
は
死
ん
だ
、
と
い
う
噂
の
原
因
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
噂
を
聞
い
て
シ
カ
ル
は
死
ん

だ
と
思
い
込
ん
だ
ク
ラ
ム
ネ
シ
ン
ト
は
親
戚
た
ち
と
一
緒
に
シ
カ
ル
の
家
を
襲
い
、
火
を
放
ち
、
殺
し
、
略
奪
す
る
。

　

両
当
事
者
は
、iudex

た
ち
に
よ
っ
て
再
び
市
の
裁
判
集
会
に
召
喚
さ
れ
、
ク
ラ
ム
ネ
シ
ン
ト
は
以
前
受
け
取
り
を
拒
ん
だ
賠
償
金

（com
positio

）の
半
分
を
失
い
、シ
カ
ル
は
残
り
の
半
分
を
支
払
う
よ
う
に
と
の
判
決
が
出
さ
れ
る（inventum

 est

）。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、

ク
ラ
ム
ネ
シ
ン
ト
に
対
す
る
こ
の
判
決
は
法
に
反
す
る（contra legis

）も
の
だ
が
、
和
を
結
ぶ
こ
と（pacificus – F

rieden schließ
end

）

四
一
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史
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が
再
度
実
現
さ
れ
る
た
め
に
そ
う
し
た
の
だ
、
と
説
明
し
て
い
る
（Z

w
eiter B

d., S. 156 ; II., S. 195－
199

）。

　

こ
の
あ
と
、
な
ぜ
か
両
当
事
者
は
大
変
親
し
く
な
る
の
だ
が
、
し
か
し
、
対
立
が
再
燃
す
る
。
シ
カ
ル
は
ク
ラ
ム
ネ
シ
ン
ト
の
家
に
招
待

さ
れ
、
酒
の
勢
い
も
あ
っ
て
、
ク
ラ
ム
ネ
シ
ン
ト
に
悪
態
を
つ
き
、
自
分
が
払
っ
た
賠
償
金
で
大
金
持
ち
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
ク
ラ
ム
ネ

シ
ン
ト
の
父
親
等
を
自
分
が
殺
害
し
た
こ
と
に
感
謝
す
べ
き
だ
な
ど
と
言
っ
て
し
ま
う
。
ク
ラ
ム
ネ
シ
ン
ト
は
、
こ
こ
ま
で
言
わ
れ
て
報
復

を
し
な
け
れ
ば
名
折
れ
で
あ
る
、
と
考
え
、
シ
カ
ル
を
殺
害
す
る
。

　

そ
の
あ
と
、
ク
ラ
ム
ネ
シ
ン
ト
は
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
命
乞
い
を
す
る
。
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
の
も
と
に
身
を
寄
せ

て
い
る
ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ）
₃₅
（

は
、
シ
カ
ル
の
保
護
者
で
あ
っ
た
の
で
、
ク
ラ
ム
ネ
シ
ン
ト
に
厳
し
い
態
度
を
と
る
。
あ
れ
こ
れ
の
こ
と
が
あ
っ
て

か
ら
、
ク
ラ
ム
ネ
シ
ン
ト
は
も
う
一
度
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
の
も
と
に
行
く
が
、
そ
こ
で
、
ク
ラ
ム
ネ
シ
ン
ト
は
、「
シ
カ
ル
が
ク
ラ
ム
ネ

シ
ン
ト
を
襲
っ
た
の
で
、
ク
ラ
ム
ネ
シ
ン
ト
は
シ
カ
ル
を
殺
害
し
た
の
で
あ
る
と
判
決
さ
れ
た
（iudicatum

que est ei, ut convinceret 

super se eum
 interfecisse

）」（Z
w

eiter B
d., S. 258

）。
つ
ま
り
、
正
当
防
衛
の
た
め
の
殺
人
な
の
で
無
罪
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ
は
ク
ラ
ム
ネ
シ
ン
ト
の
財
産
を
没
収
す
る
な
ど
の
行
為
に
出
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、「
ク
ラ
ム
ネ
シ
ン
ト
は
何
人
に
よ

っ
て
も
侵
害
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
書
か
れ
た
、
ア
ギ
ヌ
ス
（A

ginus

）
の
手
紙
を
ク
ラ
ム
ネ
シ
ン
ト
は
も
ら
い
、
没
収
さ
れ
た
財
産

を
返
却
さ
れ
る
（Z

w
eiter B

d., S. 258 , 259；
II., S. 327

）。
ア
ギ
ヌ
ス
つ
い
て
は
、dux

で
あ
る
と
か
、
地
名
だ
と
い
う
理
解
も
あ
る

よ
う
で
（II., S. 560

）、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

�　

修
道
院
長
ダ
グ
ル
フ
：
第
八
巻
一
九
（
五
八
〇
年
過
ぎ
の
話
）

　

修
道
院
長
ダ
グ
ル
フ
（D

agulf

）
は
身
持
ち
が
悪
く
、
隣
人
の
妻
と
肉
体
関
係
を
結
び
、
そ
の
妻
の
夫
を
殺
そ
う
と
機
会
を
窺
う
よ
う
な

人
物
で
あ
っ
た
。
ダ
グ
ル
フ
は
あ
る
日
、
そ
の
妻
の
夫
か
ら
自
分
の
妻
に
近
づ
い
た
ら
懲
ら
し
め
る
（puniretur－

punire；
Z

w
eiter 

四
二
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B
d., S. 186

）、
と
警
告
さ
れ
る
が
、
懲
り
ず
に
、
そ
の
あ
と
そ
の
女
性
と
一
つ
の
寝
床
に
い
る
時
、
夫
は
二
人
を
両
刃
の
剣）
₃₆
（

で
殺
害
す
る
。

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、
こ
の
件
で
、
教
会
の
法
規
を
守
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
（II., S. 238－

239

）。

�　

二
人
の
聖
職
者
：
第
八
巻
二
九
（
五
八
〇
年
過
ぎ
の
話
）

　

故
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
︹
図
１－

９
︺
の
妻
フ
レ
デ
グ
ン
デ
は
、
自
分
の
敵
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ
（
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世

︹
図
１－

11
︺
の
母
で
シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世
︹
図
１－

８
︺
の
妻
）
を
自
分
の
前
に
ひ
れ
伏
さ
せ
る
た
め
に
、
ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ
を
保
護
し
て
い

る
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
の
暗
殺
を
企
み
、
毒
を
塗
っ
た
二
本
の
短
刀
を
持
た
せ
て
二
人
の
聖
職
者
を
物
乞
い
に
仕
立
て
て
送
る
。
ヒ
ル
デ
ベ

ル
ト
二
世
暗
殺
が
難
し
け
れ
ば
、
ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ
を
殺
せ
、
と
命
令
す
る
。

　

二
人
の
聖
職
者
は
ソ
ワ
ソ
ン
︹
地
図
Ⅰ－

23
︺
でdux

の
ラ
ウ
キ
ン
グ
（R

auching

）
に
捕
ら
え
ら
れ
、
計
画
を
自
白
さ
せ
ら
れ
る
。

フ
レ
デ
グ
ン
デ
は
そ
れ
と
は
知
ら
ず
、
首
尾
を
知
り
た
く
て
、
様
子
を
探
る
た
め
に
召
使
い
を
送
る
。
し
か
し
、
そ
の
召
使
い
も
捕
ら
え
ら

れ
、
二
名
の
聖
職
者
と
一
緒
に
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
の
も
と
に
送
ら
れ
、
拷
問
に
か
け
ら
れ
、
手
、
耳
、
鼻
を
切
り
取
ら
れ
、
殺
さ
れ
る
（II., 

S. 251

）。

�　

悪
人
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
：
第
八
巻
四
〇
（
五
八
〇
年
過
ぎ
の
話
）

　

奸
計
に
た
け
た
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
（P

elagius

）
と
い
う
名
前
の
男
が
ト
ゥ
ー
ル
︹
地
図
Ⅰ－

25
︺
に
い
て
、
分
国
王
の
種
馬
の
監
視
役
で
あ

っ
た
た
め
か
、
相
手
がiudex

で
あ
っ
て
も
恐
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
盗
み
や
略
奪
な
ど
の
悪
事
を
し
た
い
放
題
し
て
い

た
。『
歴
史
十
巻
』
の
著
者
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
し
ば
し
ば
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
を
呼
び
出
し
て
悪
事
を
止
め
る
よ
う
諭
す
が
聞
き
入
れ
な
い
。
グ
レ

ゴ
リ
ウ
ス
を
逆
に
逆
恨
み
し
、
教
会
の
聖
職
者
た
ち
を
襲
っ
た
。

四
三
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史
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あ
る
日
、
あ
る
食
べ
物
の
入
っ
た
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
た
ち
用
の
壺
が
運
ば
れ
て
い
る
途
中
で
、
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
は
そ
の
壺
を
奪
っ
た
。
そ
の

た
め
に
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
を
「
キ
リ
ス
ト
者
の
共
同
体
」
か
ら
追
放
し
た
。
と
こ
ろ
が
、「
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
は
一
二
人
の
人

び
と
を
選
び
、
こ
の
悪
事
︹
を
し
て
は
い
な
い
こ
と
︺
を
偽
宣
誓
︹
し
て
雪
冤
︺
す
る
た
め
に
や
っ
て
来
た
（A

t ille, electis duodecem
 

viris, ut hoc scelus periuraret, advenit

）」（Z
w

eiter B
d., S. 218

）。

　

理
由
が
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
や
市
民
た
ち
は
一
二
人
の
者
た
ち
が
宣
誓
す
る
こ
と
を
拒
み
、
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
だ
け
が

宣
誓
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。
結
局
、
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
だ
け
が
宣
誓
を
し
、「
キ
リ
ス
ト
者
の
共
同
体
」
か
ら
の
追
放
が
解
か
れ
る
。

　

そ
の
あ
と
も
、
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
は
自
分
の
牧
草
地
と
境
を
接
す
る
修
道
女
た
ち
の
牧
草
地
を
荒
ら
す
こ
と
を
し
た
。
そ
の
三
日
後
、
ペ
ラ
ギ

ウ
ス
は
熱
病
で
死
ぬ
。
問
題
の
壺
は
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
の
倉
庫
か
ら
見
つ
か
る
。
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
自
身
が
聖
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
聖
堂
に
生
前
に
用
意
し

て
い
た
墓
は
破
壊
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
聖
堂
の
玄
関
に
葬
ら
れ
る
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
の
死
を
、
マ
リ
ア
が
、
偽
宣
誓

に
対
し
て
与
え
た
罰
だ
、
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（II., S. 275－

277

）。

�　

dux

ア
マ
ロ
：
第
九
巻
二
七
（
五
八
〇
年
過
ぎ
の
話
）

　

dux

で
あ
る
ア
マ
ロ
（A

m
alo

）
は
、
妻
の
不
在
中
に
自
由
人
の
娘
に
一
目
惚
れ
し
、
召
使
い
を
や
っ
て
無
理
や
り
に
連
れ
て
来
さ
せ
る
。

召
使
い
や
ア
マ
ロ
は
、
抵
抗
す
る
娘
に
暴
力
を
加
え
た
。
ア
マ
ロ
に
手
籠
め
に
さ
れ
た
娘
は
剣
を
見
つ
け
、
眠
り
込
ん
で
い
る
ア
マ
ロ
に
瀕

死
の
重
傷
を
負
わ
せ
る
。

　

ア
マ
ロ
の
叫
び
声
を
聞
き
駆
け
つ
け
た
召
使
い
た
ち
が
娘
を
殺
そ
う
と
す
る
が
、
ア
マ
ロ
は
、
娘
に
無
理
強
い
を
し
た
自
分
に
非
が
あ
る
、

娘
は
純
潔
を
守
ろ
う
と
し
た
だ
け
な
の
だ
か
ら
殺
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
言
っ
て
息
を
引
き
取
る
。

　

ア
マ
ロ
の
家
の
者
が
悲
し
ん
で
い
る
最
中
に
、
娘
はC

シ
ャ
ロ
ン

halon

︹
地
図
Ⅰ－

６
︺
に
あ
る
聖
マ
ル
ケ
ル
ル
ス
（M

arcellus

）
聖
堂
に
逃
げ

四
四
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込
み
、
そ
の
あ
と
、
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
に
事
の
い
き
さ
つ
を
話
す
機
会
を
得
る
。
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
は
、「︹
助
命
し
た
︺
そ
の
上
に
、

こ
の
娘
が
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
の
保
護
の
も
と
に
置
か
れ
、
何
時
如
何
な
る
時
で
あ
れ
か
の
死
者
の
い
ず
れ
の
近
親
者
に
よ
っ
て
も
危
害
を
加
え

ら
れ
な
い
よ
う
に
、
国
王
ウ
ワ
ク
ン
デ
を
与
え
る
こ
と
を
命
じ
た
（verum

 etiam
 praeceptionem

 tribui iussit, ut, in verbo suo 

posita, a nullo um
quam

 parentum
 defuncti illius in aliquo m

olestiam
 patiretur

）」（Z
w

eiter B
d., S. 276

）。

�　

シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世
の
孫
娘
ベ
ル
テ
グ
ン
デ
：
第
九
巻
三
三
（
五
八
〇
年
過
ぎ
の
話
）

　

シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世
と
側
室
と
の
間
の
娘
イ
ン
ゴ
ト
ル
デ
（Ingotrude

）
と
そ
の
イ
ン
ゴ
ト
ル
デ
の
娘
ベ
ル
テ
グ
ン
デ
（B

erthegunde

）

は
長
く
諍
い
を
続
け
て
い
た
。
こ
の
諍
い
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
の
が
、
イ
ン
ゴ
ト
ル
デ
に
は
息
子
で
ベ
ル
テ
グ
ン
デ
に
は
兄
の
司
教
ベ
ル

ト
ラ
ム
（B

erthram
n

、
ボ
ル
ド
ー
︹
地
図
Ⅱ－

５
︺
の
司
教
）
や
ま
た
ベ
ル
テ
グ
ン
デ
の
夫
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
諍
い
の
最
中
に
司
教
ベ
ル
ト
ラ
ム
が
死
亡
す
る
の
だ
が
、
そ
の
た
め
に
、
争
い
事
が
も
う
一
つ
増
え
る
。
相
続
争
い
で
あ
る
。
母
に

は
夫
、
娘
に
は
父
親
で
あ
る
人
物
は
す
で
に
他
界
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
遺
産
全
て
に
対
し
て
相
続
資
格
を
持
つ
の
は
サ
リ
カ
法
典
の
次

の
規
定
に
よ
り
司
教
ベ
ル
ト
ラ
ム
で
あ
っ
た
。「︹
第
五
�
章
第
一
法
文
︺
誰
か
が
死
し
て
子
息
を
（filios

）
遺
さ
ざ
り
し
場
合
、
彼
の
母

が
な
ほ
生
存
す
る
と
き
は
、
彼
女
が
相
賡
財
産
を
承
繼
す
べ
し
」）
₃₇
（

。

　

司
教
ベ
ル
ト
ラ
ム
が
す
で
に
他
界
し
て
い
る
父
親
の
遺
産
を
実
際
に
相
続
し
管
理
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
し
か
し
、

サ
リ
カ
法
典
の
規
定
に
従
え
ば
、
彼
以
外
の
誰
も
遺
産
に
対
し
て
発
言
権
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
司
教
ベ
ル
ト
ラ
ム
は
イ

ン
ゴ
ト
ル
デ
に
は
息
子
、
ベ
ル
テ
グ
ン
デ
に
は
兄
で
あ
る
。
そ
の
ベ
ル
ト
ラ
ム
が
「
子
息
」
を
遺
さ
ず
に
死
亡
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
サ
リ

カ
法
典
の
規
定
で
は
、
司
教
ベ
ル
ト
ラ
ム
の
財
産
、
す
な
わ
ち
出
処
に
遡
っ
て
言
え
ば
、
イ
ン
ゴ
ト
ル
デ
に
は
夫
で
あ
り
ベ
ル
テ
グ
ン
デ
に

は
父
で
あ
る
人
物
の
財
産
の
唯
一
の
相
続
資
格
者
は
イ
ン
ゴ
ト
ル
デ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

四
五
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ベ
ル
テ
グ
ン
デ
は
イ
ン
ゴ
ト
ル
デ
に
対
し
て
、
こ
れ
と
こ
れ
は
兄
の
司
教
ベ
ル
ト
ラ
ム
か
ら
生
前
に
贈
与
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
か
ら
自
分

の
も
の
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
母
は
、
こ
の
生
前
贈
与
の
事
実
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
母
は
、
あ
と
で
反
省
を
す
る

の
で
は
あ
る
が
、
娘
の
住
ま
い
を
破
壊
し
私
財
を
奪
っ
た
り
も
す
る
。

　

争
い
は
、
ベ
ル
テ
グ
ン
デ
に
は
叔
父
に
あ
た
る
分
国
王
グ
ン
ト
ラ
ム
の
も
と
に
持
ち
出
さ
れ
る
。
彼
は
、『
歴
史
十
巻
』
の
著
者
グ
レ
ゴ

リ
ウ
ス
に
た
び
た
び
手
紙
を
書
き
、
二
人
を
仲
直
り
さ
せ
て
ほ
し
い
と
頼
む
。
両
者
は
、
ト
ゥ
ー
ル
︹
地
図
Ⅰ－

25
︺
で
の
裁
判
集
会

（iudicium

）
に
こ
の
件
で
出
廷
す
る
が
、
事
態
は
好
転
し
な
か
っ
た
。

　

母
は
、
娘
を
相
続
か
ら
排
除
し
よ
う
と
、
分
国
王
グ
ン
ト
ラ
ム
の
も
と
を
訪
れ
る
が
、
四
分
の
一
を
娘
に
渡
し
、
四
分
の
三
を
相
続
す
る

よ
う
に
、
と
の
「
決
定
が
イ
ン
ゴ
ト
ル
デ
に
出
さ
れ
た
（iudicatum

 est ei

）」（Z
w

eiter B
d., S. 288

）。

　

か
つ
て
は
シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世
の
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ー
ル
︹
＝
国
王
に
対
す
る
上
奏
権
を
持
つ
、
俗
人
の
宮
廷
高
官
︺
で
今
は
聖
職
者
の
テ
ウ

タ
ー
ル
（T

heuthar

）
が
国
王
の
命
令
（im

perium

）
に
従
い
遺
産
分
割
を
実
行
す
る
た
め
に
出
か
け
る
が
、娘
の
抵
抗
で
出
来
な
か
っ
た
。

争
い
も
収
ま
ら
な
か
っ
た
（II., S. 363－

364
）。

�　

ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
の
妻
フ
ァ
イ
レ
ウ
バ
：
第
九
巻
三
八
（
五
八
〇
年
過
ぎ
の
話
）

　

ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
の
妻
フ
ァ
イ
レ
ウ
バ
（F

aileuba

）
は
誕
生
し
た
子
供
を
直
ぐ
に
亡
く
し
た
こ
と
で
病
気
に
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、

そ
の
耳
に
情
報
が
届
く
。
そ
れ
は
、
夫
の
母
ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ
と
自
分
を
追
い
出
し
て
、
夫
に
別
の
婦
人
を
あ
て
が
い
、
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世

を
言
い
成
り
に
し
よ
う
、
も
し
言
い
成
り
に
な
ら
な
け
れ
ば
魔
術
（m

aleficus

）
で
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
を
殺
し
て
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世

の
息
子
を
王
に
し
、
分
国
を
支
配
し
よ
う
と
言
っ
て
い
る
者
た
ち
が
い
る
、
そ
れ
はM
マ
ル
シ
ャ
ル

arschall

の）
₃₈
（

ス
ン
ネ
ギ
シ
ル
（Sunnegisil

）、
レ
フ

ェ
レ
ン
ダ
ー
ル
の
ガ
ロ
マ
グ
ヌ
ス
（G

allom
agnus

）、
王
子
養
育
係
の
女
性
セ
プ
テ
ィ
ミ
ナ
（Septim

ina

）
と
彼
女
を
補
助
す
る
女
性
ド

四
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ロ
ク
ト
ゥ
ル
フ
（D

roctulf

）
だ
、
と
い
う
情
報
で
あ
る
。

　

セ
プ
テ
ィ
ミ
ナ
と
ド
ロ
ク
ト
ゥ
ル
フ
は
捕
ら
え
ら
れ
て
拷
問
に
か
け
ら
れ
、
自
白
す
る
。
セ
プ
テ
ィ
ミ
ナ
は
ド
ロ
ク
ト
ゥ
ル
フ
と
寝
台
を

共
に
し
た
く
て
自
分
の
夫
を
魔
術
で
殺
し
た
、
と
も
自
白
す
る
。

　

情
報
を
知
り
な
が
ら
報
告
し
な
か
っ
た
こ
と
に
気
が
と
が
め
て
か
、
教
会
に
逃
げ
込
ん
だ
ス
ン
ネ
ギ
シ
ル
、
ガ
ロ
マ
グ
ヌ
ス
の
と
こ
ろ
に

ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
は
出
か
け
て
行
っ
て
、「
お
ま
え
た
ち
に
向
け
ら
れ
て
い
る
非
難
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
真
実
な
の
か
偽
り
な
の
か
を
余

は
確
か
め
る
の
で
、
裁
判
集
会
に
出
て
来
い
（E

grediem
ini in iudicio, ut cognoscam

us de his quae vobis obiciuntur, si vera 

sunt an falsa

）」（Z
w

eiter B
d., S. 294

）
と
言
う
。
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
は
続
け
て
、
お
ま
え
た
ち
は
気
が
と
が
め
た
か
ら
教
会
に
隠
れ

た
の
だ
ろ
う
、
だ
が
、
お
ま
え
た
ち
に
責
め
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
お
ま
え
た
ち
の
命
は
保
証
す
る
、「
余
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
な
の
で
、
例

え
罪
人
（crim

inosus

）
た
ち
で
さ
え
も
、彼
ら
が
教
会
か
ら
連
れ
出
さ
れ
た
時
は
、彼
ら
を
殺
す
の
は
罪
（nefas

）
だ
か
ら
だ
」（Z

w
eiter 

B
d., S. 294

）、
と
言
う
。

　

二
人
は
裁
判
集
会
に
出
て
、
セ
プ
テ
ィ
ミ
ナ
と
ド
ロ
ク
ト
ゥ
ル
フ
か
ら
計
画
を
聞
い
た
が
、
自
分
た
ち
は
そ
の
計
画
を
非
難
し
決
し
て
加

担
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
は
、
聞
い
た
計
画
を
知
ら
せ
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
本

当
の
と
こ
ろ
は
こ
の
計
画
に
同
意
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
追
及
す
る
。
そ
の
あ
と
、
二
人
は
教
会
に
戻
さ
れ
る
が
、
国
庫
か
ら
得
て

い
た
財
産
は
没
収
さ
れ
て
、「
追
放
さ
れ
る
（in exilio retruduntur

）」（Z
w

eiter B
d., S. 296

）。
こ
の
追
放
は
や
が
て
解
か
れ
る
が
、

持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
は
私
財
だ
け
で
あ
っ
た
（II., S. 369－

373
）。

�　

東
ロ
ー
マ
皇
帝
：
第
十
巻
二
、
四；

第
九
巻
二
五
（
五
八
〇
年
過
ぎ
の
話
）

　

ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
は
、
東
ロ
ー
マ
皇
帝
マ
ウ
リ
キ
ウ
ス
（M

auricius

）
に
自
分
の
考
え
を
伝
え
さ
せ
る
た
め
に
グ
リ
ポ
（G

ripo

）
ほ

四
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か
二
名
を
使
者
と
し
て
派
遣
す
る
。
そ
の
考
え
と
は
、
イ
タ
リ
ア
に
い
る
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ト
族
に
戦
い
を
し
か
け
、
皇
帝
の
了
解
を
得
て
、
ラ

ン
ゴ
バ
ル
ト
族
を
イ
タ
リ
ア
か
ら
追
い
出
す
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
（II., S. 347

）。

　

使
者
た
ち
が
、
東
ロ
ー
マ
へ
向
か
う
途
上
、
ア
フ
リ
カ
の
、
そ
の
時
点
で
は
東
ロ
ー
マ
皇
帝
の
支
配
下
に
あ
る
カ
ル
タ
ゴ
に
い
た
時
、
使

者
の
一
人
エ
ヴ
ァ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
（E

vantinus

）
の
召
使
い
が
悪
事
を
働
き
、
あ
る
商
人
か
ら
商
品
を
奪
っ
て
宿
舎
に
戻
る
。
商
人
は
追
い

か
け
て
来
て
商
品
の
返
却
を
迫
る
が
、
召
使
い
は
返
さ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
召
使
い
は
し
つ
こ
く
返
却
を
迫
る
商
人
を
切
り
殺
す
。
こ
の

こ
と
が
カ
ル
タ
ゴ
の
総
督
（senior

）
の
も
と
に
伝
え
ら
れ
る
と
、
総
督
は
兵
士
や
武
装
で
き
る
市
民
た
ち
と
一
緒
に
宿
舎
に
向
か
う
。

　

昼
寝
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
使
者
た
ち
は
寝
て
い
た
と
こ
ろ
を
た
た
き
起
こ
さ
れ
、
殺
人
に
つ
い
て
取
調
べ
を
す
る
の
で
武
器
を

持
た
ず
に
出
頭
せ
よ
、と
命
令
さ
れ
る
。使
者
た
ち
は
召
使
い
が
し
た
こ
と
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。使
者
た
ち
は
身
の
安
全
の
保
証（fides

）

を
求
め
、
そ
れ
が
約
束
さ
れ
た
の
で
外
に
出
た
。
と
こ
ろ
が
、
激
情
に
か
ら
れ
て
い
る
相
手
方
は
、
使
者
の
エ
ヴ
ァ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
、
ボ
デ
ェ

ギ
シ
ル
（B

odegisil

）
が
宿
舎
を
出
た
途
端
に
そ
の
二
人
を
殺
し
て
し
ま
う
。
生
き
残
っ
た
グ
リ
ポ
は
、
こ
の
事
件
は
東
ロ
ー
マ
皇
帝
と

我
ら
が
国
王
と
の
間
の
友
好
関
係
（pax

）
を
破
壊
す
る
も
の
だ
等
々
激
し
く
抗
議
し
、
事
態
は
取
り
敢
え
ず
収
束
す
る
。

　

東
ロ
ー
マ
皇
帝
に
謁
見
し
た
グ
リ
ポ
は
、
本
来
の
事
に
加
え
て
こ
の
事
件
を
皇
帝
に
伝
え
る
。
皇
帝
は
、「
国
王
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
の
裁
判

集
会
（iudicium

）
が
宣
告
す
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
二
人
の
使
者
の
死
に
つ
い
て
罰
す
る
こ
と
（ulcisci

）
を
約
束
し
た
」（Z

w
eiter B

d., 

S. 330

）。

　

そ
の
あ
と
、
皇
帝
は
、
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
の
も
と
に
カ
ル
タ
ゴ
事
件
の
関
係
者
一
二
人
を
、
手
を
縛
り
鎖
を
付
け
、
次
の
条
件
で
送
っ

て
く
る
。「
も
し
貴
下
︹
＝
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
︺
が
こ
れ
ら
の
者
た
ち
を
殺
す
こ
と
を
望
む
な
ら
ば
、
貴
下
は
そ
う
し
て
も
よ
い
し
、
し

か
し
、
も
し
、
身
代
金
を
取
っ
て
自
由
の
身
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
（ad redim

endum

）
そ
れ
ら
の
者
た
ち
を
解
放
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

一
人
に
つ
き
金
貨
三
百
を
受
け
取
り
、
事
を
収
め
る
。
し
た
が
っ
て
、
貴
下
は
よ
い
と
思
う
方
を
選
び
、
そ
し
て
そ
う
す
る
こ
と
で
疑
い
も

四
八
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な
く
、
憎
悪
は
静
め
ら
れ
、
争
い
の
ど
の
よ
う
な
口
実
も
両
者
間
で
設
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
す
る
」（Z

w
eiter B

d., S. 334

））
₃₉
（

。

　

し
か
し
、
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
は
、
こ
れ
等
一
二
人
が
真
の
加
害
者
な
の
か
否
か
・
カ
ル
タ
ゴ
で
殺
害
さ
れ
た
二
人
の
使
者
は
自
由
人
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
一
二
人
が
自
由
人
な
の
か
奴
隷
な
の
か
の
確
認
が
出
来
な
い
、
と
発
言
す
る
。
生
き
残
っ
た
被
害
者
グ
リ
ポ
も
、
自
分
た

ち
は
二
千
人
、
三
千
人
の
人
間
に
襲
わ
れ
た
・
現
地
に
行
け
ば
自
分
は
襲
撃
者
を
識
別
で
き
る
・
東
ロ
ー
マ
皇
帝
が
我
が
君
と
の
友
好
関
係

（pax

）
を
保
ち
た
い
の
な
ら
ば
そ
れ
ら
の
人
間
に
対
し
て
罰
（ultio

）
を
加
え
さ
せ
る
べ
き
だ
、
と
発
言
す
る
。「
か
く
し
て
、
国
王
は
、

余
は
あ
と
で
皇
帝
に
こ
れ
ら
の
事
を
手
紙
で
知
ら
せ
る
・
余
は
一
二
人
の
者
等
を
追
放
す
る
こ
と
を
命
じ
る
、
と
裁
判
会
議
（placitum

）

で
表
明
し
た
（E

t sic dato rex placito, ut post eos ad im
peratorem

 dirigeret, ipsos abscidere iubet

）」（Z
w

eiter B
d., S. 

336

）。

�　

vicarius

ア
ニ
モ
ド
：
第
十
巻
五
（
五
八
〇
年
過
ぎ
の
話
）

　

か
つ
て
、
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
のM

マ
ル
シ
ャ
ル

arschall
で
あ
っ
た
ク
ッ
パ
（C

huppa

）
は
ト
ゥ
ー
ル
︹
地
図
Ⅰ－

25
︺
で
家
畜
な
ど
の
略
奪
を

す
る
が
、
あ
ら
か
じ
め
情
報
を
掴
ん
で
い
た
住
民
た
ち
に
追
わ
れ
、
ク
ッ
パ
の
召
使
い
二
人
は
殺
さ
れ
、
二
人
は
捕
縛
さ
れ
て
ヒ
ル
デ
ベ
ル

ト
二
世
の
も
と
に
送
ら
れ
る
。
ク
ッ
パ
は
逃
げ
た
。

　

ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
は
、
ク
ッ
パ
は
誰
の
助
け
で
追
手
か
ら
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
を
、
捕
ら
え
た
召
使
い
に
尋
問
す
る
こ
と

（interrogare

）
を
命
じ
た
と
こ
ろ
、「
裁
判
権
力
に
よ
っ
て
こ
の
地
域
を
統
べ
て
い
た
（qui pagum

 illum
 iudiciaria regebat 

potestate

）、vicarius

の
ア
ニ
モ
ド
（A

nim
od

）
の
策
略
で
そ
れ
が
出
来
た
」（Z

w
eiter B

d., S. 336

）、
と
召
使
い
た
ち
は
答
え
る
。

　

ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
は
ア
ニ
モ
ド
を
自
分
の
も
と
に
連
行
す
る
よ
う
伯
に
命
じ
、抵
抗
す
る
場
合
に
は
殺
す
よ
う
に
指
示
す
る
。
し
か
し
、

ア
ニ
モ
ド
は
保
証
人
（fideiussor

）
た
ち
を
差
し
出
し
、dom

esticus

）
₄₀
（

の
フ
ラ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
（F

lavianus

）
の
と
こ
ろ
に
出
頭
し
た
。
そ

四
九
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し
て
、「
連
れ
の
者
た
ち
共
々
法
廷
に
召
喚
さ
れ
た
が
、
責
め
の
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
フ
ラ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
と
の
和
解
が
な
さ
れ
、

自
宅
に
戻
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
前
に
、
か
のdom

esticus

に
贈
物
が
さ
れ
た
（, causatus cum

 socio 

nec noxialis inventus, pacificatus cum
 eodem

, redire ad propria iussut est, datis tam
en dom

estico illi m
unera prius

）」

（Z
w

eiter B
d., S. 336

）。

　

ク
ッ
パ
は
そ
の
後
ま
た
悪
事
を
す
る
が
失
敗
を
し
、
大
恥
を
か
か
さ
れ
る
（II., S. 425

）。

�　

伯
の
妻
テ
ト
ラ
デ
ィ
ア
：
第
十
巻
八
（
五
八
〇
年
過
ぎ
の
話
）

　

ク
レ
ル
モ
ン
︹
地
図
Ⅱ－

９
︺、J
ジ
ャ
ヴ
ォ
ル

avols

（
地
図
Ⅱ－

10
）、R

ロ
デ
ー
ズ

hodez

（
地
図
Ⅱ－

20
）
の
接
す
る
と
こ
ろ
で
、
司
教
教
会
会
議
（sinodus

　

episcoporum

）
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
テ
ト
ラ
デ
ィ
ア
（Tetradia

）
を
被
告
と
す
る
事
件
を
審
理
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　

テ
ト
ラ
デ
ィ
ア
は
伯
エ
ウ
ラ
リ
ウ
ス
（E

ulalius

）
の
妻
で
あ
っ
た
。
エ
ウ
ラ
リ
ウ
ス
は
女
性
関
係
が
乱
れ
て
い
る
上
に
、
妻
を
い
じ
め

た
り
、
母
親
殺
し
の
疑
い
を
掛
け
ら
れ
る
な
ど
素
行
の
悪
い
人
間
で
あ
っ
た
。
こ
の
不
遇
の
人
妻
テ
ト
ラ
デ
ィ
ア
と
の
結
婚
を
望
ん
だ
の
が

エ
ウ
ラ
リ
ウ
ス
の
甥
で
、
彼
は
、
エ
ウ
ラ
リ
ウ
ス
が
王
の
も
と
に
行
き
不
在
で
あ
る
間
に
、
取
り
敢
え
ず
テ
ト
ラ
デ
ィ
ア
を
デ
シ
デ
リ
ウ
ス

（D
esiderius

）
な
る
人
物
の
と
こ
ろ
に
逃
が
す
。
そ
の
際
、
テ
ト
ラ
デ
ィ
ア
は
、
夫
エ
ウ
ラ
リ
ウ
ス
の
財
産
で
あ
る
金
銀
な
ど
を
運
べ
る

だ
け
持
ち
出
す
。

　

帰
宅
し
た
エ
ウ
ラ
リ
ウ
ス
は
事
態
を
知
り
、
甥
を
殺
害
す
る
。
逃
げ
た
テ
ト
ラ
デ
ィ
ア
は
、
逃
げ
た
先
の
デ
シ
デ
リ
ウ
ス
の
妻
に
お
さ
ま

る
。
エ
ウ
ラ
リ
ウ
ス
は
別
の
女
性
を
連
れ
込
み
、
ま
た
殺
人
を
重
ね
る
な
ど
悪
事
を
続
け
る
。

　

こ
の
エ
ウ
ラ
リ
ウ
ス
が
テ
ト
ラ
デ
ィ
ア
を
訴
え
（E

ulalius contra eam
 causaturus

）、
事
例
⒇
で
名
前
が
出
て
い
る
ア
ギ
ヌ
ス
が
テ

ト
ラ
デ
ィ
ア
を
代
理
し
、司
教
た
ち
や
貴
顕
の
人
士
た
ち
（viri m

agnifici

）
が
集
合
し
て
開
か
れ
た
の
が
冒
頭
の
司
教
教
会
会
議
で
あ
る
。

五
〇
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そ
こ
で
、
エ
ウ
ラ
リ
ウ
ス
は
テ
ト
ラ
デ
ィ
ア
に
、
彼
女
が
持
ち
出
し
た
財
産
の
返
還
を
求
め
て
い
る
。

司
教
教
会
会
議
は
、
テ
ト
ラ
デ
ィ
ア
が
デ
シ
デ
リ
ウ
ス
の
も
と
へ
発
つ
と
き
、
エ
ウ
ラ
リ
ウ
ス
の
家
か
ら
持
ち
出
し
た
財
産
に
つ
き

審
理
し
、
そ
の
上
で
、
テ
ト
ラ
デ
ィ
ア
は
、
持
ち
出
し
た
財
産
の
四
倍
額
の
賠
償
を
以
て
償
う
、
ま
た
、
デ
シ
デ
リ
ウ
ス
と
の
間
に

出
来
た
子
供
た
ち
は
淫
乱
︹
の
子
た
ち
︺
と
み
な
さ
れ
る
（filiosque, quos de D

esiderio conceperat, incestos habere

）、
と

判
決
さ
れ
た
（iudicatum

 est

）（Z
w

eiter B
d., S. 342

）。

�　

cubicularius

ク
ン
ド
：
第
十
巻
十
（
五
九
〇
年
頃
の
話
）

　

分
国
王
グ
ン
ト
ラ
ム
は
、
森
で
狩
り
を
し
て
い
た
時
、
何
者
か
に
よ
っ
て
秘
か
に
仕
留
め
ら
れ
た
一
頭
の
野
牛
を
見
つ
け
る
。
グ
ン
ト
ラ

ム
は
森
番
に
、
王
の
森
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
は
誰
か
、
と
厳
し
く
問
い
質
し
た
と
こ
ろ
、
グ
ン
ト
ラ
ム
の
ケ
メ
ラ
ー

（cubicularius

）
₄₁
（

）
で
あ
る
ク
ン
ド
（C

hundo
）
の
名
前
を
あ
げ
た
。

　

分
国
王
グ
ン
ト
ラ
ム
は
、
ク
ン
ド
を
捕
ら
え
て
シ
ャ
ロ
ン
（
地
図
Ⅰ－

６
）
に
連
行
さ
せ
た
。「
そ
し
て
森
番
と
ク
ン
ド
は
王
の
臨
席
の

も
と
言
い
争
い
、
そ
し
て
、
ク
ン
ド
が
、
私
は
非
難
さ
れ
て
い
る
事
を
決
し
て
し
て
は
い
な
い
、
と
申
し
立
て
た
時
、
王
は
決
闘
︹
を
以
て

証
明
せ
よ
と
︺
の
判
決
を
下
し
た
（rex cam

pum
 diiudicat

）」（Z
w

eiter B
d., S. 346

）。

　

ク
ン
ド
は
、
自
分
の
代
わ
り
に
甥
に
決
闘
を
さ
せ
る
。
甥
と
森
番
は
決
闘
場
（cam

pus

）
で
闘
い
、
相
打
ち
で
両
者
と
も
死
亡
す
る
。

ク
ン
ド
は
こ
れ
を
見
て
逃
げ
出
し
、
教
会
に
避
難
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
分
国
王
グ
ン
ト
ラ
ム
は
、
教
会
に
逃
げ
込
む
前
に
捕
ら
え
よ
、

と
命
じ
、
そ
の
通
り
に
な
る
。
ク
ン
ド
は
杭
に
縛
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
石
︹
を
投
げ
つ
け
ら
れ
る
こ
と
︺
で
打
ち
殺
さ
れ
た
（lapidibus 

est obrutus

）」（Z
w

eiter B
d., S. 346; II., S. 437

）。

五
一



（　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
一
号�

五
二

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
『
歴
史
十
巻
』の
中
の
紛
争
と
紛
争
解
決
の
仕
方

�　

カ
リ
ベ
ル
ト
一
世
の
娘
ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
：
第
十
巻
十
五－－

十
六；

二
十
（
五
八
〇
年
過
ぎ
の
話
）

　

ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
（C

hrodechilde

）
の
我
が
ま
ま
や
悪
行
の
数
々
の
話
は
す
で
に
第
�
巻
三
�－－

四
三
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
ク
ロ
デ

ヒ
ル
デ
は
、
カ
リ
ベ
ル
ト
一
世
（C

haribert I. 

パ
リ
を
本
拠
地
と
す
る
分
国
王
︹
図
１－

６
︺、
在
位
五
六
一
年－－

五
六
七
年
）
の
娘
で
、

ポ
ワ
テ
ィ
エ
︹
地
図
Ⅰ－

18
︺
に
あ
る
聖
ラ
デ
グ
ン
デ
女
子
修
道
院
に
い
た
が
、
王
の
娘
で
あ
る
自
分
が
修
道
院
長
レ
ウ
ボ
ヴ
ェ
ラ

（L
eubow

era

）
よ
り
も
地
位
に
お
い
て
劣
っ
て
い
る
こ
と
が
気
に
入
ら
ず
、
修
道
院
長
を
修
道
院
か
ら
追
放
す
る
た
め
に
ほ
か
の
修
道
女

た
ち
を
仲
間
に
引
き
入
れ
る
。
ま
た
、
父
の
兄
弟
で
あ
る
分
国
王
に
、
修
道
院
で
は
下
賤
の
身
分
の
者
の
子
で
あ
る
か
の
よ
う
に
い
や
し
め

ら
れ
て
い
る
、
と
嘆
く
（II., S. 373ff.

）。
人
殺
し
な
ど
を
し
た
悪
人
た
ち
を
集
め
た
り
も
す
る
。
ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
の
仲
間
に
な
っ
た
重
要

人
物
が
、
修
道
女
の
一
人
で
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
の
娘
バ
シ
ナ
（B

asina

）
で
あ
る
。

　

ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
は
、
あ
る
日
、
集
め
た
悪
人
た
ち
に
命
じ
て
、
修
道
院
長
を
捕
ら
え
る
た
め
に
襲
撃
さ
せ
る
。
修
道
院
は
破
壊
さ
れ
、
略

奪
さ
れ
る
。
修
道
院
長
は
捕
ら
え
ら
れ
、
監
禁
さ
れ
る
。

　

司
教
た
ち
は
激
怒
し
、
修
道
院
長
の
解
放
を
求
め
る
。
そ
こ
で
、
ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
は
修
道
院
長
を
殺
害
し
よ
う
と
し
て
刺
客
を
送
る
が
、

修
道
院
長
は
宮
宰
の
計
ら
い
で
聖
ヒ
ラ
リ
ウ
ス
聖
堂
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
の
悪
行
は
止
ま
ず
、
聖
ラ
デ

グ
ン
デ
女
子
修
道
院
は
さ
な
が
ら
悪
の
巣
窟
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
の
事
件
を
知
っ
た
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
は
分
国
王
グ
ン
ト
ラ
ム
と
相
談
し
、
双
方
の
分
国
の
司
教
た
ち
を
集
め
て
、
教
会
の
諸
規
定
に

よ
っ
て
問
題
の
解
決
を
図
る
こ
と
に
し
た
。『
歴
史
十
巻
』
の
著
者
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
も
列
席
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
る
。

　

司
教
た
ち
は
、
ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
が
引
き
起
こ
し
て
い
る
騒
動
がiudex
の
介
入
で
制
圧
さ
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
召
集
さ
れ
た
場
所
に
は
行

か
な
い
、
と
伝
え
る
。
身
の
危
険
を
思
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
伯
マ
ッ
コ
（M

acco

）
が
派
遣
さ
れ
る
。
ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
は
、

集
め
た
悪
人
た
ち
を
武
装
さ
せ
て
伯
に
抵
抗
す
る
。
衝
突
が
起
き
て
、
悪
人
た
ち
は
殺
害
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
騒
動
は
静
ま
る
。

五
二
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ポ
ワ
テ
ィ
エ
に
あ
る
教
会
の
内
陣
で
、
司
教
た
ち
が
出
廷
し
て
審
理
が
始
ま
る
。
ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
が
そ
こ
に
来
て
、
修
道
院
長
に
つ
い
て

あ
ら
ん
限
り
の
非
難
を
浴
び
せ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
修
道
院
長
は
女
装
さ
せ
た
男
を
修
道
院
に
置
き
、
仕
え
さ
せ
て
い
る
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
は
、
あ
れ
が
そ
の
男
だ
、
と
言
っ
て
法
廷
で
一
人
の
男
を
指
さ
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
男
は
、
修
道
院
長
に
つ
い
て
は
名
前
以
外
何
も
知
ら
な
い
・
ポ
ワ
テ
ィ
エ
か
ら
遠
く
離
れ
た
所
に
住
ん
で
い
る
の
で
見
た

こ
と
は
な
い
・
女
装
を
し
て
い
る
の
は
男
と
し
て
の
機
能
を
失
っ
て
い
る
か
ら
だ
、
と
、
非
難
さ
れ
た
事
実
を
否
認
す
る
。
修
道
院
長
も
事

実
を
否
認
す
る
。

　

証
人
と
し
て
出
廷
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
一
人
の
医
師
は
、
そ
の
男
は
子
供
の
時
に
病
気
に
か
か
り
聖
ラ
デ
グ
ン
デ
に
預
け
ら
れ
た
人
間

で
、
自
分
は
聖
ラ
デ
グ
ン
デ
に
頼
ま
れ
、
そ
の
子
供
の
病
気
を
治
す
た
め
に
睾
丸
を
切
除
し
た
・
修
道
院
長
は
こ
の
件
に
つ
い
て
は
何
も
知

ら
な
い
、
と
証
言
す
る
。

　

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、
こ
れ
に
続
け
て
、
こ
の
事
件
の
判
決
書
の
全
文
（E

X
E

M
P

L
A

R
 IU

D
IC

II

）
を
掲
載
す
る
体
裁
で
、
審
理
の
様
子

を
さ
ら
に
記
述
し
て
い
る
。

　

判
決
書
に
は
、
ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
が
何
を
訴
え
て
い
る
の
か
、
す
な
わ
ち
、
被
告
の
女
子
修
道
院
長
に
対
す
る
、
ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
に
よ
る
非

難
の
中
身
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
曰
く
、
修
道
女
た
ち
を
欠
乏
と
飢
餓
に
さ
ら
し
た
。
曰
く
、
修
道
院
の
浴
場
を
い
ろ
い
ろ
な
人
間
に
開
放

し
た
。
曰
く
、
さ
い
こ
ろ
遊
び
を
し
た
。
曰
く
、
修
道
院
長
は
俗
人
た
ち
と
修
道
院
で
食
事
を
し
た
。
曰
く
、
祭
壇
を
被
う
絹
布
で
姪
の
服

を
作
っ
た
。
絹
布
に
あ
っ
た
黄
金
の
小
片
を
も
ぎ
取
っ
て
姪
の
首
に
付
け
た
。

　

次
に
、
こ
れ
ら
の
非
難
に
対
し
て
弁
明
す
る
こ
と
が
修
道
院
長
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
修
道
院
長
は
非
難
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
弁
明
し

て
い
る
。
曰
く
、
飢
餓
と
欠
乏
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
当
時
は
物
不
足
で
あ
っ
た
、
し
か
し
、
ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
な
ど
修
道
女
た
ち
が
は
な

は
だ
し
く
困
窮
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
等
々
。

五
三



（　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
一
号�

五
四

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
『
歴
史
十
巻
』の
中
の
紛
争
と
紛
争
解
決
の
仕
方

　

そ
の
あ
と
、
ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
に
対
し
て
、
修
道
院
長
は
死
罪
に
値
す
る
よ
う
な
、
殺
人
な
ど
の
重
い
悪
事
を
し
た
、
と
非
難
で
き
る
か
が

質
問
さ
れ
て
い
る
。
ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
こ
と
以
外
に
は
な
い
、
と
答
え
て
い
る
。
ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
は
、
多
く
の
修
道
女

が
妊
娠
し
て
い
る
、
と
最
後
に
申
し
立
て
る
。

　

次
に
、
ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
の
以
下
の
行
為
に
つ
い
て
審
理
さ
れ
て
い
る
。
司
教
の
言
い
つ
け
を
聞
か
な
い
ば
か
り
か
侮
辱
し
、
鍵
と
門
を
壊

し
て
修
道
院
を
飛
び
出
た
こ
と
。
ほ
か
の
修
道
女
た
ち
を
自
分
の
仲
間
に
引
き
入
れ
た
こ
と
。
王
の
命
令
で
事
情
を
調
査
す
る
た
め
、
司
教

た
ち
が
呼
び
出
し
た
の
に
出
頭
し
な
か
っ
た
こ
と
。
ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
が
い
る
ヒ
ラ
リ
ウ
ス
聖
堂
に
行
っ
て
諭
し
た
の
に
、
仲
間
と
共
に
騒
動

を
起
こ
し
司
教
等
を
棍
棒
で
な
ぐ
っ
た
り
、
助
祭
た
ち
を
傷
つ
け
た
こ
と
。
こ
の
件
で
審
理
を
す
る
た
め
に
、
王
は
助
祭
を
派
遣
し
た
の
に
、

審
理
を
待
た
ず
に
、
ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
は
仲
間
と
修
道
院
に
乱
入
し
放
火
や
破
壊
を
し
、
修
道
女
を
殺
傷
し
、
略
奪
し
、
修
道
院
長
に
乱
暴
を

加
え
た
上
に
、
引
き
ず
り
出
し
て
閉
じ
込
め
た
こ
と
。
あ
る
祝
日
に
行
わ
れ
る
洗
礼
に
せ
め
て
も
修
道
院
長
が
出
ら
れ
る
よ
う
に
、
司
教
が

身
代
金
を
出
す
と
申
し
出
た
が
そ
の
願
い
を
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
。
国
王
が
こ
の
件
の
審
理
が
平
穏
に
行
え
る
よ
う
に
伯
を
派
遣
し
た

ら
、
武
器
を
手
に
し
て
伯
に
は
む
か
っ
た
こ
と
等
々
。

　

以
上
に
つ
い
て
審
理
が
終
わ
り
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
た
ち
は
、
ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
に
対
し
て
、
修
道
院
長
に
許
し
を
乞
い
、
奪
っ
た
物
を
返
還

す
る
よ
う
に
求
め
た
が
、
応
じ
な
い
ば
か
り
か
、
修
道
院
長
を
殺
害
す
る
と
公
言
す
る
。

　

教
会
の
諸
法
規
が
調
べ
ら
れ
た
あ
と
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
た
ち
に
よ
っ
て
、
ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
、
バ
シ
ナ
に
つ
い
て
は
「
然
る
べ
き
悔
い
改
め

を
行
う
ま
で
（usque quod dignam

 agerent paenitentiam

）」（Z
w

eiter B
d., S. 370

）、「
キ
リ
ス
ト
者
の
共
同
体
」
か
ら
排
除
し
、

修
道
院
長
に
つ
い
て
は
復
帰
さ
せ
る
こ
と
が
「
最
も
公
正
だ
と
考
え
ら
れ
た
（visum

 est aequissim
um

）」（Z
w

eiter B
d., S. 370

）。

そ
し
て
、
そ
の
決
定
が
判
決
（iudicium

）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
宣
告
さ
れ
る
。

　

ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
は
、
修
道
院
長
に
対
す
る
非
難
を
ほ
か
の
作
り
話
も
ま
じ
え
て
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
に
伝
え
る
。
修
道
院
長
は
ヒ
ル
デ
ベ

五
四
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五
五

ル
ト
二
世
の
取
調
べ
を
受
け
る
が
、
問
題
は
何
も
出
て
こ
な
か
っ
た
（II., S. 469

）。

　

さ
ら
に
、
そ
の
あ
と
、
次
に
紹
介
す
る
�
の
事
件
に
関
係
し
て
、
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
︹
地
図
Ⅰ－

28
︺
で
司
教
教
会
会
議
が
開
か
れ
て
い
る
時

に
、
ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
、
バ
シ
ナ
が
来
て
、
破
門
を
解
い
て
欲
し
い
、
と
願
い
出
る
。
願
い
は
聞
き
届
け
ら
れ
て
、
ク
ロ
デ
ヒ
ル
デ
は
自
分
の

所
領
に
帰
る
。
修
道
院
長
レ
ウ
ボ
ヴ
ェ
ラ
の
い
る
修
道
院
に
は
戻
り
た
く
な
い
、と
い
う
の
が
理
由
で
あ
る
。
バ
シ
ナ
は
修
道
院
に
戻
る（II., 

S. 477

）。

�　

司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
：
第
十
巻
十
九
（
五
八
〇
年
過
ぎ
の
話
）

　

上
記
�
の
事
件
の
登
場
人
物
の
ス
ン
ネ
ギ
シ
ル
に
対
す
る
拷
問
の
話
が
こ
こ
で
出
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
ど
う
い
う
脈
絡
で
そ
う
な
る
の

か
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
拷
問
に
か
け
ら
れ
た
ス
ン
ネ
ギ
シ
ル
は
、
上
記
⑾
事
件
で
紹
介
し
た
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
︹
図
１－

９
︺
の
暗
殺
に

自
分
が
関
係
し
て
い
た
こ
と
や
そ
の
ほ
か
の
諸
々
の
悪
事
を
自
白
し
て
い
る
。

　

そ
の
悪
事
の
一
つ
に
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
︹
図
１－

11
︺
暗
殺
計
画
が
あ
る
。
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
の
叔
父
は
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
な
の
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
や
や
こ
し
い
こ
と
に
、
こ
の
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
の
支
配
権
の
中
に
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
の
分
国
を
組
み
入
れ
よ
う
・

そ
の
た
め
に
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
や
そ
の
母
ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ
を
陥
れ
よ
う
、
と
企
て
た
と
い
う
の
が
自
白
内
容
の
核
心
部
分
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
計
画
の
加
担
者
の
一
人
と
し
て
、
ラ
ン
ス
︹
地
図
Ⅰ－
19
︺
の
司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
（E

gidius

）
の
名
前
が
出
さ
れ
る
。
司
教

は
す
ぐ
に
メ
ス
︹
地
図
Ⅰ－

15
︺
に
連
行
さ
れ
監
禁
さ
れ
る
が
、
ほ
か
の
司
教
た
ち
の
抗
議
で
帰
宅
が
許
さ
れ
る
。

　

ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
は
、
こ
の
事
件
を
審
理
す
る
た
め
に
、
分
国
内
の
全
て
の
司
教
を
一
一
月
に
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
︹
地
図
Ⅰ－

28
︺
に
集
め

る
。
こ
の
月
は
、
酷
寒
の
上
に
大
雨
続
き
で
道
が
ひ
ど
く
ぬ
か
る
ん
で
い
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
問
題
の
司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
も
出
席
す

る
。
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
は
、
司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
は
自
分
の
敵
で
あ
り
ま
た
王
国
に
叛
逆
す
る
者
で
あ
る
、
と
宣
言
し
た
上
で
、dux

の

五
五
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エ
ン
ノ
デ
ィ
ウ
ス
（E

nnodius

）
に
司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
を
追
及
さ
せ
る
。

　

エ
ン
ノ
デ
ィ
ウ
ス
が
尋
問
を
し
、
司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
が
答
え
る
。
そ
の
過
程
の
一
コ
マ
に
、
司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
が
自
分
の
答
弁
の
裏

づ
け
と
し
て
提
出
し
た
、
し
か
も
何
と
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
か
ら
受
領
し
た
と
主
張
す
る
贈
与
ウ
ワ
ク
ン
デ
︹charta

︺
の
真
偽
を
調
べ
る

場
面
が
あ
る
。ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
は
、与
え
て
い
な
い
、と
言
い
、ウ
ワ
ク
ン
デ
に
署
名
し
て
い
る
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ー
ル
の
オ
ッ
ト
ー（O

tto

）

も
署
名
を
し
た
こ
と
は
な
い
し
筆
跡
も
違
う
、
と
証
言
す
る
。
そ
の
た
め
司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
の
主
張
は
崩
れ
る
。
で
は
問
題
の
財
産
は
誰

か
ら
の
贈
与
な
の
か
・
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
以
外
に
誰
が
い
る
の
か
、
と
い
う
よ
う
に
、
司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
の
容
疑
が
深
ま
る
の
が
こ
の
場

面
で
あ
る
。

　

次
に
、
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
の
母
ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ
の
悪
口
を
書
き
連
ね
た
、
司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
の
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
宛
手
紙
が
提
出
さ

れ
る
。
こ
の
手
紙
に
対
す
る
返
信
、す
な
わ
ち
ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ
や
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
を
殺
害
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
、

ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
の
司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
宛
手
紙
も
提
出
さ
れ
る
。

　

司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
は
、
こ
の
件
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
手
紙
を
書
い
た
こ
と
も
受
け
取
っ
た
こ
と
も
な
い
、
と
否
認
す
る
。
と
こ
ろ

が
、
司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
自
身
の
、
信
頼
で
き
る
召
使
い
が
、「
印
︹
＝
速
記
文
字）
₄₂
（

︺
で
つ
づ
め
て
書
か
れ
た
手
紙
︹
の
控
え
︺
を
書
信
控

簿
で
持
っ
て
い
る
（, qui haec notarum

 titulis per thom
us chartarum

 conprehensa tenebat

）」（Z
w

eiter B
d., S. 376

）、
と

認
め
る
。
こ
こ
で
も
、
司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
の
主
張
は
崩
れ
る
。

　

次
に
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
に
と
っ
て
は
兄
弟
、
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
に
と
っ
て
は
叔
父
の
分
国
王
グ
ン
ト
ラ
ム
を
追
放
し
て
そ
の
支
配
地

を
山
分
け
し
よ
う
と
い
う
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
と
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
の
協
定
書
（pactio

）
が
法
廷
に
出
さ
れ
る
が
、
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二

世
は
、
こ
の
件
に
は
自
分
は
承
認
を
与
え
て
い
な
い
、
と
断
言
し
、
こ
の
協
定
書
の
作
成
に
加
わ
り
、
そ
し
て
、
実
際
に
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一

世－－

ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
と
グ
ン
ト
ラ
ム
と
を
武
力
衝
突
さ
せ
、
多
大
な
損
害
を
生
ぜ
し
め
た
の
は
司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
だ
、
と
糾
弾
す

五
六
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。
司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
は
こ
こ
で
も
反
論
が
で
き
な
い
。

　

さ
ら
に
、
聖
レ
ミ
ギ
ウ
ス
修
道
院
長
エ
ピ
フ
ァ
ニ
ウ
ス
（E

pifanius

）
は
司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
と
共
に
こ
の
計
画
に
深
く
関
与
し
て
い

た
こ
と
を
自
白
し
、
司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
が
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
か
ら
金
貨
二
千
を
受
け
取
っ
た
こ
と
・
誰
が
ど
こ
へ
そ
の
金
貨
を
運
ん
で
来

て
司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
に
渡
し
た
か
や
、
先
の
協
定
が
で
き
る
ま
で
の
次
第
を
詳
し
く
証
言
す
る
。
こ
こ
で
も
、
司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
は
有

効
な
反
論
が
で
き
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
の
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
宛
手
紙
や
協
定
書
が
出
て
き
た
の
は
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
死
亡
後
、
ヒ
ル
デ
ベ
ル

ト
二
世
の
も
と
に
移
送
さ
れ
た
遺
品
の
中
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
は
、
追
い
つ
め
ら
れ
る
な
か
、
た
め
息

を
つ
く
。

　

参
集
し
て
い
た
司
教
た
ち
は
相
談
の
た
め
に
こ
の
時
点
で
三
日
間
の
時
間
を
も
ら
う
。
司
教
た
ち
の
期
待
は
、
こ
の
間
に
、
司
教
エ
ギ
デ

ィ
ウ
ス
が
正
気
に
戻
り
、
非
難
さ
れ
て
い
る
事
柄
に
対
し
て
自
ら
を
防
御
で
き
る
方
途
を
見
つ
け
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

三
日
目
、
司
教
た
ち
は
司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
に
弁
明
を
求
め
る
。
し
か
し
、
司
教
た
ち
の
期
待
と
は
裏
腹
に
、
司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
は
罪

を
認
め
、
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
や
そ
の
母
ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ
が
不
利
に
な
る
よ
う
に
行
動
し
て
い
た
、
と
自
白
す
る
。
司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
は

助
命
は
さ
れ
る
が
、
教
会
法
の
諸
規
定
に
従
い
、
聖
職
か
ら
排
除
さ
れ
る
。
そ
し
て
、S

シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク

traß
burg

︹
地
図
Ⅰ－

15
のM

メ
ス

etz

か
ら
東
南
へ

一
二
六
㎞
ほ
ど
の
所
︺
へ
「
追
放
の
判
決
が
下
さ
れ
た
（exilio condem

natus est

）」（Z
w

eiter B
d., S. 378

）。

　

司
教
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
を
い
わ
ば
売
っ
た
と
も
言
え
る
修
道
院
長
エ
ピ
フ
ァ
ニ
ウ
ス
は
出
所
不
明
の
多
量
の
金
銀
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
、
修
道
院
長
職
を
解
か
れ
て
い
る
（II., S. 471－

477

）。

五
七
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ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
の
妻
フ
レ
デ
グ
ン
デ
：
第
十
巻
二
七
（
五
八
〇
年
過
ぎ
の
話
）

　

T
ト
ゥ
ル
ネ
ー

ournai

︹
地
図
Ⅰ－

24
︺
に
住
む
フ
ラ
ン
ク
人
で
義
理
の
兄
弟
に
あ
た
る
二
人
、
す
な
わ
ち
、
あ
る
女
性
の
兄
と
夫
と
の
間
に
争
い
が

起
き
る
。
夫
す
な
わ
ち
義
弟
が
妹
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
娼
婦
（scortum

）
の
と
こ
ろ
に
通
う
の
で
、
兄
が
怒
り
、
義
弟
を
し
ば
し
ば
非

難
し
諫
め
た
が
、
し
か
し
、
義
弟
の
素
行
は
収
ま
ら
な
い
。

　

堪
え
か
ね
て
、
つ
い
に
、
兄
は
義
弟
に
襲
い
か
か
り
殺
す
が
、
兄
の
方
も
義
弟
の
召
使
い
に
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
あ
と
、
両
者
の
親

族
が
引
き
続
き
こ
の
事
件
を
め
ぐ
っ
て
争
う
。
争
い
が
激
化
す
る
の
を
防
ご
う
と
、
悪
名
高
い
か
の
フ
レ
デ
グ
ン
デ
が
何
故
か
間
に
入
り
、

「
私
闘
を
止
め
る
よ
う
（relicta inim

icita

）」
た
び
た
び
説
得
す
る
。

　

し
か
し
、
最
終
的
に
、
フ
レ
デ
グ
ン
デ
は
、「
穏
や
か
な
言
葉
で
当
事
者
を
仲
直
り
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
両
刃
の
剣
で
双
方

を
静
め
た
︹
＝
始
末
し
た
︺（Sed cum

 eosdem
 vervis lenibus placare nequiret, utrum

que bipenne conpescuit

）」（Z
w

eiter 

B
d., S. 388

）。
具
体
的
に
は
、
多
く
の
人
を
招
い
た
宴
会
に
、
事
件
関
係
者
の
三
人
を
来
さ
せ
て
一
つ
の
ベ
ン
チ
に
並
ん
で
座
ら
せ
、
酒

を
た
く
さ
ん
ふ
る
ま
い
、
三
人
が
酔
い
つ
ぶ
れ
て
寝
て
し
ま
っ
た
時
に
、
手
の
者
三
人
に
両
刃
の
剣
で
三
人
を
殺
害
さ
せ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
知
っ
た
親
族
は
騒
ぎ
出
し
、
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
に
使
い
を
送
り
、
フ
レ
デ
グ
ン
デ
を
捕
ら
え
て
殺
す
よ
う
に
求
め
る
。
ヒ

ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
の
命
令
に
よ
る
の
か
、C シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ

ham
pagne

︹
地
図
Ⅰ－

19
のR

ラ

ン

ス

eim
s

を
含
む
地
域
圏
︺の
人
び
と
が
こ
の
件
で
動
員
さ
れ
る
が
、

し
か
し
手
間
取
っ
て
い
る
間
に
、
フ
レ
デ
グ
ン
デ
は
味
方
に
救
出
さ
れ
、
急
い
で
別
の
地
に
逃
げ
て
し
ま
う
（II., S. 488－

489

）。

五
八
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四　

整　

理

（
一
）　

紛
争
の
原
因

⑴　

前
提

　
「
も
つ
れ
て
争
う
こ
と
。
も
め
ご
と
」
と
い
う
基
準
を
緩
や
か
に
用
い
て
、三
三
の
事
例
を
拾
っ
て
み
た
。
た
だ
し
、そ
の
中
の
事
例
⒁
は
、

罪
び
と
の
赦
免
の
活
動
に
熱
心
な
聖
職
者
の
話
で
あ
り
基
準
に
合
わ
な
い
の
で
、
紛
争
の
原
因
に
関
係
し
た
整
理
か
ら
は
外
す
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
こ
の
事
例
を
紹
介
し
た
理
由
は
、
あ
と
で
述
べ
た
い
。

　

紛
争
の
原
因
を
以
下
整
理
す
る
。
そ
の
際
、
原
因
は
原
則
と
し
て
紛
争
に
直
近
の
も
の
と
し
、
そ
の
原
因
の
原
因
、
そ
の
ま
た
原
因
に
つ

い
て
は
必
要
に
応
じ
て
紹
介
す
る
。

　

事
例
⑹
、
⑽
は
整
理
の
中
で
二
度
出
て
く
る
が
、
原
因
を
異
に
す
る
二
つ
の
話
が
記
述
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

⑵　

原
因

　

①
殺
人　

⑷
、
⑽
、
⒄
、
⒅
、
⒆
、
⒇
、
�
、
�
が
こ
の
事
例
で
あ
る
。

　

事
例
⑷
の
原
因
は
、
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
一
世
︹
図
１－

３
︺
や
ク
ロ
タ
ー
ル
一
世
︹
図
１－

４
︺
に
は
い
と
こ

4

4

4

、
テ
ウ
デ
ベ
ル
ト
一
世
︹
図

１－

５
︺
に
は
い
と
こ
お
ば

4

4

4

4

4

に
あ
た
る
女
性
が
東
ゴ
ー
ト
王
国
国
王
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
女
性
は
、
フ
ラ
ン
ク
王
国

の
創
始
者
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
の
妹
と
東
ゴ
ー
ト
王
国
国
王
と
の
間
の
子
供
で
、
父
親
が
逝
っ
た
あ
と
、
国
王
の
跡
継
ぎ
に
と
母
親
が
選
ん
だ
男

と
の
結
婚
を
嫌
い
下
僕
と
駆
け
落
ち
を
す
る
な
ど
母
親
と
の
対
立
が
高
じ
、
つ
い
に
は
母
親
を
毒
殺
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
女
性
の
こ
の

悪
行
を
聞
い
て
怒
り
、
不
名
誉
な
死
に
方
で
殺
害
さ
せ
る
の
が
、
東
ゴ
ー
ト
王
国
国
王
の
座
に
就
い
た
テ
オ
ダ
ト
で
あ
る
。

五
九
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事
例
⑽
は
二
つ
の
話
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
の
話
で
は
、
恨
み
の
た
め
に
助
祭
を
殺
害
し
て
流
浪
の
旅
を
し
て
い
る
男
が
、

あ
る
日
あ
る
所
で
罪
な
き
人
を
切
り
殺
す
。
こ
れ
が
、
こ
の
事
例
の
原
因
で
あ
る
。

　

事
例
⒄
の
原
因
は
、
一
人
の
人
物
が
あ
る
人
と
言
い
争
い
に
な
り
、
前
者
の
召
使
い
が
後
者
を
槍
で
刺
し
殺
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

事
例
⒅
の
原
因
は
、
契
約
の
履
行
を
求
め
て
債
務
者
の
家
を
訪
ね
た
債
権
者
が
そ
の
家
の
召
使
い
に
殺
害
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

事
例
⒆
の
原
因
は
、
召
使
い
が
主
人
を
殺
害
し
た
こ
と
で
あ
る
。
殺
害
の
原
因
は
、
鞭
で
打
た
れ
る
な
ど
ひ
ど
い
仕
打
ち
を
し
た
主
人
に

対
す
る
召
使
い
の
恨
み
で
あ
る
。

　

事
例
⒇
の
原
因
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
共
に
祝
う
た
め
に
来
て
も
ら
お
う
と
召
使
い
を
使
い
に
出
し
た
そ
の
相
手
方
に
、
そ
の
召
使
い
が
殺

害
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

事
例
�
の
原
因
は
、
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
︹
図
Ⅰ－

11
︺
が
東
ロ
ー
マ
皇
帝
の
も
と
に
派
遣
し
た
使
者
た
ち
が
東
ロ
ー
マ
皇
帝
の
支
配
下

に
あ
る
カ
ル
タ
ゴ
で
殺
害
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
原
因
を
作
っ
た
の
は
使
者
の
一
人
の
召
使
い
で
、
こ
の
召
使
は
カ
ル
タ
ゴ
に
到

着
し
た
あ
と
あ
る
商
人
の
商
品
を
奪
い
、
返
却
を
迫
る
商
人
を
切
り
殺
し
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
に
街
中
が
騒
然
と
な
り
不
穏
に
な
る
な
か

で
、
使
者
殺
害
事
件
は
起
き
て
い
る
。

　

事
例
�
の
原
因
は
、
何
度
諫
め
て
も
娼
婦
と
の
縁
を
切
ら
な
い
妹
婿
を
殺
害
し
た
兄
が
妹
婿
の
召
使
い
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
う
事
件

で
あ
る
。

　

②
欲
望　

⑶
、
⑺
、
⑼
、
�
、
�
、
�
が
こ
の
事
例
で
あ
る
。

　

欲
望
で
も
物
欲
が
原
因
の
事
例
は
⑺
、
�
で
あ
る
。
事
例
⑺
の
原
因
は
、
あ
る
人
物
の
所
有
地
が
欲
し
く
て
、
そ
の
人
物
が
土
地
所
有
権

者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
証
書
を
無
理
や
り
取
り
上
げ
よ
う
と
し
て
計
画
を
立
て
、
そ
れ
を
実
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
事
例
�
の
一
方
当

事
者
は
盗
み
略
奪
を
日
常
的
に
繰
り
返
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
が
、
事
例
�
の
直
接
の
原
因
は
、
そ
の
人
物
が
食
べ
物
の
入
っ
た
壺
を
奪
い

六
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取
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

事
例
⑼
の
原
因
は
、
欲
望
の
方
で
も
女
性
に
対
す
る
も
の
で
、
加
害
者
は
、
あ
る
子
女
を
妻
に
し
よ
う
と
し
て
、
結
婚
に
反
対
す
る
、
そ

の
女
の
父
親
を
様
々
な
奸
計
を
用
い
て
苦
し
め
ぬ
い
て
い
る
。

　

欲
望
で
も
権
力
欲
、
支
配
欲
が
原
因
で
あ
る
の
は
、
事
例
⑶
、
�
で
あ
る
。
前
者
の
原
因
は
、
二
人
の
司
祭
が
司
教
シ
ド
ニ
ウ
ス
に
敵
対

し
、
シ
ド
ニ
ウ
ス
か
ら
、
教
会
財
産
に
対
す
る
支
配
権
を
奪
い
取
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、
彼
ら
は
シ
ド
ニ
ウ
ス
に
数
々
の
侮
辱
も
加

え
て
い
る
。
後
者
の
事
例
の
原
因
は
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
︹
図
１－

９
︺
の
妻
フ
レ
デ
グ
ン
デ
が
、
目
の
敵
で
あ
る
女
性
ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ
を

自
分
に
平
伏
さ
せ
た
く
て
、
ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ
の
子
供
で
あ
り
保
護
者
で
あ
る
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
︹
図
１－

11
︺
を
暗
殺
す
べ
く
刺
客
を
送

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

事
例
�
の
原
因
も
権
力
欲
、
支
配
欲
で
、
カ
リ
ベ
ル
ト
一
世
︹
図
１－

６
︺
の
娘
は
、
自
分
が
い
る
修
道
院
の
修
道
院
長
を
追
い
落
と
す

た
め
に
悪
行
の
限
り
を
尽
く
し
て
い
る
。

　

③
恨
み　

⑸
、
⑹
、
⑽
が
こ
の
事
例
で
あ
る
。

　

事
例
⑸
の
原
因
は
、
司
教
で
あ
っ
た
父
親
が
、
生
前
、
訴
え
ら
れ
る
な
ど
様
々
な
苦
痛
を
強
い
ら
れ
、
ま
た
侮
辱
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る

恨
み
で
あ
る
。

　

次
の
猜
疑
心
の
項
目
で
も
触
れ
る
事
例
⑹
が
報
告
し
て
い
る
一
つ
の
事
件
の
原
因
は
、
財
政
改
革
で
課
税
強
化
を
断
行
し
た
と
推
測
さ
れ

る
人
物
に
対
す
る
ト
リ
ー
ア
︹
地
図
Ⅰ－

26
︺
市
民
の
恨
み
で
あ
る
。

　

事
例
⑽
は
、
先
の
項
目
「
殺
人
」
で
取
り
上
げ
た
話
と
は
別
の
も
う
一
つ
の
話
を
伝
え
て
い
て
、
そ
の
話
の
方
の
原
因
は
、
数
々
の
悪
行

の
た
め
に
解
任
さ
れ
た
助
祭
の
、
解
任
に
賛
成
し
た
司
教
へ
の
恨
み
で
あ
る
。

　

④
猜
疑
心　

⑹
、
⑾
、
⒂
、
�
が
こ
の
事
例
で
あ
る
。
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事
例
⑹
は
二
つ
の
事
件
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
の
事
件
の
原
因
は
、
妻
と
自
分
の
友
人
と
の
仲
を
疑
い
、
嫉
妬
に

か
ら
れ
て
二
人
を
殺
害
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

事
例
⑾
の
原
因
は
、
あ
る
人
物
が
自
分
た
ち
を
亡
き
者
に
す
る
た
め
に
、
人
を
買
収
す
る
な
ど
の
画
策
を
し
て
い
る
よ
う
だ
と
の
、
ヒ
ル

ペ
リ
ヒ
一
世
︹
図
１－

９
︺
と
そ
の
妻
フ
レ
デ
グ
ン
デ
の
疑
念
で
あ
る
。

　

事
例
⒂
の
原
因
は
、
生
後
間
も
な
い
我
が
子
が
死
ん
だ
の
は
あ
る
人
物
が
魔
術
を
使
っ
た
せ
い
だ
、
と
い
う
思
い
込
み
で
、
そ
う
思
い
込

ま
せ
た
の
は
噂
で
あ
る
。

　

事
例
�
の
原
因
は
、
魔
術
な
ど
を
使
い
、
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
︹
図
１－

11
︺
を
操
り
人
形
に
し
て
し
ま
お
う
と
す
る
陰
謀
が
あ
る
と
い

う
疑
惑
で
、
そ
の
疑
惑
を
抱
か
せ
た
原
因
は
噂
で
あ
る
。

　

⑤
容
疑　

�
、
�
、
�
が
こ
の
事
例
で
あ
る
。

　

事
例
�
の
原
因
は
、
手
下
と
一
緒
に
略
奪
な
ど
の
悪
事
を
働
い
た
悪
人
が
、
手
下
が
追
手
に
殺
害
さ
れ
た
り
捕
縛
さ
れ
る
な
か
逃
げ
て
し

ま
い
、
誰
か
が
逃
亡
を
手
助
け
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
話
に
な
っ
て
、
そ
の
こ
と
に
関
係
し
て
、
捕
縛
さ
れ
た
人
間
の
口
か
ら
あ
る

人
物
の
名
前
が
出
た
こ
と
で
あ
る
。

　

事
例
�
の
原
因
は
、
分
国
王
グ
ン
ト
ラ
ム
︹
系
図
１－
７
︺
の
狩
場
（
王
の
森
）
で
一
頭
の
野
牛
が
殺
さ
れ
て
い
る
の
が
見
つ
か
り
、
こ

の
事
件
に
関
連
し
た
、
森
番
へ
の
国
王
に
よ
る
尋
問
の
中
で
、
一
人
の
人
物
の
名
前
が
出
た
こ
と
で
あ
る
。

　

事
例
�
の
原
因
は
、
あ
る
事
件
に
関
係
し
て
拷
問
を
受
け
た
人
物
の
口
か
ら
、
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
︹
図
１－

11
︺
の
暗
殺
計
画
と
、
そ

の
計
画
に
加
担
し
て
い
る
一
人
の
司
教
の
名
前
が
出
た
こ
と
で
あ
る
。

　

⑥
職
権
乱
用　

⑻
、
⑿
が
こ
の
事
例
で
あ
る
。

　

事
例
⑻
の
原
因
は
、
窃
盗
事
件
に
関
係
し
て
訴
え
ら
れ
た
助
祭
を
、
そ
の
地
域
の
統レ
ク
ト
ー
ル

轄
者
が
、
最
も
神
聖
な
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
激
し
い

六
二
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暴
行
を
加
え
て
捕
縛
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
原
因
に
は
さ
ら
に
原
因
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
助
祭
の
召
使
い
が
盗
み
を
し
た
の
を
知
り
な
が

ら
、
ま
た
、
盗
品
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
知
り
な
が
ら
、
被
害
者
の
言
い
分
を
無
視
し
て
、
助
祭
が
自
分
の
召
使
い
を
か
ば
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

事
例
⑿
の
原
因
は
、
伯
の
座
に
就
い
た
人
物
が
、
自
分
の
叔
父
が
以
前
殺
害
さ
れ
た
事
件
の
解
明
に
乱
暴
な
や
り
方
で
乗
り
出
し
た
こ
と

で
あ
る
。
原
因
の
原
因
は
「
恨
み
」
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
の
事
例
に
つ
い
て
は
「
恨
み
」
の
項
目
に
入
れ
る
べ
き
か
と
も
考
え
た
が
、

大
き
な
権
力
を
持
つ
伯
の
地
位
に
就
い
た
か
ら
こ
そ
の
乱
行
で
あ
る
と
判
断
し
て
、
職
権
乱
用
に
分
類
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

⑦
迫
害　

事
例
⑵
の
原
因
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
か
ら
改
宗
さ
せ
よ
う
と
し
て
一
人
の
修
道
女
を
迫
害
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

⑧
辱
め　

事
例
⒀
の
原
因
は
、ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
︹
図
１－

９
︺
の
妻
が
あ
る
司
教
と
不
倫
の
関
係
に
あ
る
、と
い
う
話
を
、『
歴
史
十
巻
』

の
著
者
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
し
て
い
た
、
と
言
い
ふ
ら
す
者
が
い
て
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
と
司
教
が
そ
の
こ
と
を
耐
え
難
い
辱
め
と
し
て
受
け

止
め
た
こ
と
で
あ
る
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
を
こ
の
よ
う
に
し
て
陥
れ
よ
う
と
し
た
人
物
の
動
機
は
、
そ
の
人
物
が
悪
行
の
故
に
伯
の
職
を
解
か

れ
る
に
つ
い
て
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
賛
成
の
立
場
で
関
与
し
た
こ
と
に
対
す
る
恨
み
で
あ
る
。

　

⑨
略
奪　

事
例
⒃
の
原
因
は
、
オ
ル
レ
ア
ン
︹
地
図
Ⅰ－

16
︺
の
人
び
と
が
ブ
ロ
ア
︹
地
図
Ⅰ－

４
︺
の
人
び
と
と
一
緒
に
な
っ
て
シ
ャ

ト
ー
ダ
ン
︹
地
図
Ⅰ－

８
︺、
シ
ャ
ル
ト
ル
︹
地
図
Ⅰ－
７
︺
の
地
を
襲
撃
し
、
破
壊
し
、
略
奪
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

⑩
密
通　

事
例
�
の
原
因
は
、
妻
と
隣
人
男
性
と
の
密
通
で
あ
る
。

　

⑪
仕
返
し　

事
例
�
の
原
因
は
、
妻
の
い
る
男
が
一
人
の
娘
を
手
籠
め
に
し
た
あ
と
眠
り
込
ん
で
い
る
時
に
、
娘
に
剣
で
切
ら
れ
て
深
手

を
負
い
、
死
亡
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

⑫
相
続
争
い　

事
例
�
の
原
因
は
、
母
親
と
娘
の
相
続
争
い
で
あ
る
。
あ
る
人
物
が
妻
と
息
子
、
娘
を
残
し
て
他
界
す
る
。
サ
リ
カ
法
典

五
�
章
第
一
法
文
の
規
定
に
従
い
、
遺
産
は
息
子
が
単
独
で
相
続
す
る
。
今
度
は
そ
の
息
子
が
子
供
の
な
い
ま
ま
で
死
ぬ
が
、
サ
リ
カ
法
典

の
同
規
定
に
よ
る
と
、
死
者
に
息
子
が
い
な
い
場
合
に
は
、
息
子
の
母
親
が
遺
産
の
全
て
を
相
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
娘
が
、
こ

六
三
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れ
と
こ
れ
と
は
こ
の
息
子
す
な
わ
ち
兄
か
ら
生
前
贈
与
を
受
け
て
い
た
、
と
言
っ
て
母
親
と
争
い
に
な
る
。

　

⑬
財
産
の
無
断
持
ち
出
し　

事
例
�
の
原
因
は
、
妻
が
夫
の
不
在
中
に
夫
の
財
産
を
無
断
で
持
ち
出
し
、
あ
る
人
物
の
も
と
に
避
難
し
た

こ
と
で
あ
る
。
夫
は
素
行
の
悪
い
人
物
で
、
女
性
関
係
も
乱
れ
、
妻
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
。
女
性
に
同
情
し
、
自
分
の
妻
に
と
望
む
、

そ
の
夫
の
甥
の
手
引
き
で
あ
る
人
物
の
と
こ
ろ
に
一
時
的
に
避
難
す
る
の
だ
が
、
女
性
は
そ
の
時
に
夫
の
財
産
を
勝
手
に
持
ち
出
す
。

　

⑭
濡
れ
衣　

事
例
⑴
の
直
接
の
原
因
は
濡
れ
衣
だ
、
と
し
て
お
き
た
い
。
司
教
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
の
跡
を
継
い
で
ト
ゥ
ー
ル
︹
地
図
Ⅰ－

25
︺
の
司
教
職
に
就
く
ブ
リ
ク
テ
ィ
ウ
ス
は
、
若
い
時
に
、
司
教
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
に
た
び
た
び
叱
ら
れ
た
の
を
恨
み
に
思
い
、
人
前
で
愚
か

者
呼
ば
わ
り
す
る
な
ど
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
に
数
々
の
侮
辱
を
加
え
る
。
そ
の
た
め
に
、
司
教
就
任
後
、
ブ
リ
ク
テ
ィ
ウ
ス
に
、
神
の
決
め
た
試

練
が
訪
れ
る
。
試
練
の
始
ま
り
は
濡
れ
衣
で
、
そ
の
濡
れ
衣
と
は
、
司
教
の
身
で
あ
り
な
が
ら
在
俗
の
修
道
尼
に
子
供
を
産
ま
せ
た
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
濡
れ
衣
の
た
め
に
、
ト
ゥ
ー
ル
市
民
た
ち
は
司
教
ブ
リ
ク
テ
ィ
ウ
ス
の
追
放
に
取
り
掛
か
る
。

（
二
）　

紛
争
解
決
の
仕
方

⑴　

前
提

　

紛
争
抽
出
基
準
に
合
わ
な
い
事
例
⒁
を
除
く
三
二
の
事
例
の
紛
争
解
決
の
仕
方
を
以
下
整
理
す
る
。
一
つ
の
事
例
が
重
ね
て
出
て
く
る
場

合
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
そ
の
事
例
で
は
複
数
回
解
決
が
試
み
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

三
二
の
紛
争
事
例
か
ら
整
理
で
き
た
、
紛
争
解
決
の
大
枠
を
あ
ら
か
じ
め
述
べ
て
お
く
。
そ
れ
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
。
一
つ
は
、

紛
争
当
事
者
が
私
的
、
自
主
的
に
紛
争
の
解
決
を
図
る
仕
方
で
あ
る
。
こ
の
や
り
方
は
さ
ら
に
二
つ
に
分
か
れ
る
。
仕
返
し
︹
＝
フ
ェ
ー
デ）
₄₄
（

︺

と
償
い
で
あ
る
。

　

紛
争
解
決
の
仕
方
の
大
き
な
区
分
の
も
う
一
つ
は
、
職
務
や
地
位
な
ど
に
関
係
し
て
決
定
権
限
を
も
つ
人
・
人
び
と
︹
・
神
︺
が
決
定
を

六
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下
し
て
解
決
を
図
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
や
り
方
は
さ
ら
に
三
つ
に
分
か
れ
る
。
当
事
者
型
、
処
分
型
、
両
者
の
中
間
型
で
あ
る
。

　

当
事
者
型
と
し
て
考
え
て
い
る
の
は
三
者
対
向
形
で
、
紛
争
当
事
者
の
訴
え
に
よ
っ
て
審
理
が
開
始
し
、
紛
争
当
事
者
が
主
張
を
述
べ
証

明
を
行
い
、
そ
の
上
で
、
決
定
権
限
者
が
決
定
を
下
す
や
り
方
で
あ
る
。

　

処
分
型
と
し
て
考
え
て
い
る
の
は
二
者
対
向
形
で
、
決
定
権
限
者
が
紛
争
当
事
者
の
双
方
・
あ
る
い
は
一
方
と
対
向
し
て
決
定
を
下
す
や

り
方
で
あ
る
。審
理
の
開
始
は
決
定
権
限
者
の
権
限
に
よ
る
場
合
と
決
定
権
限
者
の
決
定
を
求
め
る
者
の
訴
え
や
願
い
に
よ
る
場
合
が
あ
る
。

処
分
と
い
う
用
語
に
は
、
決
定
権
限
者
が
そ
の
権
限
に
お
い
て
査
定
す
る
と
い
う
意
味
合
い
、
も
し
く
は
「
①
基
準
に
照
ら
し
て
処
理
す
る

こ
と
・
事
柄
に
決
ま
り
を
つ
け
る
こ
と
。
㋐
始
末
を
つ
け
る
こ
と
」（『
広
辞
苑
』）
と
い
う
意
味
合
い
を
持
た
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
考
え
て

い
る
「
査
定
」
の
意
味
は
、「
調
べ
て
決
め
る
」「
審
査
し
て
決
定
す
る
」（『
漢
字
典　

第
二
版
』
旺
文
社
、
一
�
�
�
年
）
で
あ
る
。
処
分

と
い
う
用
語
に
、
特
に
専
門
的
な
意
味
を
も
た
せ
て
は
い
な
い
。

　

中
間
型
は
、「
当
事
者
型
」
の
形
式
を
採
り
な
が
ら
、
し
か
し
、
審
理
の
開
始
は
決
定
権
限
者
に
よ
る
紛
争
両
当
事
者
の
召
喚
、
呼
び
出

し
に
よ
る
も
の
で
、
決
定
も
、
両
当
事
者
の
ど
ち
ら
の
主
張
に
分
が
あ
る
か
の
判
断
に
の
み
基
づ
い
て
出
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
決
定
権
限

者
の
裁
量
、
思
惑
が
相
当
に
働
く
な
か
で
出
さ
れ
る
や
り
方
で
あ
る
。

⑵　

私
的
、
自
主
的
解
決

　

①
仕
返
し　

⑸
、
⑹
、
⑼
、
⑽
、
�
が
こ
の
や
り
方
に
該
当
す
る
。

　

事
例
⑸
で
は
、
財
産
を
剝
奪
さ
れ
る
な
ど
、
司
教
で
あ
る
父
親
に
様
々
な
苦
痛
を
強
い
た
人
物
に
、
父
親
の
死
後
、
息
子
が
仕
返
し
を
し
、

そ
の
人
物
を
殺
害
し
て
い
る
。

　

事
例
⑹
で
は
、
課
税
が
原
因
で
ト
リ
ー
ア
の
市
民
た
ち
の
恨
み
を
買
っ
た
人
物
が
一
旦
ト
リ
ー
ア
を
離
れ
、
市
民
た
ち
と
の
仲
立
ち
を
頼

六
五



（　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
一
号�

六
六

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
『
歴
史
十
巻
』の
中
の
紛
争
と
紛
争
解
決
の
仕
方

ん
だ
二
名
の
司
教
と
ト
リ
ー
ア
に
戻
る
が
、
憤
激
の
収
ま
ら
な
い
市
民
た
ち
に
よ
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
、
暴
行
、
侮
辱
を
加
え
ら
れ
た
あ
と
、

杭
に
し
ば
ら
れ
石
を
投
げ
つ
け
ら
れ
て
殺
さ
れ
る
。

　

事
例
⑼
で
は
、
娘
と
の
結
婚
に
反
対
す
る
父
親
を
様
々
な
奸
計
を
用
い
て
陥
れ
、
財
産
を
奪
っ
た
人
物
が
、
そ
の
父
親
か
ら
奪
っ
た
所
領

の
一
つ
に
在
る
家
で
就
寝
中
、
父
親
の
召
使
た
ち
に
よ
っ
て
家
に
火
を
つ
け
ら
れ
焼
き
殺
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
父
親
の
指
示
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
新
し
い
主
人
で
あ
る
こ
の
人
物
に
仕
え
る
こ
と
を
拒
否
し
た
こ
の
家
に
住
む
召
使
い
た
ち
に
、
こ
の
人
物
が
暴
行
を

加
え
た
こ
と
に
対
す
る
、
召
使
い
た
ち
の
仕
返
し
な
の
で
、
紛
争
の
直
接
の
当
事
者
同
士
の
ぶ
つ
か
り
合
い
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
こ

に
分
類
し
て
お
く
。

　

事
例
⑽
の
伝
え
る
二
つ
の
話
の
う
ち
の
一
つ
は
、
助
祭
を
殺
害
し
た
男
が
流
浪
の
旅
を
し
て
い
る
途
中
で
罪
な
き
人
を
切
り
殺
し
て
し
ま

い
、
そ
の
た
め
に
、
被
害
者
の
最
近
親
者
た
ち
に
殺
さ
れ
、
バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ
た
身
体
を
撒
き
散
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

事
例
�
で
は
、
密
通
の
現
場
に
踏
み
込
ん
だ
夫
が
両
刃
の
剣
で
妻
と
相
手
の
男
性
を
切
り
殺
し
て
い
る
。

　

な
お
本
筋
と
は
違
う
場
面
で
の
話
な
の
で
「
仕
返
し
」
の
項
目
に
入
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
事
例
⑾
の
中
に
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
︹
図
１

－

９
︺
殺
害
の
容
疑
を
か
け
ら
れ
た
人
物
を
殺
し
た
刺
客
が
そ
の
人
物
の
召
使
い
に
よ
っ
て
仕
返
し
を
さ
れ
、
殺
さ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
出

て
く
る
。

　

②
償
い　

⑷
、
⒄
、
�
が
こ
の
や
り
方
に
該
当
す
る
。

　

事
例
⑷
で
は
、
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
の
姪
を
殺
害
し
た
東
ゴ
ー
ト
王
国
国
王
は
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
分
国
王
三
人
の
賠
償
要
求
を
受
け
入
れ
、

金
貨
五
万
枚
の
償
い
を
し
て
い
る
。

　

事
例
⒄
で
は
、
殺
害
さ
れ
た
人
物
は
悪
党
で
、
加
害
者
に
同
情
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
の
だ
が
、
加
害
者
の
主
人
は
被
害
者
の
息

子
に
賠
償
金
を
支
払
っ
て
い
る
。
こ
の
息
子
と
ど
の
よ
う
な
交
渉
が
あ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

六
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事
例
�
で
は
、
東
ロ
ー
マ
皇
帝
は
、
自
分
に
派
遣
さ
れ
た
、
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
︹
図
１－

11
︺
の
使
者
二
名
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
で
、

加
害
者
一
二
名
を
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
の
も
と
に
送
り
届
け
、
殺
す
も
自
由
、
一
人
に
つ
き
金
貨
三
百
の
身
代
金
を
取
る
も
自
由
と
提
案
し

て
い
る
。
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
は
こ
れ
ら
一
二
名
が
真
の
加
害
者
で
あ
る
か
否
か
が
不
明
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
理
由
で
、
こ
の
一
二
名
を
追

放
し
、
交
渉
継
続
の
意
志
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

⑶　

決
定
権
限
者
の
決
定
に
よ
る
解
決

　

①
当
事
者
型　

こ
れ
に
該
当
す
る
事
例
は
以
下
で
あ
る
。
⑶
、
⑹
、
⑺
、
⑻
、
⑽
、
⑾
、
⑿
、
⒀
、
⒂
、
⒅
、
�
、
�
、
�
、
�
、
�
。

こ
れ
ら
の
事
例
の
中
の
い
く
つ
か
を
以
下
紹
介
す
る
。
審
理
の
模
様
は
す
で
に
紹
介
し
て
い
る
の
で
省
略
す
る
。

　

事
例
⑾
で
は
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
︹
図
１－

９
︺
の
要
請
で
、
司
教
裁
判
会
議
が
開
か
れ
て
い
る
。
決
定
権
限
者
は
四
五
名
の
司
教
た
ち

で
あ
る
。
被
告
は
、
一
人
の
司
教
。
原
告
は
、『
歴
史
十
巻
』
を
読
む
限
り
で
は
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
で
、
自
ら
、
原
告
と
し
て
直
接
に
主

張
を
述
べ
て
い
る
。
争
点
は
、
被
告
の
司
教
が
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
を
失
脚
さ
せ
る
た
め
の
策
動
を
し
た
か
否
か
で
あ
る
。
会
議
は
複
数
回
行

わ
れ
て
い
る
。
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
と
そ
の
妻
フ
レ
デ
グ
ン
デ
は
、
被
告
有
責
の
決
定
を
出
さ
せ
る
た
め
に
、
時
に
は
脅
し
時
に
は
金
品
を
使

い
、
四
五
名
の
決
定
権
限
者
に
法
廷
外
で
働
き
か
け
て
い
る
。

　

事
例
⒀
で
は
、ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
に
よ
っ
て
召
集
さ
れ
た
司
教
た
ち
に
地
域
の
人
び
と
（poplus

）
が
加
わ
っ
て
法
廷
が
開
か
れ
て
い
る
。

被
告
は
『
歴
史
十
巻
』
の
著
者
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
で
、
原
告
は
司
教
一
名
と
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
で
あ
る
が
、
実
際
に
原
告
と
し
て
専
ら
前
面
に

出
て
い
る
の
は
司
教
の
よ
う
で
あ
る
。
審
理
の
冒
頭
で
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
を
詰
問
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
問
題
の
焦
点
は
、
被
告
グ
レ
ゴ
リ

ウ
ス
が
、
原
告
の
司
教
と
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
の
妻
フ
レ
デ
グ
ン
デ
が
不
倫
関
係
に
あ
る
、
と
人
に
話
し
た
か
否
か
で
あ
る
。

　

本
件
の
証
明
方
法
に
つ
い
て
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
は
地
域
の
人
び
と
の
決
定
に
任
せ
る
こ
と
に
し
、
い
か
に
す
べ
き
か
を
問
う
て
い
る
。

六
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グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
『
歴
史
十
巻
』の
中
の
紛
争
と
紛
争
解
決
の
仕
方

地
域
の
人
び
と
は
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
に
不
利
な
証
人
に
証
言
さ
せ
る
証
明
方
法
は
認
め
な
い
、
被
告
は
自
ら
宣
誓
を
し
て
雪
冤
し
無
責
を
証

明
す
る
の
が
よ
い
、
と
回
答
す
る
。
地
域
の
人
び
と
も
本
件
の
審
理
に
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
で
わ
か
る
。

　

事
例
�
は
、
夫
の
財
産
を
無
断
で
持
ち
出
し
、
あ
る
人
物
の
も
と
に
避
難
し
た
女
性
の
話
で
あ
る
。
夫
が
、
無
断
で
持
ち
出
さ
れ
た
財
産

の
返
還
を
求
め
て
妻
を
訴
え
た
の
で
、
司
教
教
会
会
議
が
開
か
れ
る
。
決
定
権
限
者
は
司
教
た
ち
や
貴
顕
の
人
士
た
ち
で
あ
る
。
原
告
は
夫

で
、
妻
は
代
理
人
を
立
て
て
い
る
。
出
さ
れ
た
決
定
は
、
持
ち
出
し
た
財
産
の
四
倍
額
の
賠
償
を
妻
に
命
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

②
処
分
型　

こ
れ
に
該
当
す
る
事
例
は
以
下
で
あ
る
。
⑴
、
⑵
、
⑿
、
⒆
、
⒇
、
�
、
�
、
�
、
�
、
�
、
�
。

　

事
例
⑴
で
は
、
全
て
は
神
が
決
め
た
こ
と
、
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

　

事
例
⑵
で
は
、
ヴ
ァ
ン
ダ
ル
人
の
王
は
、
棄
教
を
敢
然
と
し
て
拒
む
修
道
女
を
正
規
の
訴
訟
に
よ
り
拷
問
に
か
け
て
責
め
苛
み
、
斬
首
す

る
。

　

事
例
⑿
で
は
、
伯
に
就
任
し
た
人
物
が
、
司
教
で
あ
っ
た
叔
父
が
以
前
毒
殺
さ
れ
た
事
件
の
解
明
に
乗
り
出
す
。
直
接
の
犯
人
は
司
教
職

を
狙
う
人
物
の
手
下
で
あ
っ
た
。
暗
殺
を
指
示
し
た
人
物
は
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
言
に
よ
れ
ば
、
司
教
就
任
の
一
年
目
に
神
の
審
判
が
下
り

死
亡
す
る
の
で
あ
る
が
、
伯
に
な
っ
た
甥
は
、
暗
殺
計
画
者
が
在
籍
し
た
教
会
や
そ
の
教
会
の
聖
職
者
た
ち
が
叔
父
毒
殺
に
深
く
関
係
し
て

い
る
に
違
い
な
い
、
と
い
う
予
断
の
も
と
に
暴
力
的
な
行
動
に
出
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
時
の
司
教
は
こ
の
伯
を
破
門
す
る
。

　

破
門
を
解
い
て
欲
し
い
伯
は
、
司
教
た
ち
が
こ
の
件
と
は
無
関
係
に
別
の
場
所
に
集
ま
っ
た
際
に
出
か
け
て
行
っ
て
、
破
門
を
決
定
し
た

司
教
へ
の
従
順
な
ど
を
誓
う
の
で
、
破
門
を
解
く
よ
う
に
と
願
い
出
て
、
そ
れ
が
許
さ
れ
、
破
門
を
決
定
し
た
司
教
は
そ
の
決
定
を
取
り
消

し
て
い
る
。

　

事
例
⒆
で
は
、
恨
み
か
ら
主
人
を
殺
害
し
主
人
の
お
金
を
奪
っ
て
逃
げ
た
召
使
い
の
一
人
は
、
被
害
者
の
兄
弟
に
よ
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
て

ト
ゥ
ー
ル
︹
地
図
Ⅰ－

25
︺
に
連
行
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
拷
問
さ
れ
、
斬
首
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
。

六
八
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事
例
⒇
は
シ
カ
ル
の
話
で
あ
る
。
シ
カ
ル
は
結
局
の
と
こ
ろ
殺
害
さ
れ
て
し
ま
う
。
加
害
者
ク
ラ
ム
ネ
シ
ン
ト
は
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
の

も
と
に
逃
げ
て
命
乞
い
を
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
そ
こ
で
、
こ
の
件
に
関
す
る
審
理
が
行
わ
れ
た
模
様
で
、
ク
ラ
ム
ネ
シ
ン
ト
に
よ
る
シ
カ

ル
殺
害
は
、
シ
カ
ル
が
ク
ラ
ム
ネ
シ
ン
ト
を
襲
撃
し
た
た
め
の
自
己
防
衛
を
し
た
結
果
の
殺
害
で
あ
る
と
し
て
無
責
の
判
決
が
出
さ
れ
て
い

る
。『
歴
史
十
巻
』
を
読
む
限
り
、ク
ラ
ム
ネ
シ
ン
ト
は
シ
カ
ル
を
不
意
打
ち
で
殺
害
し
て
い
る
の
で
、こ
の
判
決
は
、グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
「
市

民
た
ち
の
戦い
く
さ争
」
と
ま
で
呼
ん
で
い
る
、
報
復
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
と
い
う
政
治
判
断
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

な
お
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
「
処
分
型
」
に
入
れ
た
の
は
、
シ
カ
ル
の
側
か
ら
は
誰
も
こ
の
審
理
に
は
参
加
し
て
い
な
い
、
と
想
定
し
て

の
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
誰
か
が
訴
人
と
し
て
参
加
し
て
い
た
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
シ
カ
ル
の
保
護
者
で
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
の
母
ブ
ル
ン

ヒ
ル
デ
の
告
発
に
よ
っ
て
、
審
理
が
開
始
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
「
当
事
者
型
」
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

事
例
�
で
は
、
フ
レ
デ
グ
ン
デ
が
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
︹
図
１－

11
︺
暗
殺
の
た
め
に
送
っ
た
刺
客
二
人
と
、
そ
の
暗
殺
計
画
の
首
尾
を

確
認
さ
せ
る
た
め
に
送
っ
た
召
使
い
の
計
三
人
は
捕
ら
え
ら
れ
、
拷
問
に
か
け
ら
れ
殺
さ
れ
て
い
る
。

　

事
例
�
で
は
、
あ
る
悪
事
を
働
い
た
と
い
う
の
で
、『
歴
史
十
巻
』
の
著
者
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
に
よ
っ
て
破
門
の
処
分
を
受
け
た
男
が
、
雪

冤
を
し
て
破
門
を
解
い
て
も
ら
お
う
と
、
自
分
だ
け
の
判
断
で
、
一
二
人
の
宣
誓
補
助
者
を
連
れ
て
や
っ
て
来
る
。
ど
こ
に
や
っ
て
来
た
か

は
書
か
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
こ
の
男
の
身
分
が
高
い
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
や
市
民
た
ち
は
こ
の
一
二
人
が
宣
誓
を
す
る
こ

と
を
認
め
な
か
っ
た
、
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
場
所
は
ト
ゥ
ー
ル
市
の
「
市
民
た
ち
の
裁
判
集
会
」
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。

男
は
単
独
で
の
宣
誓
が
認
め
ら
れ
て
雪
冤
に
成
功
し
、
破
門
解
除
の
決
定
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

事
例
�
で
は
、
手
籠
め
に
し
た
人
物
を
仕
返
し
の
た
め
に
殺
害
し
た
女
性
は
、
被
害
者
一
族
に
よ
る
報
復
を
恐
れ
て
い
た
が
、
女
性
の
話

を
聞
い
た
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
︹
図
１－

11
︺
は
、
自
分
は
こ
の
女
性
を
自
分
の
保
護
の
も
と
に
置
い
た
の
で
、
何
時
如
何
な
る
時
も
被
害

者
の
い
ず
れ
の
近
親
者
も
こ
の
女
性
に
危
害
を
加
え
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
決
定
を
し
、
そ
れ
を
証
書
に
し
て
女
性
に
授
与
し
て
い
る
。

六
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史
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事
例
�
は
、
母
と
娘
の
相
続
争
い
で
あ
る
が
、
こ
の
件
で
、
母
は
単
独
で
分
国
王
グ
ン
ト
ラ
ム
︹
図
１－

７
︺
の
も
と
に
行
き
、
娘
を
相

続
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
願
い
出
る
が
、
グ
ン
ト
ラ
ム
は
、
母
は
四
分
の
三
を
、
娘
は
四
分
の
一
を
相
続
せ
よ
、
と
の
決
定
を
下
す
。

　

事
例
�
は
、
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
︹
図
１－

11
︺
を
傀か
い

儡ら
い

あ
る
い
は
亡
き
者
に
し
よ
う
と
す
る
陰
謀
に
加
担
し
た
容
疑
で
、
二
人
の
人
物

が
国
王
に
よ
っ
て
召
喚
さ
れ
審
理
に
付
さ
れ
、
国
庫
か
ら
得
た
財
産
を
没
収
さ
れ
、
追
放
さ
れ
て
い
る
。
事
例
�
に
よ
れ
ば
、
二
人
の
人
物

の
う
ち
一
人
は
、
審
理
に
入
る
以
前
だ
と
思
わ
れ
が
、
拷
問
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。

　

事
例
�
で
は
、
一
人
の
略
奪
者
の
逃
亡
に
手
を
貸
し
た
と
い
う
容
疑
で
、
あ
るvicarius

）
₄₅
（

が
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
︹
図
１－

11
︺
に
よ
っ

て
法
廷
に
召
喚
さ
れ
た
が
、
無
責
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

③
中
間
型　

中
間
型
が
み
ら
れ
る
の
は
、
紛
争
当
事
者
と
そ
の
一
族
に
よ
る
私
闘
、
報
復
の
連
鎖
が
社
会
不
安
を
引
き
起
こ
し
た
場
合
や

何
か
の
理
由
で
骨
肉
の
争
い
が
延
々
と
続
い
て
い
る
場
合
な
ど
で
あ
る
。
事
例
⒃
、
⒇
、
�
が
こ
れ
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
事
例
�
も
、
そ
の
結
末
は
唖
然
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
中
間
型
に
分
類
で
き
る
面
を
持
ち
合
わ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

事
例
⒇
は
、
シ
カ
ル
と
ア
ウ
ス
ト
レ
ギ
シ
ル
の
間
の
、
シ
カ
ル
と
ア
ウ
ノ
の
間
の
、
そ
し
て
シ
カ
ル
と
ア
ウ
ノ
の
子
供
ク
ラ
ム
ネ
シ
ン
ト

の
間
の
私
闘
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。
ア
ウ
ス
ト
レ
ギ
シ
ル
が
再
度
の
襲
撃
を
し
、
シ
カ
ル
側
に
損
害
を
与
え
た
あ
と
、
両
者
は
、
伯
が
主

宰
者
だ
と
推
察
さ
れ
て
い
る
、
ト
ゥ
ー
ル
市
の
「
市
民
た
ち
の
裁
判
集
会
」
で
一
緒
に
な
る
（convenissent－

convenire

）。
そ
こ
で
、

ア
ウ
ス
ト
レ
ギ
シ
ル
の
有
責
が
宣
告
さ
れ
、
中
身
は
不
明
で
あ
る
が
、
賠
償
が
言
い
渡
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
賠
償
に
係
る
「
契
約

（placitum

）」
が
紛
争
の
両
当
事
者
間
で
結
ば
れ
る
。

　

convenire

に
は
誰
か
が
誰
か
を
「
召
喚
す
る
」「
告
訴
す
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
で
は
な
く
、

「
出
会
う
」「
一
緒
に
な
る
」「
集
ま
る
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
主
語
は
紛
争
の
両
当
事
者
で
あ
る
。
シ
カ
ル
あ
る
い
は
ア
ウ
ス
ト
レ

ギ
シ
ル
が
訴
え
た
こ
と
で
二
人
が
一
緒
に
な
っ
た
可
能
性
は
も
ち
ろ
ん
否
定
で
き
な
い
が
、「
市
民
た
ち
の
裁
判
集
会
」
が
二
人
を
召
喚
し

七
〇
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た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。「
裁
判
集
会
」
が
召
喚
し
た
の
で
、
そ
の
「
裁
判
集
会
」
の
場
で
、「
二
人
は
一
緒
に
な
っ
た
」「
二
人
は
出

会
っ
た
」、
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
こ
う
し
た
推
測
を
許
す
の
が
、
こ
れ
に
続
く
以
下
の
話
で
あ
る
。

　

先
の
「
契
約
（placitum

）」
で
あ
る
が
、
ア
ウ
ス
ト
レ
ギ
シ
ル
に
奪
わ
れ
た
自
分
の
財
産
が
ア
ウ
ノ
等
の
家
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
シ

カ
ル
は
、
契
約
を
破
っ
て
、
彼
ら
の
家
を
襲
い
、
殺
し
、
略
奪
を
す
る
。『
歴
史
十
巻
』
の
著
者
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
等
は
事
態
を
非
常
に
憂
慮
し
、

「
両
者
が
我
ら
の
座
す
所
︹
＝
「
市
民
た
ち
の
裁
判
集
会
」︺
に
来
て
、
弁
明
を
し
、
仲
直
り
し
て
別
れ
、
争
い
が
こ
の
の
ち
も
は
び
こ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、iudex
︹
こ
こ
で
の
実
際
の
意
味
は
お
そ
ら
く
伯
︺
と
連
携
を
し
、
両
者
の
も
と
に
使
者
を
送
っ
た
（, adiuncto 

iu
d

ice, m
ittim

u
s ad

 eos legition
em

, u
t in

 n
ostri p

raesen
tia ven

ien
tes, accep

ta ration
e, cu

m
 p

ace d
isced

eren
t, n

e 

iurgium
 in am

plius pulularet
）」（Z

w
eiter B

d., S. 154

）。
両
者
は
出
廷
す
る
。

　
「
市
民
た
ち
の
裁
判
集
会
」
は
、
シ
カ
ル
に
対
し
て
、
ア
ウ
ス
ト
レ
ギ
シ
ル
に
賠
償
を
せ
よ
、
と
の
決
定
を
出
す
。
そ
し
て
、
興
味
深
い

の
は
、
シ
カ
ル
に
賠
償
す
る
だ
け
の
資
力
が
な
い
の
な
ら
、
そ
の
分
の
銀
を
、
教
会
が
補
塡
す
る
と
決
定
の
中
で
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
ア
ウ
ス
ト
レ
ギ
シ
ル
は
こ
の
決
定
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
、
や
が
て
、
ア
ウ
ス
ト
レ
ギ
シ
ル
は
シ
カ
ル
を
襲
撃
し
、
損
害
を
与
え
る
。「
そ
れ
で
、
両
者
は
、iudex

に
よ
っ
て
、
ト
ゥ

ー
ル
市
︹
＝
「
市
民
の
裁
判
集
会
」
か
？
︺
に
召
喚
さ
れ
、
両
者
に
よ
っ
て
今
回
の
事
件
に
つ
い
て
弁
明
が
行
わ
れ
た
（T

unc partes a 

iudice ad civitatem
 deducgtae, causas proprias prolocuntur

）」（Z
w

eiter B
d., S. 156

）。
そ
の
上
で
、「iudex

た
ち
︹
こ
の
場

合
の
意
味
は
「
市
民
た
ち
の
裁
判
集
会
」
に
お
け
る
、
伯
や
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
を
含
む
決
定
権
限
者
た
ち
︺
に
よ
っ
て
判
決
が
出
さ
れ
た

（inventum
que est a iudicibus

）」。

　

し
か
し
、
こ
の
判
決
の
内
容
は
、「
法
に
反
し
て
（contra legis

）」
ま
で
も
両
者
が
和
を
結
ぶ
こ
と
を
最
優
先
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
認
め
て
い
る
。
何
故
な
ら
ば
、
ア
ウ
ス
ト
レ
ギ
シ
ル
の
今
回
の
暴
力
行
為
が
不
問
に
付
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

七
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判
決
は
、
二
回
目
の
「
市
民
た
ち
の
裁
判
集
会
」
の
決
定
を
基
準
に
し
て
、
シ
カ
ル
の
支
払
い
賠
償
額
と
ア
ウ
ス
ト
レ
ギ
シ
ル
の
受
取
り
賠

償
額
を
そ
れ
ぞ
れ
半
分
ず
つ
減
ら
し
て
い
る
。

　

事
例
⒃
は
、
地
域
間
戦い
く
さ争

の
よ
う
な
規
模
の
抗
争
で
あ
る
。
各
地
域
に
関
係
す
る
伯
た
ち
が
間
に
入
っ
て
、「
裁
判
集
会
（audientia

）」

が
開
催
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
敵
対
行
為
の
停
止
を
双
方
に
約
束
さ
せ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
出
廷
す
る
事
件
関
係
者
た
ち
は
、
決

定
権
限
者
た
ち
に
よ
っ
て
召
喚
さ
れ
て
「
裁
判
集
会
」
で
「
一
緒
に
な
る
」
あ
る
い
は
「
出
会
う
」
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
こ
と
は
書
か
れ

て
い
な
い
が
、「
裁
判
集
会
」
で
の
決
定
が
、
和
を
結
ぶ
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。

　

事
例
�
は
、
シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世
を
父
と
す
る
女
性
と
そ
の
女
性
を
母
親
と
す
る
娘
の
相
続
争
い
の
話
で
あ
る
。
こ
の
件
で
、
分
国
王
グ
ン

ト
ラ
ム
︹
図
１－

７
︺
は
『
歴
史
十
巻
』
の
著
者
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
に
、
母
と
娘
を
仲
直
り
さ
せ
て
欲
し
い
、
と
幾
度
も
手
紙
を
書
い
て
い
る
。

こ
の
件
で
自
ら
が
決
定
を
下
す
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
母
と
娘
は
ト
ゥ
ー
ル
︹
地
図
Ⅰ－

25
︺
で
の
「
裁
判
集
会
（iudicium

）」

に
出
て
い
る
。
し
か
し
事
態
は
好
転
し
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
も
推
測
で
あ
る
が
、
母
と
娘
が
こ
の
「
裁
判
集
会
」
に
出
廷
し
た
の
は
、
経

緯
か
ら
し
て
、
グ
ン
ト
ラ
ム
の
意
向
を
受
け
た
「
裁
判
集
会
」
の
方
か
ら
の
呼
び
出
し
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　

事
例
�
で
は
、
頻
繁
に
登
場
す
る
フ
レ
デ
グ
ン
デ
が
、
あ
る
男
の
親
族
た
ち
と
そ
の
男
の
妹
婿
の
親
族
た
ち
の
争
い
を
収
拾
す
る
た
め
に

両
者
を
和
解
さ
せ
よ
う
と
し
て
両
者
の
間
に
入
っ
て
い
る
。
結
局
は
も
て
余
し
、
手
の
者
を
送
っ
て
、
就
寝
中
の
両
当
事
者
を
殺
害
し
て
し

ま
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
殺
害
は
そ
れ
自
体
が
一
つ
の
事
件
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
フ
レ
デ
グ
ン
デ
は
両
当
事
者
の
親
族
か
ら
の
復
讐

を
恐
れ
て
逃
げ
出
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、「
紛
争
解
決
の
仕
方
」
の
中
で
こ
の
事
例
を
扱
う
の
は
不
適
切
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
中
間
型
の
分
類
で
こ
の
事
例
に
言
及
し
た
の
は
、
フ
レ
デ
グ
ン
デ
と
い
う
権
力
者
が
、
結
末
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
紛
争
当
事
者

の
仲
を
取
り
も
つ
行
動
に
ま
ず
は
乗
り
出
し
て
い
る
、
と
い
う
点
に
着
目
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

七
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紛
争
解
決
の
仕
方―

―

個
別
の
諸
点

⑴　

始
ま
り

　

①
紛
争
当
事
者
の
一
方
が
召
喚
す
る
場
合　

こ
れ
に
関
係
し
て
興
味
深
い
の
は
、夢
の
中
や
も
う
ろ
う
と
し
た
意
識
の
中
で
の
話
で
あ
る
。

事
例
⑶
の
原
告
は
司
教
で
、
被
告
は
こ
の
司
教
を
苦
し
め
た
二
人
の
司
祭
、
そ
し
て
決
定
権
限
者
は
神
ら
し
き
存
在
で
あ
る
。
決
定
権
限
者

は
、
原
告
が
被
告
を
召
喚
す
る
こ
と
を
懇
願
し
た
か
ら
答
弁
の
た
め
に
来
い
、
と
い
う
命
令
を
伝
え
さ
せ
る
た
め
に
、
被
告
の
一
人
に
使
い

を
出
し
て
い
る
。

　

事
例
⑹
の
原
告
は
不
倫
の
疑
い
で
被
告
に
殺
害
さ
れ
た
、
被
告
の
妻
と
被
告
の
友
人
で
、
被
告
は
テ
ウ
デ
ベ
ル
ト
一
世
︹
図
１－

５
︺
の

も
と
で
高
官
で
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
事
例
で
は
、
原
告
二
人
が
被
告
に
直
接
、「
主
の
面
前
で
私
た
ち
と
争
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

か
ら
、
釈
明
の
た
め
に
来
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

事
例
⑿
の
原
告
は
、
被
告
と
の
争
い
の
途
中
で
他
界
し
た
司
教
で
、
被
告
は
伯
で
あ
る
。
被
告
は
高
熱
の
た
め
に
混
濁
し
た
意
識
の
中
で
、

司
教
に
よ
っ
て
法
廷
に
召
喚
さ
れ
る
と
は
な
ん
と
悲
し
い
こ
と
か
、
と
う
わ
ご
と
を
言
っ
て
い
る
。

　

下
記
の
（
四
）「
悔
い
改
め
か
そ
れ
と
も
処
罰
か
」
で
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
窃
盗
の
被
害
を
受
け
た
聖
マ
ル
テ
ィ

ヌ
ス
聖
堂
の
関
係
者
が
こ
の
窃
盗
事
件
で
訴
え
を
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
と
い
う
理
由
で
、『
歴
史
十
巻
』
の
著
者
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、

捕
縛
さ
れ
た
泥
棒
の
助
命
を
嘆
願
す
る
手
紙
を
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
︹
図
１－

9
︺
に
書
き
送
っ
て
い
る
。

　

②
そ
の
他　

決
定
権
限
者
に
よ
る
召
喚
で
紛
争
解
決
の
手
続
が
始
ま
る
諸
事
例
や
、
宣
誓
に
よ
る
雪
冤
を
望
む
者
が
自
分
の
判
断
で
一
方

的
に
決
定
権
限
者
の
も
と
に
行
く
こ
と
で
始
ま
っ
て
い
る
事
例
�
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
紹
介
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

七
三
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⑵　

雪
冤
宣
誓

　

被
告
が
自
ら
宣
誓
を
す
る
こ
と
で
雪
冤
す
る
雪
冤
宣
誓
の
事
例
⒅
で
は
、
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
殺
害
の
件
で
、
被
告
は
殺
害
に
つ
い
て
完
全
否

認
す
る
、
他
方
、
原
告
︹
＝
被
害
者
の
親
戚
の
者
︺
た
ち
も
被
告
の
有
責
を
証
明
す
る
材
料
を
持
っ
て
い
な
い
、
そ
う
し
た
状
況
下
で
、
被

告
に
、
自
ら
宣
誓
す
る
こ
と
で
雪
冤
せ
よ
、
と
の
決
定
が
出
て
い
る
。
事
例
⑽
の
場
合
の
原
告
、
被
告
も
共
に
有
責
、
無
責
を
証
明
で
き
る

証
拠
を
持
っ
て
い
な
い
な
か
で
、
被
告
に
よ
る
雪
冤
宣
誓
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
被
告
に
よ
る
雪
冤
宣
誓
は
、
ほ
か
の
証
明
手
段
が
原
告
に
も
被
告
に
も
無
い
場
合
の
証
明
手
段
で
は
な
い
か
、
と
の

推
察
を
可
能
に
す
る
。
投
稿
中
の
「
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
国
王P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か
た
ち
」
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
事
例
⒀
で
は
、
被
告
に
不
利
益
な
証
人
の
証
言
と
い
う
証
明
手
段
と
被
告
に
よ
る
雪
冤
宣
誓
と
い
う
証
明
手
段
の
い
ず

れ
を
採
る
か
、
と
い
う
質
問
が
審
理
に
参
加
し
て
い
る
地
域
の
人
び
と
に
向
か
っ
て
分
国
王
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
事
例
�
で
は
、

「
キ
リ
ス
ト
者
の
共
同
体
」
か
ら
破
門
さ
れ
た
男
が
一
方
的
に
申
し
出
た
、
破
門
解
除
の
た
め
の
雪
冤
宣
誓
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二

例
は
、
雪
冤
宣
誓
が
証
明
手
段
と
し
て
採
用
さ
れ
る
前
提
は
い
か
な
る
も
の
か
の
解
明
の
た
め
に
は
も
っ
と
多
く
の
事
例
に
あ
た
る
必
要
が

あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
事
例
�
で
、
雪
冤
宣
誓
を
認
め
ら
れ
て
い
る
男
は
悪
人
で
、
そ
の
男
の
宣
誓
は
偽
宣
誓
だ
と
い
う
こ
と
を
皆
が
知
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
男
に
宣
誓
が
認
め
ら
れ
た
の
か
の
疑
問
が
残
る
。
そ
の
疑
問
は
置
く
と
し
て
、
と
も
か
く
も
、
偽
宣
誓
だ
と

皆
が
知
り
な
が
ら
宣
誓
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
破
門
が
解
除
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
宣
誓
に
よ
る
証
明
で
肝
心
な
の
は
宣
誓
内
容
の

真
偽
で
も
、
宣
誓
を
す
る
人
間
の
人
格
の
高
潔
さ
の
如
何
で
も
な
く
、
決
め
ら
れ
た
方
式
で
宣
誓
行
為
を
実
行
で
き
た
か
否
か
、
と
い
う
こ

と
、
す
な
わ
ち
形
式
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

七
四
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⑶　

終
わ
り

　

事
例
⒅
で
は
、
紛
争
当
事
者
の
一
方
は
出
廷
し
、
他
方
は
出
廷
し
な
い
と
い
う
状
況
下
で
、
出
廷
し
た
方
の
当
事
者
が
三
日
間
相
手
方
を

待
ち
、
相
手
方
の
不
出
廷
を
確
認
す
る
こ
と
で
審
理
が
終
結
し
て
い
る）
₄₆
（

。

⑷　

神
判

　

事
例
⑴
で
は
、
司
教
ブ
リ
ク
テ
ィ
ウ
ス
が
自
分
に
か
け
ら
れ
た
濡
れ
衣
を
は
ら
す
た
め
に
、
燃
え
て
い
る
炭
を
着
物
に
入
れ
身
体
に
押
し

つ
け
、
自
分
を
疑
う
市
民
た
ち
と
一
緒
に
聖
人
の
墓
地
ま
で
歩
く
と
い
う
、
神
判
に
係
る
行
為
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
誰
か
に
命
じ

ら
れ
て
の
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
司
教
ブ
リ
ク
テ
ィ
ウ
ス
は
こ
の
神
判
に
先
立
っ
て
生
後
三
〇
日
の
子
供
に
話
を
さ
せ
る
と
い
う
奇

蹟
を
起
こ
し
、
濡
れ
衣
を
は
ら
そ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
市
民
た
ち
は
こ
の
奇
蹟
に
立
ち
会
い
な
が
ら
も
、
司
教
ブ
リ
ク
テ
ィ
ウ
ス

に
対
す
る
疑
い
を
解
か
な
い
。
そ
こ
で
、
司
教
ブ
リ
ク
テ
ィ
ウ
ス
は
神
判
に
訴
え
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
は
、
神
判
が
、
事
例
�
の
場
合
（
決
闘
に
よ
る
神
判
）
と
は
違
っ
て
、
事
例
�
の
雪
冤
宣
誓
の
場
合
と
同
様
に
、
法
廷
と
は

直
接
に
関
係
し
な
い
所
で
、
あ
る
個
人
が
社
会
に
対
し
て
身
の
潔
白
を
証
明
す
る
手
段
に
も
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑸　

裁
判
の
主
催
者

　

国
王
が
主
催
者
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
も
の
に
、
事
例
⑵
、
⑺
、
⑻
、
⒂
、
⒅
、
�
、
�
、
�
、
�
、
�
、
�
が
あ
る
。

　

伯
な
ど
あ
る
地
域
圏
の
統
治
担
当
者
が
主
催
者
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
の
も
の
に
、
事
例
⑻
、
⒁
、
⒃
、
⒆
、
⒇
、
�
が
あ
る
。

　

司
教
、
司
教
た
ち
、
司
教
会
議
が
主
催
者
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
も
の
に
、
事
例
⑽
、
⑾
、
⑿
、
⒀
、
�
、
�
、
�
が
あ
る
が
、
⒀
、
�
、

�
の
司
教
た
ち
、
司
教
会
議
は
国
王
に
よ
っ
て
召
集
さ
れ
て
い
る
。

七
五
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�
の
主
催
者
は
王
妃
で
あ
る
。
夢
の
中
の
話
で
は
、
⑶
と
⑹
に
、
神
と
お
ぼ
し
き
存
在
が
主
催
者
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。

（
四
）　

悔
い
改
め
か
そ
れ
と
も
処
罰
か

　

ジ
ャ
ン
＝
マ
リ
・
カ
ル
バ
ス
著
、
吉
原
達
也
＝
波
多
野
敏
訳
『
死
刑
制
度
の
歴
史
︹
新
版
︺』（
ク
セ
ジ
ュ
文
庫
、
白
水
社
、
二
〇
〇
六
年
）

は
好
著
、
好
訳
書
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
印
象
深
い
記
述
の
一
つ
は
、
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
（
三
五
四
年－－

四
三
〇
年
）
の
説
教
の
次

の
一
節
で
あ
る
。「『
誤
り
を
罰
す
る
た
め
に
、
人
を
殺
し
て
人
を
堕
落
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
人
を
殺
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は

も
は
や
悔
い
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
人
を
死
に
至
ら
し
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
も
は
や
改
め
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
』（
説
教
一
三
・
�
）。
そ
の
原
理
は
明
ら
か
で
あ
る
。
教
会
が
望
む
の
は
、
罪
人
の
死
で
は
な
く
、
そ

の
改
心
で
あ
る
。
そ
し
て
十
戒
の
『
汝
殺
す
な
か
れ
』
は
、
裁
判
官
に
も
向
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
」（
三
四
頁
）。

　

こ
こ
に
引
用
し
た
あ
と
に
続
く
の
が
「
汝
殺
す
な
か
れ
」
の
原
則
を
堅
持
し
難
く
な
る
話
で
あ
る
。
異
端
が
拡
大
し
そ
し
て
そ
れ
に
伴
い

混
乱
が
増
大
し
て
行
く
か
ら
で
あ
る
。
紛
争
の
抽
出
基
準
に
合
わ
な
い
事
例
⒁
を
敢
え
て
紹
介
し
た
理
由
は
、「
汝
殺
す
な
か
れ
」
の
こ
の

精
神
が
第
一
線
の
聖
職
者
た
ち
に
生
き
続
け
て
い
る
こ
と
に
関
心
を
抱
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

教
会
や
聖
職
者
が
、
犯
罪
人
を
寛
大
に
扱
う
よ
う
に
世
俗
権
力
者
に
嘆
願
す
る
の
は
普
通
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
、
以
下
の
例
も
報
告
さ

れ
て
い
る
。
あ
る
男
が
、
ル
・
マ
ン
︹
地
図
Ⅰ－

12
︺
に
在
る
聖
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
聖
堂
で
盗
み
を
働
く
。
聖
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
の
、
奇
蹟
を
起

こ
す
力
が
、
恐
ろ
し
い
審
判
で
も
っ
て
（cum

 iudicio terribli

）
こ
の
男
の
不
遜
な
行
い
を
明
る
み
に
出
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
泥
棒
は

B

ボ

ル

ド

ー

ordeaux

︹
地
図
Ⅱ－

５
︺
で
喧
嘩
を
し
、
人
を
殺
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
こ
の
事
件
が
き
っ
か
け
で
、
こ
の
男
が
聖
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス

聖
堂
か
ら
盗
ま
れ
た
品
物
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
か
の
泥
棒
で
あ
る
こ
と
が
発
覚
す
る
。

　

こ
の
男
の
こ
と
が
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
︹
図
１－

9
︺
に
伝
え
ら
れ
る
。
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
は
、
こ
の
男
を
鎖
に
つ
な
ぎ
、
自
分
の
と
こ
ろ

七
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に
連
れ
て
来
さ
せ
る
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
に
手
紙
を
送
り
、
盗
ま
れ
た
側
が
こ
の
事
件
を
訴
え
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、

と
言
っ
て
、
泥
棒
の
助
命
を
嘆
願
す
る
。
泥
棒
は
分
散
し
た
盗
品
を
回
収
し
て
聖
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
聖
堂
に
返
す
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
放
免
さ

れ
て
い
る
（II., S. 31－

33

）。

（
五
）　

裸
の
暴
力
、
正
規
の
訴
訟
に
基
づ
く
「
暴
力
」

　

事
例
⑵
は
迫
害
を
扱
っ
て
い
る
。
ヴ
ァ
ン
ダ
ル
人
の
王
は
、
一
人
の
修
道
女
を
棄
教
さ
せ
よ
う
と
拷
問
に
か
け
て
責
め
苛
む
。
し
か
し
、

強
い
意
志
で
棄
教
を
拒
む
こ
の
女
性
を
、
次
に
、
正
規
の
訴
訟
に
よ
る
拷
問
に
か
け
て
責
め
苛
み
、
斬
首
し
て
い
る
。
斬
首
の
点
を
別
に
す

れ
ば
、
や
っ
て
い
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
。
正
規
の
訴
訟
と
い
う
お
墨
付
き
が
出
る
と
、
中
身
は
同
じ
暴
力
な
の
に
、
暴
力
に
「　

」、
す

な
わ
ち
適
法
マ
ー
ク
が
付
く
。
ヴ
ァ
ン
ダ
ル
人
の
王
が
、
あ
る
い
は
広
く
こ
の
時
代
の
人
び
と
が
法
の
も
つ
機
能
を
自
覚
し
て
い
た
こ
と
が

窺
わ
れ
て
、
興
味
深
い
。

（
六
）　

そ
の
他

⑴　

ア
ジ
ー
ル
（A

syl

）
と
し
て
の
教
会

　

以
下
は
、
ア
ジ
ー
ル
を
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
に
し
て
い
た
阿
部
謹
也
の
叙
述
で
あ
る
。「
子
ど
も
の
鬼
ご
っ
こ
の
な
か
に
、
あ
る
木
に
さ

わ
っ
て
い
る
間
は
鬼
が
捕
ま
え
ら
れ
な
い
と
い
う
遊
び
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
種
の
ア
ジ
ー
ル
で
す
。
ア
ジ
ー
ル
と
は
聖
な
る
場
所
、
避

難
所
と
訳
さ
れ
ま
す
が
、
古
代
か
ら
あ
る
重
要
な
制
度
で
す
。
ア
ジ
ー
ル
の
最
も
古
い
型
は
神
聖
な
空
間
や
モ
ノ
と
接
触
し
た
者
が
神
聖
な

性
格
を
お
び
、
誰
も
そ
の
人
に
手
出
し
が
で
き
な
い
状
態
に
な
る
こ
と
で
し
た
」「
中
世
に
お
い
て
は
過
失
で
人
を
殺
し
た
ば
あ
い
で
も
被

害
者
の
縁
者
が
敵
討
ち
を
し
よ
う
と
狙
っ
て
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
裁
判
が
開
か
れ
る
ま
で
と
り
あ
え
ず
身
を
隠
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」）
₄₇
（

。
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と
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争
解
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の
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方

　

教
会
が
ア
ジ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
の
は
、
事
例
�
で
あ
る
。
事
例
�
で
は
、
手
籠
め
に
さ
れ
た
女
性
が
加
害
者
を
殺

害
し
た
あ
と
、
聖
マ
ル
ケ
ル
ル
ス
聖
堂
に
逃
げ
込
ん
で
い
る
。
事
例
�
で
は
、
王
の
森
で
の
野
牛
殺
し
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
た
人
物
が
教
会

に
避
難
し
よ
う
と
す
る
の
だ
が
、
国
王
グ
ン
ト
ラ
ム
︹
図
１－

７
︺
は
、
こ
の
人
物
が
教
会
に
逃
げ
込
む
前
に
捕
ら
え
よ
、
と
追
手
に
命
じ

て
い
る
。

⑵　

保
証
人
（fideiussor
）

　

事
例
⑻
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
助
祭
の
捕
縛
を
命
じ
た
レ
ク
ト
ー
ル）
₄₈
（

に
対
し
て
、「
複
数
の
保
証
人
」
を
立
て
る
か
ら
捕
縛
は
ク
リ

ス
マ
ス
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
し
て
ほ
し
い
と
、
マ
ル
セ
イ
ユ
︹
地
図
Ⅱ－

14
︺
の
市
民
た
ち
が
願
い
出
て
い
る
。
事
例
�
で
は
、
ヒ
ル
デ
ベ

ル
ト
二
世
の
命
令
で
捕
縛
さ
れ
る
状
況
下
に
立
た
さ
れ
た
人
物
が
、
保
証
人
を
立
て
て
猶
予
を
も
ら
い
、dom

esticus

）
₄₉
（

の
も
と
に
出
頭
し

て
裁
判
を
受
け
、
無
責
の
判
決
を
得
て
い
る
。

　

保
証
人
が
出
て
く
る
ほ
か
の
場
合
の
例
は
以
下
で
あ
る
。『
歴
史
十
巻
』
の
第
六
巻
一
一
、
一
二
（II., S. 37, 39；

双
方
と
も
、
あ
る
人

物
が
自
分
の
身
体
の
自
由
を
確
保
す
る
た
め
に
差
し
出
し
た
保
証
人
）、
第
�
巻
四
三
（II., S. 279；

王
の
前
に
出
頭
す
る
と
の
約
束
に
係

る
保
証
人
）、
第
�
巻
�
、
一
�
、
二
三
（II., S. 303, 323；
前
者
は
出
頭
の
約
束
に
係
る
、
後
者
は
賠
償
︹
＝
補
償
︺
金
支
払
い
に
係
る

保
証
人
）。

⑶　

紛
争
当
事
者
の
や
り
取
り
の
記
述
が
比
較
的
詳
し
い
事
例

　

事
例
⑾
、
⒀
、
�
、
�
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
特
に
事
例
�
は
、「
判
決
書
の
全
文
（exem

plar iudicii

）」
を
転
載
す
る
体
裁
ま
で
と

っ
て
審
理
の
模
様
を
詳
し
く
伝
え
て
い
る
。

七
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七
）　

若
干
の
ま
と
め

⑴　

裁
判
と
は
、
訴
訟
と
は

　

裁
判
あ
る
い
は
訴
訟
と
い
う
用
語
を
歴
史
分
析
に
用
い
る
場
合
、
何
を
指
標
に
し
て
一
貫
性
を
持
た
せ
た
ら
よ
い
の
か
。
こ
の
疑
問
が
、

こ
の
間
、
私
の
頭
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
。
以
下
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
仮
の
解
答
で
あ
る
。

　

あ
と
の
時
代
の
定
義
を
古
い
時
代
に
持
ち
込
む
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、“C

arolus Sigonius, D
e iudiciis libri III, 

1593 ”

の
田
中
実
に
よ
る
要
約
・
解
説
の
中
に
、
裁
判
の
定
義
が
あ
る）
₅₀
（

。

　
　

 

第
一
章
。
裁
判
と
は
「
法
を
宣
言
す
る
政
務
官
で
あ
れ
そ
の
政
務
官
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
審
判
人
で
あ
れ
彼
ら
が
法
に
従
っ
て
下
し

た
判
断
」
で
あ
る
。
法
に
は
私
法
と
公
法
と
が
あ
る
よ
う
に
裁
判
に
は
民
事
裁
判
（privata iudicia

）
と
刑
事
裁
判
（publica 

iudicia

）
と
が
あ
る
。
こ
の
区
別
に
は
今
日
で
も
援
用
さ
れ
る
キ
ケ
ロ
ー
『
カ
エ
キ
ー
ナ
弁
護
』（2.6

）
の
有
名
な
一
文
「
す
べ
て
の

裁
判
は
紛
争
を
解
決
す
る
か
犯
罪
を
罰
す
る
目
的
で
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
民
事
裁
判
と
は
民
事
紛
争

（controversiae privatae

）
に
つ
い
て
の
裁
定
（decreta

）
つ
ま
り
判
決
（sententiae

）
で
あ
る
。

　

何
か
不
都
合
が
出
て
く
る
ま
で
は
、
私
は
、
裁
判
と
い
う
用
語
を
歴
史
分
析
に
使
う
場
合
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
、
こ
の
引
用
文
中
の
定
義

と
し
た
い
。

　

本
稿
で
言
う
「
当
事
者
型
」「
処
分
型
」「
中
間
型
」
を
、
こ
の
定
義
に
関
係
さ
せ
て
言
う
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
、
裁
判
、
す
な
わ
ち
権
限

を
持
つ
者
が
「
法
に
従
っ
て
下
し
た
判
断
」
に
到
達
す
る
仕
方
、
つ
ま
り
手
続
の
こ
と
で
あ
る
。『
法
律
学
小
辞
典
』
の
次
の
定
義
に
引
い

た
傍
線
部
に
関
係
さ
せ
て
言
え
ば
、
そ
の
手
続
と
は
訴
訟
の
こ
と
で
あ
る
。
訴
訟
と
は
「
⋮
⋮
国
家
の
裁
判
権
の
行
使
に
よ
っ
て
、
法
律
的

七
九
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に
権
利
救
済
や
紛
争
解
決
を
す
る
た
め
に
、
当
事
者
を
関
与
さ
せ
て
審
理
・
判
断
を
す
る
手
続
（
制
度
）
が
訴
訟
で
あ
る
」）
₅₁
（

。

　

ま
た
、
訴
訟
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
、
事
例
⑵
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
正
規
の
訴
訟
（legitim

a quaestio

）」
の
こ
と
で
あ
り
、「
訴
訟
」

に
「
非
正
規
の
」
と
い
う
形
容
詞
が
付
く
こ
と
は
な
い
。

　

上か
み

口ぐ
ち

裕ゆ
た
かは

、「
糺
問
訴
訟
」
を
説
明
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
⋮
⋮
国
家
機
関
と
し
て
の
裁
判
官
が
、
自
ら
手
続
を
開
始
し
、

被
告
人
の
有
罪
証
拠
を
収
集
し
、
有
罪
・
無
罪
を
判
断
す
る
役
割
を
担
う
よ
う
な
新
し
い
訴
訟
形
式
が
生
成
す
る
。
こ
れ
が
糺
問
訴
訟
で
あ

り
、
古
代
型
弾
劾
訴
訟
に
漸
次
と
っ
て
代
わ
る
こ
と
に
な
る
。
犯
人
を
探
索
し
、
証
拠
を
収
集
す
る
訴
追
機
関
と
、
有
罪
・
無
罪
を
判
断
す

る
裁
判
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
い
っ
た
ん
刑
事
手
続
の
対
象
と
さ
れ
る
と
、
被
告
人
は
圧
倒
的
に
不
利
な
地
位
に
お
か
れ
た
。

こ
の
糺
問
訴
訟
は
、
現
代
の
警
察
官
・
検
察
官
の
役
割
を
あ
わ
せ
も
っ
た
裁
判
官
が
、
被
告
人
と
対
峙
し
、
有
罪
・
無
罪
を
決
定
す
る
二
面

構
造
で
あ
っ
た
。
原
告
・
被
告
・
審
判
者
と
い
う
三
面
構
造
を
前
提
と
す
る
一
般
的
な
訴
訟
観
念
に
て
ら
す
な
ら
ば
、
糺
問
訴
訟
は
、
訴
訟

手
続
で
は
な
く
、
行
政
手
続
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
」）
₅₂
（

。

　
「
当
事
者
型
」「
処
分
型
」
と
、
紛
争
解
決
手
続
を
区
分
す
る
際
の
本
稿
の
視
点
は
、
上
口
の
そ
れ
に
大
き
な
と
こ
ろ
で
重
な
っ
て
い
る
。

⑵　

行
政
と
い
う
用
語
の
使
い
方

　

上
口
の
著
書
か
ら
の
引
用
文
の
中
で
気
に
な
る
の
は
、
行
政
と
い
う
用
語
で
あ
る
。
三
権
分
立
を
前
提
に
し
た
、
司
法
、
行
政
、
立
法
と

い
う
近
代
的
用
語
法
を
連
想
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
前
近
代
の
訴
訟
の
特
徴
を
端
的
に
表
現
す
る
た
め
に
、「
行
政
の
一
環
と
し
て
の

司
法
と
か
裁
判
」
と
い
う
言
い
方
が
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
司
法
が
行
政
か
ら
未
分
化
だ
と
い
う
の
な

ら
ば
、
で
は
、
立
法
は
司
法
（
裁
判
）
込
み
の
行
政
か
ら
分
離
し
て
い
る
の
か
。
前
近
代
に
お
い
て
行
政
と
い
う
用
語
を
使
う
場
合
、
そ
れ

を
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
う
か
に
つ
い
て
の
説
明
が
必
要
だ
と
思
う
。

八
〇
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ド
イ
ツ
近
世
の
叙
述
で
「
行
政
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
時
、「
行ポ
リ
ツ
ア
イ政」
と
い
う
よ
う
に
「
行
政
」
に
「
ポ
リ
ツ
ア
イ
」
と
ル
ビ
を
付

け
て
意
味
を
限
定
さ
せ
て
い
る
例
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
ポ
リ
ツ
ア
イ
（polizei

）
は
「
ポ
リ
ツ
ア
イ
条
例
」
と
い
う
史
料
用
語
が
あ
る
こ

と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
立
法
と
も
無
縁
で
は
な
い
。
ポ
リ
ツ
ア
イ
と
は
何
か
の
議
論
も
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る）
₅₃
（

。「
司
法
権
の
独
立
」
と

い
う
場
合
も
、
そ
れ
は
、
官
僚
制
化
が
進
ん
だ
裁
判
所
に
生
ま
れ
た
、「
専
門
家
の
団コ
ー
ル体

と
し
て
の
独
立
性
の
意
識
」
と
し
て
ま
ず
現
れ
、

や
が
て
権
力
分
立
論
に
つ
な
が
っ
て
行
く）
₅₄
（

。

　

立
法
権
、
行
政
権
、
司
法
権
が
こ
の
よ
う
に
そ
も
そ
も
分
離
し
て
い
な
い
前
近
代
に
お
い
て
、
行
政
と
司
法
の
未
分
離
を
こ
と
さ
ら
に
強

調
す
る
こ
と
に
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
比
較
の
視
点
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
肝
要
な
の
は
、
三
権
の
未
分
離
の

あ
り
方
の
彼
我
の
違
い
と
そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
観
点
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
「
国
家
が
有
す
る
支
配
権
を
包
括
」
す
る
「
国
家
権
力
そ
の
も
の
（
国
家
の
統
治
権
）」）
₅₅
（

と
い
う
用
語
を
借
り
る
な
ら
ば
、
こ
の
統
治
権
が

作
用
す
る
場
の
一
つ
が
紛
争
解
決
の
場
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
紛
争
解
決
の
場
に
お
け
る
作
用
、
す
な
わ
ち
統
治
権
の
ま
る
ご
と
の
作
用

を
仮
に
「
全
体
作
用
」
と
呼
ぶ
な
ら
ば
「
部
分
作
用
」
と
表
現
で
き
る
そ
の
作
用
は
、
他
の
も
ろ
も
ろ
の
「
部
分
作
用
」
と
相
互
に
作
用
し

合
う
。
渡
辺
節
夫
が
強
調
す
る
王
権
の
統
合
作
用
の
一
翼
を
担
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
服
部
良
久
の
精
力
的
な
研
究
が
明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
る

よ
う
に
、
様
々
な
場
面
で
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
主
体
と
す
る
、
崩
れ
た
秩
序
の
正
常
化
作
用
の
一
翼
を
担
う
こ
と
も
あ
る）
₅₆
（

。

　

紛
争
解
決
と
い
う
「
部
分
作
用
」
を
含
む
そ
れ
ぞ
れ
の
「
部
分
作
用
」
あ
る
い
は
そ
れ
ら
「
部
分
作
用
」
間
の
相
互
作
用
を
一
つ
一
つ
明

ら
か
に
し
な
が
ら
統
治
権
の
全
体
作
用
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
目
を
向
け
て
行
く
、
こ
れ
が
歴
史
学
の
分
野
の
最
近
の
紛
争
史
研
究
が
目
指
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
研
究
動
向
は
、
か
つ
て
の
国
王
自
由
人
理
論）
₅₇
（

な
ど
と
は
観
点
を
異
に
す
る
新
し
い
視
角
か
ら
の
国
制

史
研
究
で
あ
る
よ
う
に
、
私
に
は
見
え
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
中
世
国
家
と
は
何
か
を
め
ぐ
る
堀
米
庸
三
、
世
良
晃
志
郎
等
の
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
な
研
究
や
観
点
を
こ
の
研
究
動
向
に
絡
め
る
こ
と
は
で
き
る
か
。
私
の
問
題
関
心
の
中
に
加
え
た
い
点
の
一
つ
で
あ
る
。

八
一



（　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
一
号�

八
二

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
『
歴
史
十
巻
』の
中
の
紛
争
と
紛
争
解
決
の
仕
方

五　

お
わ
り
に

　

本
稿
の
作
成
作
業
を
進
め
な
が
ら
、
私
は
、
裁
判
、
訴
訟
と
い
う
用
語
を
深
く
考
え
ず
に
使
用
し
て
き
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
裁
判

を
『
広
辞
苑
』
で
引
き
、「
①
（「
宰
判
」
と
も
書
く
）
物
事
を
治
め
管
理
す
る
こ
と
、
ま
た
、
民
政
を
管
理
す
る
こ
と
。
日
葡
辞
書
「
イ
エ

（
家
）
ノ
サ
イ
バ
ン
ヲ
ス
ル
」
と
い
う
意
味
を
教
え
ら
れ
、
そ
し
て
、『
日
葡
辞
書
』
の
「Saiban　

サ
イ
バ
ン
（
裁
判
）」
の
説
明
「
物
事

の
世
話
を
し
管
理
す
る
こ
と
．
例
：Iyeno saibanuo suru.

（
家
の
裁
判
を
す
る
）
家
を
治
め
る
」）
₅₈
（

を
知
っ
た
の
も
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、『
日
葡
辞
書
』
に
よ
れ
ば
、「Soxô 

ソ
シ
ョ
ウ
（
訴
訟
）」
と
は
、「
目
上
の
人
に
何
事
か
を
乞
う
こ
と
。
ま
た
、
訴
え
る
こ
と
。

例
：Soxô suru

（
訴
訟
す
る
）」
で
あ
る
。

　
「
裁
判
（
宰
判
）」「
訴
訟
」
と
い
う
日
本
語
が
、
明
治
の
時
代
、
欧
米
の
関
連
法
律
用
語
の
訳
語
と
し
て
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
な
定
義
の
も

と
に
選
択
さ
れ
た
の
か
。
こ
の
点
を
調
べ
る
こ
と
の
必
要
性
も
本
稿
を
作
成
し
な
が
ら
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

行
政
と
い
う
用
語
法
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
特
に
考
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
行
政
と
い
う
用
語
法
に
つ
い
て
出
し
た
疑

問
は
私
自
身
に
対
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

　

本
稿
は
読
み
に
く
い
作
品
で
あ
る
と
思
う
。
抽
出
さ
れ
た
紛
争
事
例
が
本
稿
の
柱
立
て
の
数
だ
け
バ
ラ
バ
ラ
に
繰
り
返
し
出
て
く
る
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
、
ラ
テ
ン
語
の
訳
や
掲
載
し
た
地
図
、
系
図
に
間
違
い
や
思
い
違
い
が
あ
る
と
思
う
。
ご
寛
容
と
ご
教
示
を
乞
い
た
い
。

　
（
追
記
）「
当
事
者
型
」「
処
分
型
」「
中
間
型
」
と
い
う
分
類
基
準
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
敬
愛
す
る
同
僚
の
一
人
の
寺
山
啓
進

先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
ヒ
ン
ト
の
お
か
げ
で
あ
る
。
寺
山
先
生
は
、
同
志
社
大
学
大
学
院
司
法
研
究
科
︹
法
科
大
学
院
︺
教
授
で

知
的
財
産
法
を
担
当
さ
れ
て
い
る
。
特
許
庁
に
勤
務
し
、
特
許
審
査
第
四
部
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
方
で
あ
る
。

八
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本
稿
は
、
か
つ
て
取
得
し
た
科
学
研
究
費
平
成
一
四
年
度―

平
成
一
六
年
度＜

14520015＞

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ

る
。

　
　
　
　
　

本
稿
を
執
筆
し
な
が
ら
次
の
方
々
の
名
前
を
思
い
浮
か
べ
て
い
た
。P

rof. D
r. G

erhard K
öbler, P

rof. D
r. A

ndreas 

M
eyer, P

rof. D
r. H

einrich M
enkhaus, P

rof. D
r. W

olfgang Sellert, P
rof. D

r. H
ans K

. Schulze.

そ
し
てH

err M
ichael 

L
übke.

（
1
）　

私
は
、
現
在
、
判
決
書
あ
る
い
は
判
決
証
書
と
も
言
え
る
一
枚
も
の
の
裁
判
ウ
ワ
ク
ン
デ
な
ど
を
使
い
六
百
年
代
以
降
の
裁
判
の
か
た
ち
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
。『
歴
史
十
巻
』
は
、
五
百
年
代
の
事
柄
を
扱
っ
た
歴
史
本
で
あ
る
。
私
は
、
こ
の
歴
史
本
の
中
に
、
こ
れ
ま
で
の
作
業
に
つ
な
が
る
、
し
か
も
一
世
紀
前
の
有
益

な
情
報
を
入
手
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。
拙
稿
「
西
洋
中
世
初
期
の
裁
判
の
か
た
ち
」
同
志
社
法
学
三
三
七
号
二
頁
（
二
〇
〇
�
年
）。
同
「
メ
ロ
ヴ
ィ
ン

グ
時
代
の
国
王P

lacita

に
つ
い
て
」
同
志
社
法
学
三
四
六
号
（
二
〇
一
一
年
）。
近
日
中
に
投
稿
予
定
の
も
の
は
「
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
国
王P

lacita

に
み
る
裁
判
の
か

た
ち
」。

（
２
）　A

uf G
rund der Ü

bersetzunng W
. G

iesebrechts neubearbeitet von R
udolf B

uchner,  G
regor von Tours Z

ehn B
ücher G

eschichten, E
rster B

and

（1977

）, 

Z
w

eiter B
and

（1974

）, W
issenschaftliche B

uchgesellschaft.

（
３
）　

井
上
幸
治
編
『
フ
ラ
ン
ス
史　

新
版
』
四
四
頁
（
山
川
出
版
社
、
昭
和
四
三
年
）。

（
４
）　

P
・
ガ
ク
ソ
ッ
ト
著
、
林
田
遼
右
ほ
か
訳
『
フ
ラ
ン
ス
人
の
歴
史　

１
』
�
�
頁
（
み
す
ず
書
房
、
一
�
七
二
年
）。
例
え
ば
、『
歴
史
十
巻
』
の
第
五
巻
の
冒
頭
に
、
ガ
ク

ソ
ッ
ト
に
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
と
思
え
る
次
の
よ
う
な
記
述
な
ど
が
あ
る
。「
あ
な
た
が
た
の
数
々
の
勝
利
が
そ
の
方
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
、
そ
の
方
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
を
、
そ

の
方
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
が
し
た
こ
と
を―

―

敵
で
あ
る
王
た
ち
を
殺
し
、
敵
対
す
る
諸
族
を
打
ち
、
そ
の
地
を
支
配
下
に
収
め
、
そ
の
地
の
支
配
権
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
あ
な

た
が
た
に
遺
し
た
こ
と
を―

―

思
い
起
こ
せ
」（E

rster B
d., S.279

）。

　
　
　

木
村
靖
二
編
『
ド
イ
ツ
史
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
に
は
次
の
記
述
が
あ
る
。「
フ
ラ
ン
ク
族
は
、
サ
リ
ー
族
の
ほ
か
に
ケ
ル
ン
を
本
拠
地
と
し
た
リ
ブ
ア
リ
ー
族

と
カ
ッ
テ
ィ
ー
族
（
ヘ
ッ
セ
ン
系
）
か
ら
な
り
、
言
語
的
に
は
ゲ
ル
マ
ン
語
系
に
属
し
て
い
た
が
、
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
は
リ
ブ
ア
リ
ー
族
の
王
と
そ
の
息
子
を
殺
害
し
、
リ
ブ
ア

リ
ー
族
を
服
属
さ
せ
た
。
さ
ら
に
彼
は
ほ
か
の
有
力
な
親
族
も
殺
害
し
、
全
フ
ラ
ン
ク
人
の
王
と
な
っ
た
」（
一
�
頁
）。
本
稿
で
は
、
例
え
ば
サ
リ
ー
族
の
場
合
、
サ
リ
ー
支

八
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族
と
表
記
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
リ
ブ
ア
リ
ー
族
も
、
カ
ッ
テ
ィ
ー
族
も
そ
れ
ぞ
れ
支
族
と
な
る
。
フ
ラ
ン
ク
族
は
そ
れ
ら
支
族
を
包
括
す
る
用
語
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
５
）　
『
西
洋
史
辞
典
』
二
三
四
頁
。

（
６
）　L

exikon, B
d. IV, 2003, S. 1679－

1682.

（
７
）　

注
（
４
）
の
ガ
ク
ソ
ッ
ト
一
〇
七
頁
。

（
８
）　

注
（
４
）
の
ガ
ク
ソ
ッ
ト
一
〇
七－－

一
〇
�
頁
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
を
「
偉
大
で
あ
り
、
卓
越
せ
る
戦
士
」
と
呼
ん
で
い
る
（I, S. 121

）。
訳
註

（
１２０
）
に
「
こ
の
頌
辞
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ク
ロ
ヴ
ィ
ス
に
対
す
る
ガ
リ
ア
の
司
教
た
ち
の
尊
敬
が
う
か
が
わ
れ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
（I, S. 512

）.

（
９
）　

ミ
ッ
タ
イ
ス
の
説
明
を
、
以
下
、
参
考
の
た
め
に
引
用
し
て
お
く
。「
グ
ラ
ー
フ
︹
伯
の
こ
と
︺（com

es, gerefa　

こ
の
後
者
の
語
は
数
や
集
団
を
意
味
す
るrôva

に
由

来
す
る
）
は
、
す
で
に
そ
の
名
称
が
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
元
来
は
お
そ
ら
く
軍
の
支
隊
の
指
揮
者
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
土
地
占
拠
の
の
ち
に
は
、
グ
ラ
ー
フ
は
、
こ
の
権

限
に
加
え
て
さ
ら
に
広
範
な
民
治
上
の
権
限
を
獲
得
し
た
。
古
代
末
期
のcom

es―
―

こ
れ
は
も
と
も
と
はdux

よ
り
も
上
位
に
あ
っ
た―

―

は
、
�
世
紀
の
半
ば
ご
ろ
、

グ
ラ
ー
フ
と
融
合
し
て
一
つ
の
官
職
に
合
体
し
て
い
る
。
⒜
そ
の
後
も
、
グ
ラ
ー
フ
の
軍
事
的
任
務
は
、
軍
隊
を
召
集
し
て
編
成
す
る
任
務
と
し
て
存
続
し
た
し
、
ま
た
彼
は
、

こ
の
よ
う
に
し
て
編
成
さ
れ
た
軍
隊
を
戦
場
で
指
揮
し
た
。」「
⒝
さ
ら
に
彼
は
警
察
権

4

4

4

を
も
っ
て
い
た
。
彼
は
暴
力
犯
人
追
及
の
た
め
に
人
民
を
ラ
ン
ト
フ
ォ
ル
ゲ

4

4

4

4

4

4

4

に
召
集
し
、

市
場
を
監
督
し
、
義
務
者
を
し
て
公
の
夫
役
（
道
路
・
橋
梁
の
築
造
）
や
駅
逓
勤
務
に
つ
か
し
め
た
。」「
⒞
グ
ラ
ー
フ
は
財
政
4

4

を
掌
理
し
た
。
収
入
源
を
形
成
し
た
の
は
と
り

わ
け
関
税
4

4Z
ölle

で
あ
り
、
取
引
税
、
道
路
税
、
航
行
税
が
境
界
で
徴
収
さ
れ
た
ほ
か
、
し
ば
し
ば
内
国
関
税
と
し
て
徴
収
さ
れ
、
さ
ら
に
市
場
関
税
が
徴
収
さ
れ
た
。」

「
⒟
グ
ラ
ー
フ
が
裁
判
官
と
し
て
の

4

4

4

4

4

4

4

機
能
を
果
た
し
た
の
は
、
最
初
は
も
っ
ぱ
ら
ロ
ー
マ
ン
的
地
方
に
お
い
て
の
み
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
彼
は
ロ
ー
マ
の
ユ
ー
デ
ッ
ク
ス
の
後

継
者
の
地
位
を
占
め
た
の
で
あ
る
。」「
⒠
グ
ラ
ー
フ
は
定
額
の
収
入
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。」「
⒡
グ
ラ
ー
フ
の
任
命
や
罷
免

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

は
、
メ
ー
ロ
ヴ
ィ
ン
ガ
王
朝
は
も
と
も
と
完
全

に
自
由
に
こ
れ
を
お
こ
な
っ
て
い
た
」（
一
一
一－－

一
一
三
頁
）。

　
　
　

翻
訳
者
の
世
良
晃
志
郎
は
引
用
文
中
の
「
ユ
ー
デ
ッ
ク
ス
」
に
以
下
の
注
を
付
け
て
い
る
。「
ロ
ー
マ
末
期
、
地
方
に
お
け
る
第
一
審
の
通
常
裁
判
官
た
る
地
位
を
占
め
て

い
た
県
長
官
（consularis, praeses, rector

）
は
、
こ
の
職
務
の
故
に
、iudex ordinarius

あ
る
い
は
単
に iudex

と
も
呼
ば
れ
た
」（
一
一
七
頁
）。
柴
田
光
蔵
『
法
律

ラ
テ
ン
語
辞
典
』
日
本
評
論
社
（
一
�
�
五
年
）
は
、iudex ordinarius

に
「
正
規
の
裁
判
官
、
正
式
裁
判
人
、
通
常
裁
判
官
、
裁
判
官
で
あ
る
属
州
長
官
」
の
訳
語
を
与

え
て
い
る
。

（
10
）　

ト
ゥ
ー
ル
の
聖
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
（St. M

artinus von Tours

）
は
、
三
三
六
年
頃
に
生
ま
れ
、
三
�
七
年
に
死
亡
し
て
い
る
。
三
七
一
年
に
ト
ゥ
ー
ル
の
司
教
の
就
任
し
て

い
る
。

（
11
）　

Ⅰ
の
訳
注
（
12
）
で
（I., S. 506

）、
ヴ
ァ
ン
ダ
ル
人
に
関
す
る
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
記
事
に
は
誤
り
が
少
な
く
な
い
と
書
か
れ
て
い
る
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、
四
〇
六
年
に
ガ

八
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リ
ア
に
侵
入
し
た
、
ヴ
ァ
ン
ダ
ル
人
の
王
グ
ン
デ
リ
ヒ
（G

underich

）
の
跡
を
継
い
だ
の
が
ト
ラ
サ
ム
ン
ド
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
そ
れ
は
ガ
イ
ゼ
リ
ヒ

（G
eiserich

）
で
、
ト
ラ
サ
ム
ン
ド
は
ガ
イ
ゼ
リ
ヒ
の
あ
と
の
三
番
目
の
王
で
、
四
�
六－－

五
二
三
年
の
在
位
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
12
）　

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
こ
こ
で
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
各
地
で
い
か
に
死
を
恐
れ
ず
迫
害
に
耐
え
、
ア
リ
ウ
ス
派
や
そ
の
他
の
異
端
あ
る
い
は
権
力
者
た
ち
か
ら
信
仰
を
守
っ
た
か

を
、
い
く
つ
も
の
例
を
挙
げ
て
記
述
し
て
い
る
。

　
　
　

ガ
ク
ソ
ッ
ト
は
、
ロ
ー
マ
の
社
会
で
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
民
衆
や
政
治
権
力
か
ら
ま
だ
に
ら
ま
れ
、
憎
ま
れ
て
い
た
時
代
の
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
受
難
の
事
例
を
丁
寧
に
紹

介
し
て
い
る
。
以
下
は
、
ロ
ー
マ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
︹
地
図
Ⅱ－

13
︺
で
の
一
例
で
あ
る
。「
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
公
共
の
場
所
、
浴
場
、
フ
ォ
ル
ム
︹
中

央
広
場
︺
に
出
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
。
頑
固
な
者
が
い
て
そ
れ
を
守
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
道
で
侮
辱
さ
れ
、
石
を
投
げ
ら
れ
、
家
ま
で
襲
わ
れ
た
。
と
う
と
う
何
人
か
の

キ
リ
ス
ト
教
徒
が
逮
捕
さ
れ
た
。
市
の
政
務
官
が
最
初
の
審
問
を
開
い
た
。
禁
制
の
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
た
も
の
は
釈
放
さ
れ
、
彼
ら
の
こ
と
は
、
ま
っ

た
く
不
問
に
付
さ
れ
た
。
他
の
者
は
知
事
の
も
と
に
送
ら
れ
た
。
知
事
は
、
不
法
な
集
団
に
対
し
法
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
国
家
に
対
す
る
反
逆
に
対
し
て
、
こ
れ
を
罰

す
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
人
で
あ
っ
た
。
審
問
は
簡
単
だ
っ
た
。
被
告
の
住
所
氏
名
を
聞
き
、
彼
ら
の
信
仰
の
告
白
を
聞
け
ば
そ
れ
で
よ
い
。
こ
の
告
白
だ
け
で
彼
ら
が
有

罪
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
帝
国
の
代
表
者
た
ち
は
、
死
刑
を
宣
告
す
る
こ
と
を
嫌
っ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
巧
言
を
弄
し
た
り
、
甘
い
約
束
を
与
え
た
り
、
脅
し

た
り
、
拷
問
に
か
け
た
り
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
神
を
否
認
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
。
そ
こ
で
悪
魔
︹
誘
惑
者
︺
に
対
す
る
果
敢
な
闘
い
が
は
じ
ま
っ
た
。
リ
ヨ
ン
人
の
う
ち

何
人
か
、
ほ
ん
の
十
人
ほ
ど
が
こ
ろ
ん
だ
。
し
か
し
大
部
分
の
信
者
は
、
身
の
毛
の
よ
だ
つ
よ
う
な
刑
罰
に
も
信
仰
を
変
え
な
か
っ
た
（
一
七
七
年
）」（
�
�
頁
）。

　
　
　

ガ
ク
ソ
ッ
ト
は
、こ
の
よ
う
な
例
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
あ
と
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
五
〇
人
ほ
ど
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
こ
う
し
て
殉
教
に
倒
れ
た
。
権
力
者
た
ち
は
、

こ
う
し
た
実
力
行
使
に
よ
り
、
秩
序
と
平
安
が
回
復
す
る
と
考
え
た
。
事
態
は
ま
さ
に
正
反
対
で
あ
っ
た
。
世
界
史
の
教
会
の
歴
史
の
頁
に
、
消
え
る
こ
と
の
な
い
思
い
出
が

記
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
い
か
な
る
迫
害
も
、
む
し
ろ
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
に
さ
ら
に
英
雄
的
な
事
件
と
名
前
と
挿
話
を
加
え
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
力
と
豊
か
さ
と
栄
光
と

魅
力
を
増
す
の
で
あ
る
」（
�
〇
頁
）。
以
上
の
引
用
文
中
の
︹　

︺
は
本
書
の
訳
者
が
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
13
）　L

exikon, B
d. V

II, 2003, S. 1834－
1835.

（
14
）　
『
西
洋
史
辞
典
』
二
�
頁
。

（
15
）　

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、
エ
ウ
リ
ヒ
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
加
え
た
激
し
い
迫
害
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
（I., S. 139

）。

（
16
）　

参
考
の
た
め
に
、dux

に
関
連
す
る
ミ
ッ
タ
イ
ス
の
説
明
を
引
用
し
て
お
く
。「
民
族
移
動
時
代
の
混
乱
に
さ
い
し
て
戦
争
指
導
の
契
機
が
ま
す
ま
す
重
要
化
し
て
い
っ
た

と
い
う
事
情
が
、
王
制
に
新
し
い
力
の
源
泉
を
提
供
し
た
。
王
制
は
恒
常
的
制
度
と
化
し
た
将
軍
制

4

4

4H
erzogtum

と
結
合
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

１　

も
と
も
と
将
軍
4

4

（d
u

x
, h

erizogo

）
は
、一
つ
の
戦
争
の
継
続
期
間
中
を
限
っ
て
任
命
さ
れ
た
・
フ
ェ
ル
ケ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
軍
事
指
揮
官
で
あ
っ
た
」（
五
〇
頁
）。「
初

八
五
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グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
『
歴
史
十
巻
』の
中
の
紛
争
と
紛
争
解
決
の
仕
方

期
中
世
の
史
料
は
完
全
に
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
史
料
に
は
、
ロ
ー
マ
末
期
の
官
職
制
度
の
若
干
の
称
号―

―

と
り
わ
けd

u
x

とcom
es―

―

が
引
き

つ
づ
き
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
称
号
は
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
ガ
朝
帝
国
で
、
ロ
ー
マ
の
都
市
制
度
が
衰
微
し
た
の
に
伴
っ
て
、
七
世
紀
に
は
そ
の
最
後
の
意
味
内
容
を
も
失

っ
た
。
カ
ー
ロ
リ
ン
ガ
朝
時
代
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、こ
れ
ら
の
称
号
は
、再
び
、単
に
人
を
指
す
だ
け
で
な
く
、彼
ら
の
任
務
を
も
示
す
よ
う
に
な
っ
た
」（
一
〇
�
頁
）。「
古

代
末
期
のd

u
x

と
い
う
官
職
称
号
は
、
よ
う
や
く
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
ガ
時
代
に
な
っ
て
、
ゲ
ル
マ
ン
のH

erzog

︹
将
軍
・
太
公
︺
と
融
合
し
た
」（
一
一
六
頁
）。

（
17
）　

以
下
は
、『
西
洋
史
辞
典
』
の
記
述
で
あ
る
。「
テ
オ
ド
リ
ッ
ク
（
大
王
）　T

heodoric, the G
reat

（456頃
－
526

）　

東
ゴ
ー
ト
王
（471－

526

）。
少
年
時
代
、
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
宮
廷
で
人
質
と
し
て
過
ご
し
た
が
、
父
テ
オ
ド
ミ
ー
ル
の
あ
と
を
つ
い
で
王
と
な
り
、
東
ゴ
ー
ト
族
を
率
い
て
バ
ル
カ
ン
半
島
を
劫
掠
。
東
ロ
ー
マ
皇

帝
ゼ
ノ
ン
か
ら
イ
タ
リ
ア
の
軍
司
令
官
に
任
命
さ
れ
（488

）、
イ
タ
リ
ア
の
支
配
者
オ
ド
ア
ケ
ル
を
倒
し
て
、
東
ゴ
ー
ト
王
国
を
建
設
。
統
治
に
あ
た
っ
て
は
、
カ
ッ
シ
オ
ド

ル
ス
や
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
ら
の
ロ
ー
マ
人
の
文
官
を
登
用
し
、ロ
ー
マ
の
法
律
・
制
度
を
尊
重
。
外
交
で
は
み
ず
か
ら
フ
ラ
ン
ク
国
王
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
の
妹
を
娶
り
、ブ
ル
グ
ン
ド
・

西
ゴ
ー
ト
・
ヴ
ァ
ン
ダ
ル
王
と
姻
戚
関
係
を
結
び
、
ゲ
ル
マ
ン
諸
国
家
の
統
一
を
め
ざ
し
た
。
首
都
を
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
、
副
首
都
を
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
に
お
い
た
」（
四
�
�
頁
）。

　
　
　

以
下
は
、
同
じ
く
『
西
洋
史
辞
典
』
の
記
述
で
あ
る
。「
オ
ド
ア
ケ
ルO

doacer

ま
た
はO

dovakar

（434頃
－
493

）
ゲ
ル
マ
ン
人
（
ス
キ
ル
族
）
の
首
長
で
、
ロ
ー
マ

親
衛
隊
司
令
官
か
ら
イ
タ
リ
ア
の
支
配
者
と
な
る
。
西
ロ
ー
マ
皇
帝
ユ
リ
ウ
ス
・
ネ
ポ
ス
の
最
高
司
令
官
オ
レ
ス
テ
ス
が
皇
帝
を
追
放
し
、
自
分
の
若
い
息
子
ロ
ム
ル
ス
・
ア

ウ
グ
ス
ト
ゥ
ル
ス
を
帝
位
に
つ
け
た
が
、
オ
ド
ア
ケ
ル
は
、
ゲ
ル
マ
ン
人
軍
隊
の
支
持
を
得
て
、
こ
れ
を
廃
位
し
（476

）、
カ
ン
パ
ニ
ア
に
引
退
さ
せ
た
（
以
後
、
西
ロ
ー
マ

に
は
皇
帝
が
絶
え
、こ
こ
に
西
ロ
ー
マ
帝
国
は
滅
亡
し
た
）。
西
ロ
ー
マ
皇
帝
に
代
わ
っ
て
イ
タ
リ
ア
を
統
治
、ヴ
ァ
ン
ダ
ル
国
王
ガ
イ
ゼ
リ
ッ
ク
か
ら
シ
チ
リ
ア
島
を
賃
借
し
、

ダ
ル
マ
テ
ィ
ア
を
獲
得
、
ノ
リ
ク
ム
を
放
棄
し
て
そ
の
住
民
を
イ
タ
リ
ア
に
撤
退
さ
せ
た
」（
一
四
四
頁
）。

（
18
）　

テ
ウ
デ
ベ
ル
ト
一
世
は
、
父
テ
ウ
デ
リ
ヒ
の
死
後
、
父
に
は
兄
弟
、
自
分
に
は
叔
父
の
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
一
世
と
ク
ロ
タ
ー
ル
一
世
の
介
入
を
受
け
る
が
、
父
の
遺
産
を
守
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
子
供
の
い
な
か
っ
た
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
一
世
の
養
子
と
な
る
。

（
19
）　

以
下
は
、
ミ
ッ
タ
イ
ス
五
�
頁
。「
賠
償
金
は
復
讐
を
免
れ
る
た
め
の
対
価
で
は
な
く
、
ジ
ッ
ペ
︹
＝
一
族
︺
の
栄
光
が
侵
害
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
贖
罪
の
意
味
を
も
つ
。

最
も
重
要
な
贖
罪
金
は
殺
人
に
対
す
る
人
命
賠
償
金

4

4

4

4

4M
annbuß

e

、
す
な
わ
ち
人
命
金W

ergeld

（lat.  vir

参
照
）
で
あ
る
。
そ
の
他
の
賠
償
金
は
多
く
の
場
合
人
命
金
の

数
分
の
一
で
あ
っ
た
」。

　
　
　

M
on

u
m

en
ta G

erm
an

iae H
istorica. D

ip
lom

ata R
egu

m
 F

ran
coru

m
 e stirp

e M
erovin

gica

（D
ie U

rku
n

d
en

 d
er M

erow
in

ger

）, E
rster T

eil, N
ach 

V
orarbeiten von C

arlrichard B
rühl, hrsg. von T

heo K
ölzer unter M

itw
irkung von M

artina H
artm

ann und A
ndrea Stieldorf, H

annover 2001, S. 355

の 

N
r. 141

（694 F
ebruar 28

）に
、fredus

︹
賠
償
金
︺
と
並
ん
でE

xfaidus

（
フ
ェ
ー
デ
権
放
棄
補
償
金
）
と
い
う
語
が
出
て
く
る
。

（
20
）　E

rster B
d., S. 257

はStatthalter der P
rovence

（
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
総
督
、
太
守
、
代
官
）
の
訳
語
を
与
え
て
い
る
。Sigibert

の
分
国
に
つ
い
て
は
、「
は
じ
め
に
」

八
六
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（
五
頁
）
で
断
り
書
き
を
し
た
、S

igibert I. P
 

↓R
 ? 

を
参
照
。

（
21
）　

こ
こ
で
のplactum

の
意
味
は
裁
判
会
議
、
裁
判
集
会
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
のplacitum

は
司
教
ニ
ケ
テ
ィ
ウ
ス
の
臨
席
の
も
と
で
行
わ
れ
る
裁
判
で
あ
り
、
国
王

の
も
と
で
の
裁
判
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
てplacitum

と
い
う
用
語
そ
の
も
の
は
、
国
王
裁
判
の
た
め
だ
け
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　

placitum

と
い
う
用
語
は
、
あ
と
の
注
（
23
）
の
よ
う
に
、Z

w
eiter B

d., S. 190

に
も
裁
判
会
議
、
裁
判
集
会
の
意
味
で
出
て
く
る
。
さ
ら
に
、
第
十
巻
二
�
（Z

w
eiter 

B
d., S. 390, II., S. 488, 489

）
に
もplacitum

と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
のplacitum

は
、
国
王
が
参
加
し
て
の
、
裁
判
と
は
無
関
係
な
会
議
、
集
会

を
意
味
し
て
い
る
。
ガ
ク
ソ
ッ
ト
が
言
う
「
毒
婦
」
フ
レ
デ
グ
ン
デ
の
息
子
に
分
国
王
グ
ン
ト
ラ
ム
自
身
の
手
で
洗
礼
を
受
け
さ
せ
て
ほ
し
い
、
つ
い
て
は
パ
リ
ま
で
そ
の
た

め
に
来
て
ほ
し
い
と
い
う
、
フ
レ
デ
グ
ン
デ
の
願
い
を
、
分
国
王
グ
ン
ト
ラ
ム
が
聞
き
入
れ
て
開
催
を
決
め
、
各
地
の
司
教
た
ち
を
召
集
し
た
会
議
（
集
会
）
にplacitum

と
い
う
用
語
が
あ
て
ら
れ
い
る
。
注
（
34
）
で
述
べ
る
よ
う
に
、placitum

に
は
「
契
約
」
の
意
味
も
あ
る
。

　
　
　

な
お
、
注
（
１
）
の
拙
稿
三
四
四
頁
で
、「P

lacitum

と
い
う
用
語
を
五
一
一
年
～
五
五
�
年
と
い
う
早
い
段
階
で
登
場
さ
せ
て
い
る
」
勅
令
に
言
及
し
、
そ
こ
で
の

P
lacitum

の
意
味
は
「
出
廷
義
務
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
お
い
た
。『
歴
史
十
巻
』
に
出
て
く
るP

lacium

は
時
代
的
に
は
勅
令
の
そ
れ
と
重
な
る
。

（
22
）　

フ
レ
デ
グ
ン
デ
の
「
毒
婦
」
振
り
は
、
本
文
以
外
に
、
例
え
ば
、I., S. 453－

457

、II., S. 143, 249, 261, 283, 438－
439, 469.

（
23
）　

グ
ン
ト
ラ
ム　
ボ
ソ
は
、
分
国
王
シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世
の
命
で
、
テ
ウ
デ
ベ
ル
ト
一
世
を
攻
撃
し
敗
死
さ
せ
た
人
物
で
あ
る
。
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
、
シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世
は
兄
弟
で
、

テ
ウ
デ
ベ
ル
ト
一
世
は
彼
ら
の
甥
、
つ
ま
り
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
、
シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世
の
兄
弟
で
あ
る
故
テ
ウ
デ
リ
ヒ
一
世
の
息
子
で
あ
る
（I., B

d. 347

）。
グ
ン
ト
ラ
ム
ボ

ソ
は
、
第
�
巻
二
一
に
も
登
場
す
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
、
自
分
の
召
使
い
た
ち
の
窃
盗
事
件
に
関
係
し
て
、
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
の
ヴ
ィ
ラ
（villa

）
で
開
催
さ
れ
た
裁
判
会

議
（placitum

）
に
召
喚
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
何
一
つ
弁
明
で
き
な
い
ま
ま
、
秘
か
に
姿
を
消
す
。
そ
の
た
め
、
ク
レ
ル
モ
ン
（C

lerm
ont－

F
errand

）
に
お
い
て
国
庫
か

ら
与
え
ら
れ
て
い
た
物
全
て
を
剝
奪
さ
れ
て
い
る
（II., S. 243, Z

w
eiter B

d., S. 190, 191

）。

（
24
）　

例
え
ば
五
五
六
年－－

五
七
三
年
の
パ
リ
で
の
公
会
議
の
決
議
第
四
（I., S. 548

）。

（
25
）　E

rster B
d., S. 348. pax episcopi

を
直
訳
す
る
と
「
司
教
の
平
和
」
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
訳
で
は
中
身
が
分
か
ら
な
い
。N

ierm
eyer

は
、pax

にB
eilegung 

einer F
ehde durch einen A

usgleich, settling a feud by com
prom

ise
（
調
停
で
フ
ェ
ー
デ
を
解
決
す
る
こ
と
）
の
訳
語
を
与
え
て
い
る
。
フ
ェ
ー
デ
と
は
、
権
利
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、「
個
人
の
法
益
（R

echtgüter

）―
―

彼
の
生
命
、
彼
の
財
産
、
彼
の
名
誉
」（
ミ
ッ
タ
イ
ス
五
五
頁
）
等
に
向
け
ら
れ
た
・
あ
る
い
は
加
え

ら
れ
た
重
大
な
攻
撃
に
対
す
る
、
そ
の
個
人
や
一
族
︹
＝
ジ
ッ
ペ
︺
に
よ
る
反
撃
や
報
復
の
こ
と
で
あ
る
、
と
こ
こ
で
は
理
解
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ

で
の
平
和
と
は
、
司
教
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
が
破
門
と
い
う
報
復
を
解
除
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　
　
　

な
お
「
法
益
」
と
は
「
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
社
会
生
活
上
の
利
益
」（『
法
律
学
小
辞
典　

第
三
版
』
有
斐
閣
、
一
�
�
�
年
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
用
語
を
使
用

八
七
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グ
レ
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す
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
は
判
断
を
留
保
し
て
お
く
。

（
26
）　iussionibus – iussiones – iussio

に
はB

efehl, order

（
命
令
）　

と
い
う
訳
語
が
あ
り
、I., S. 449

は
そ
の
訳
語
を
選
択
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、E

rster B
d., S. 

349
がW

illen

と
訳
し
て
い
る
の
を
参
考
に
し
、
協
議
を
し
た
同
僚
司
教
た
ち
の
提
案
、
と
い
う
程
度
の
意
味
で
、「
意
向
」
と
訳
し
た
。
調
停
で
あ
り
、
両
当
事
者
が
合
意
で

き
る
こ
と
、
こ
こ
で
は
特
に
司
教
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
が
ど
う
判
断
す
る
か
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
、
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

（
27
）　

ラ
テ
ン
語
引
用
文
の
中
のverbis

（verbum

）
の
訳
語
の
出
処
は
、N

ierm
eyer

の
訳
語
の
中
のA

nschuldigung, A
nklage, Ü

bergabe an ein G
ericht, indictm

ent, 

accusation, com
m

ittal for trial

で
あ
る
。

（
28
）　

本
稿
七
六
頁
の
四
（
四
）
参
照
。

（
29
）　Z

w
eiter B

d., S. 61
で
の
訳
語
はP

räfekt

（
長
官
な
ど
）
で
あ
る
。

（
30
）　

魔
女
と
さ
れ
た
人
間
が
女
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、「
魔
女
狩
り
は
女
性
迫
害
だ
っ
た
の
か
」
上
山
安
敏
、牟
田
和
男
編
著
『
魔
女
狩
り
と
悪
魔
学
』
二
�
三
頁
以
下
（
人

文
書
院
、
一
�
�
七
年
）。

（
31
）　pax

の
訳
語
の
出
処
は
、N

ierm
eyer

の
訳
語
の
中
のE

inhalten von feindseligem
 H

andeln, refraining from
 violent action

で
あ
る
。
同
じ
くiusticia

は
、

G
erichtsverw

altung, the adm
inistration of justice

で
あ
る
。

（
32
）　II., B

d. S. 151

は
、
ヴ
ィ
カ
リ
ウ
ス
を
伯
の
代
理
人
と
考
え
て
い
る
。

（
33
）　

先
の
事
例
⒃
と
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
規
模
の
大
き
な
争
い
にbella

を
使
用
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
論
文
で
は
、
例
え
ば
三
浦
澄
雄
「
シ
カ
ル
事
件

―
―

フ
ラ
ン
ク
の
法
典
と
現
実
」
法
と
政
治
（
四
三
巻
五
号
、
一
�
�
二
年
）。

（
34
）　Z

w
eiter B

d., S. 155

は
、censura

を
「
賠
償
金
（B

uß
e

）」
と
訳
し
て
い
る
が
、N

ierm
eyer

に
は
そ
の
訳
語
が
な
い
の
で
、
私
も
実
質
的
に
は
「
賠
償
金
」
を
指
す
と

思
う
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
はN

ierm
eyer

の
訳
語
「
下
さ
れ
た
判
決
の
︹
決
め
た
︺
罰
（eine Strafe verhängendes U

rteilt

）」
に
従
っ
て
い
る
。

　
　
　

契
約
と
訳
し
たplacitum

で
あ
る
が
、
契
約
の
中
身
は
、
賠
償
金
の
授
受
と
シ
カ
ル
の
側
の
復
讐
の
権
利
す
な
わ
ち
フ
ェ
ー
デ
権
の
放
棄
に
つ
い
て
の
取
決
め
で
あ
ろ
う
、

とZ
w

eiter B
d., S. 154 

は
推
定
し
て
い
る
。

（
35
）　

ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ
は
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
一
世
の
子
供
。
分
国
王
シ
ギ
ベ
ル
ト
の
妻
、
そ
し
て
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
の
母
親
で
あ
る
。
ヒ
ル
ペ
リ
ヒ
一
世
の
妻
で
、
ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ

以
上
に
本
稿
で
は
な
じ
み
の
フ
レ
デ
グ
ン
デ
が
敵
だ
と
言
っ
て
い
る
女
性
で
も
あ
る
。『
歴
史
十
巻
』
第
�
巻
二
�
で
、
フ
レ
デ
グ
ン
デ
は
、
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
二
世
の
お
か
げ

で
大
威
張
り
を
し
て
い
る
ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ
、
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
る
（II., S. 249

）。

（
36
）　

原
語
はbipennis

で
あ
る
。
両
刃
の
斧
と
訳
さ
れ
る
の
が
普
通
で
、Zw

eiter B
d., S. 187

もA
xt

（
斧
）
と
い
う
訳
語
を
あ
て
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、Nierm

eyer

に
従
い
、
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両
刃
の
剣
の
訳
語
に
し
て
お
く
。
紛
争
事
例
（
33
）
で
も
そ
う
し
た
。

（
37
）　

久
保
正
幡
『
サ
リ
カ
法
典
』
一
〇
〇
頁
（
創
文
社
、
昭
和
五
二
年
）。

（
38
）　M
マ
ル
シ
ャ
ル

arschall

（com
es stabuli

）
は
、「
宮
廷
の
移
動
に
あ
た
り
馬
や
そ
の
飼
料
を
準
備
す
る
任
務
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
時
に
は
軍
事
指
揮
官
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
」

（
ミ
ッ
タ
イ
ス
一
一
六
頁
）。

（
39
）　

イ
タ
リ
ア
へ
の
遠
征
は
実
行
さ
れ
て
い
る
（II., S. 419－

423

）。

（
40
）　Z

w
eiter B

d., S. 337

はH
aushofm

eister

と
訳
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
こ
こ
で
のdom

esticus

は
宮
内
長
官
に
あ
た
る
と
も
言
え
る
宮
宰
に
な
る
。
宮

宰
に
つ
い
て
は
、
ミ
ッ
タ
イ
ス
一
〇
�
頁
。

（
41
）　
「
国
王
の
財
貨
を
管
理
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
と
分
離
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
帝
国
国
庫

4

4

4

4

の
官
吏
に
も
あ
た
っ
た
」（
ミ
ッ
タ
イ
ス
一
〇
�
頁
）。

（
42
）　Z

w
eiter B

d., S. 377

は
、titulus

にK
urzschrift

（
速
記
文
字
）
の
訳
語
を
宛
て
て
い
る
。

（
43
）　II., S. 65－

71

の
第
六
巻
三
一
。

（
44
）　

フ
ェ
ー
デ
に
つ
い
て
は
、
注
（
25
）
参
照
。

（
45
）　

注
（
32
）
参
照
。

（
46
）　

注
（
１
）
の
拙
稿
「
西
洋
中
世
初
期
の
裁
判
の
か
た
ち
」
�
頁
以
下
の
「
不
出
廷
裁
判
」。

（
47
）　

阿
部
謹
也
『
甦
え
る
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
�
�
頁
以
下
（
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
�
�
七
年
）。
ほ
か
に
同
『
中
世
を
旅
す
る
人
び
と
』
四
一
頁
以
下
（
平

凡
社
、
一
�
七
�
年
）。

（
48
）　

注
（
29
）
参
照
。

（
49
）　

注
（
40
）
参
照
。

（
50
）　

田
中　
実
「
カ
ル
ロ
・
シ
ゴ
ニ
オ
『
民
事
裁
判
に
つ
い
て
』
覚
書―

―
一
六
世
紀
人
文
主
義
者
に
よ
る
ロ
ー
マ
民
事
裁
判
素
描
」
法
政
研
究
一
二
〇
�－

一
二
〇
�
頁
（
七

〇
巻
四
号
、
平
成
一
六
年
）。
カ
ル
ロ
・
シ
ゴ
ニ
オ
の
著
作
の
初
版
は
一
五
七
四
年
で
、
出
版
地
は
ボ
ロ
ー
ニ
ア
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
51
）　

金
子
宏
ほ
か
『
法
律
学
小
辞
典　

第
三
版
』
七
二
五
頁
（
有
斐
閣
、一
�
�
四
年
）。
こ
こ
で
の
裁
判
や
訴
訟
に
つ
い
て
の
定
義
と
の
関
係
で
言
え
ば
、注
（
１
）
の
拙
稿
「
西

洋
中
世
初
期
の
裁
判
の
か
た
ち
」
の
「
裁
判
」
は
「
訴
訟
」
に
変
更
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。
引
用
文
中
の
傍
線
は
岩
野
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
52
）　

上
口　
裕
『
刑
事
訴
訟
法
』
一
四－

一
五
頁
（
広
文
堂
、
二
〇
一
一
年
（
第
二
版
））。

（
53
）　

K
・
ク
レ
ッ
シ
ェ
ル
「
司
法
事
項
と
ポ
リ
ツ
ァ
イ
事
項
」
K
・
ク
レ
ッ
シ
ェ
ル
、
石
川　

武
監
訳
『
ゲ
ル
マ
ン
法
の
虚
像
と
実
像―

―

ド
イ
ツ
法
史
の
新
し
い
道
』
二
二
�

八九
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頁
以
下
（
創
文
社
、
一
�
�
�
年
）、
村
上
淳
一
『
近
代
法
の
形
成
』
一
三
〇
頁
以
下
、
一
七
七
頁
以
下
（
岩
波
書
店
、
一
�
七
�
年
）、
勝
田
有
恒
、
森　
征
一
、
山
内　
進
編
『
概

説　

西
洋
法
制
史
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
の
ポ
リ
ツ
ア
イ
関
係
の
記
述
参
照
。

（
54
）　

注
（
53
）
の
村
上
の
著
書
一
四
�
頁
。

（
55
）　

芦
部
信
喜
『
憲
法
』
三
七
頁
（
岩
波
書
店
、
一
�
�
三
年
）。

（
56
）　

渡
辺
節
夫
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
社
会
に
お
け
る
統
合
と
調
整
』（
創
文
社
、
二
〇
一
一
年
）、
服
部
良
久
『
ア
ル
プ
ス
の
農
民
紛
争―

―

中
・
近
世
の
地
域
公
共
性
と
国
家
』

（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
�
年
）
だ
け
を
紹
介
し
て
お
く
。

（
57
）　

国
王
自
由
人
理
論
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
成
立
期
中
世
の
自
由
と
支
配
』（
敬
文
堂
、
一
�
�
五
年
）。

（
58
）　

土
井
忠
生
ほ
か
編
訳
『
邦
訳　

日
葡
辞
書
』
五
四
�
頁
（
岩
波
書
店
、
一
�
�
〇
年
）。
原
題
は≪

V
O

C
A

B
V

L
A

R
IO

 D
A

 L
IN

G
O

A
 D

E
 IA

PA
M
≫

で
、
一
六
〇
三
年
に

日
本
イ
エ
ズ
ス
会
が
刊
行
し
た
。
翌
年
に
補
遺
が
出
版
さ
れ
た
（
三
頁
）。
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図１　〔メロヴィング王家系図（一部）〕

本稿が借用し加工した系図の出典：Die Urkunden der Merowinger, Erster Teil, hrsg. 

von Theo Kölzerf, Hannover 2001, S. XXXII
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図２　〔分国境域図〕

本稿が借用し加工した地図の出典：Erich Zö11ner, Geschichte der Franken bis zur Mitte 

des sechsten Jahrhuderts, 1970　巻末掲載　Karte 1“Das Frankenreich 511⊖524. Die Teilungen 

nach dem Tode Chlodowechs bezw. Chlodomers”
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